
        
            
                
            
        

    

本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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口絵・本文イラスト／吉田ばな




デザイン／百足屋ユウコ＋アオキテツヤ（ムシカゴグラフィクス）




編集／庄司智







プロローグ







　後輩以外の女の子と二人きりで登校するのは、多分生まれて初めてだったと思う。

　二週間ぶりの電車から降りて、待ち合わせ場所に向かう。もうすぐ着くことは既に連絡済みで、相手からは、りょーかい、と猫のスタンプ付きで返信があったばかりだ。

　人混みの中、出口の近くにぽつんと佇たたずむ少女が見えた。

　透明感のある淡い栗くり色いろの髪に、綺き麗れいな澄んだ瞳。あどけなさが残った横顔は年相応の少女らしさがあって、夏用の学生服が見み惚とれてしまいそうになるほど似合っていた。

「おはよう。久しぶりの学校だな」

　俺の言葉に少女──水み守もり結ゆ衣いが、小さく笑った。

「里り久く君はそうかもだけど、私にとってはいつも通りだけどね。ただ、少しは楽しくなりそうかな。里久君がいなくてちょっと退屈だったし」

「言い過ぎだって。俺がいても大して変わらないと思うけど」

「そんなことないよ。里久君の困った顔や慌てる顔を見たくて学校に来てるとこあるし。授業とかそのついでみたいなものだよ」

　それ、全国の教育機関に謝った方が良くない？

　水守と肩を並べて、俺たちの通う桜さくら崎ざき高校を目指す。

「でも、腰を骨折したのにもう退院出来るなんて凄すごいね。痛くないの？」

「日常生活だけなら何とかなるかな。体育なんて絶対無理だし、階段の昇り降りも手すりが無いと怖いけど。正直、今の俺の腰の繊細さはおじいちゃんレベルだから」

「うわ、そうなんだ。じゃあ、助けが必要ならいつでも呼んでね？　優しく介護してあげるから」

　ふと、俺たちの前を歩いている桜崎高校の女子生徒が、驚いたような表情でこちらをちらちらと振り返ってることに気づいた。

　まあ、それも無理はないと思う。多分、この娘こも水守のこと知ってるだろうし。

　何しろ、水守は学校一の問題児だから。頼めば誰とでもエッチなことをする、って噂うわさの水守が男子生徒と仲良さげに登校してたら、普通はびっくりする。

　水守も前を歩く女子の視線に気づいたのか、俺を見ながら、

「やっぱり注目されちゃうね。迷惑だった？」

「これくらい予想してたし気にしなくていいぞ。それに、退院したら一緒に登校しようって言い出したの俺だからな」

「あはは、そうだね」

　まるでいたずらを思いついたように、くすくすと水守が笑う。

「私たちはもう、友達だもんね。一緒に学校に行くくらい、フツーだよね」

　……確かに、水守は俺にとって数少ない友人だ。

　ただ、それはあくまで学校での建前で、周りには秘密にしてることがあるというか。

　まあ、その──水守は俺のカノジョなのだ、うん。

　きっかけは二週間前。俺が水守に告白したことで、正式に付き合うことになった。その告白をするために校舎の二階から飛び降りて腰の骨を折ったのだが、あまりに恥ずかしい出来事なのでこれ以上思い出したくない。

　水守は、俺にしか聞こえないくらい小さな声で、

「今までは、隣で並んで歩くなんて絶対無理だって思ってたのに。ねっ、手を繫つなぎながら歩くのは友達としてセーフ？」

「いや、それはもう友達を越えちゃってるだろ」

「だったら、腕を抱きながら歩くとか」

「それも良くない」

「じゃあお姫様だっこ」

「駄目って言ってるのになんでグレードアップするかな」

「なんて、本気じゃないけどね。隠してたいのは、私も同じだし」

　良かった、とほっとする。

　勘違いして欲しくないんだけど、付き合ってることを秘密にしたいのは水守と付き合って俺に悪い評判が流れるから、とかじゃない。

　単純に周りから注目されるのが嫌だからだ。こうして友達として振る舞うだけでも目立つのに、付き合ってることが知られたらもっと居心地悪くなるに決まってる。

「だから、里久君も私たちの関係がバレないよう気を付けてね？　……特に」

　急に、水守の表情が本気になる。

「涼すず音ねちゃんには、絶対にバレないようにすること。いいね？」

「……ああ、分かってる。それについては、何度も話したもんな」

　なんとしても、俺たちの関係を隠さなければならない人物が、一人だけいる。

　俺のたった一人の後輩──双ふた葉ば涼音だ。

　どうして、涼音に秘密にしなければならないのか。あれは十日前、俺がまだ入院中で、いつもみたいに水守にからかわれた直後のこと。

　とある涼音の問いかけが、きっかけだった。





一章　水み守もりさんは甘えたい







『先輩って──水み守もりさんと、付き合ってるんですか？』

　…………はい？

　それは、腰を骨折して病院のベッドで療養している時だ。

　スマホ越しの涼すず音ねの問いかけに、俺の頭はフリーズ寸前になっていた。

　だって、涼音から電話だと思ったら突然こんな質問されて。しかも、俺はついさっき水守と、恋人同士ってことは秘密にしたいって約束をしたばかり。

　なのに、たった今。早速付き合ってることがバレそうになっていた。

「つ、付き合ってるって、俺と水守が？」

『……学校の噂うわさで聞いたんです。先輩が、水守さんのことが好きなんじゃないかって』

　そういえば、来くる栖すさんが見舞いに来てくれた時も、似たようなことを話していた。

　何でも、俺が学校で大々的に水守を庇かばったことが原因で「誰とでも寝る女にガチ恋した純情童貞野郎」と言われてるとか。改めて思うけど酷ひどい呼び名だな。

『それで、ですね。先輩って水守さんのために同級生と喧けん嘩かしたり、とても仲が良さそうに見えますから。もしかして、ですけど』

　寂しそうな、あるいは苦しそうな涼音の声音。

『二人は付き合ってるんじゃないかな、って』

「な、なるほど」

　勘が鋭すぎる……！　思えば、涼音は誰よりも俺のことを知ってる後輩だ。わずかな変化に違和感を覚えても不思議じゃない。

　やばい、どうしよう。

　俺と水守が付き合ってることがバレるのは恥ずかしいし、出来れば内緒にしたい。

　だったら話は簡単だ。付き合ってるわけないだろ、ってシラを切れば良いい。実際、他の人が相手ならばそうしてたと思う。

　けど、涼音には嫌だ。

　涼音は俺の大切な後輩だから、適当な噓うそなんてつきたくない。

　それに、涼音なら俺と水守の関係も秘密にしてくれると思うし、正式に交際を始めた今なら本当のことを話した方が良い気がする……そう、思った直後だ。

『な、なんちゃって！　そんなわけないですよねっ！』

　つい、ぽかんとしてしまった。

『わ、わーい！　引っかかりましたねっ！　冗談ですってば、もうっ。先輩がどんな反応するか試してみただけですよぅ！』

「……えっ、冗談？　ほんとに？」

『だってだって、恋愛が大っ嫌いな先輩に彼女なんてあり得ないですもん！』

　いつもみたいに明るい涼音の声。

『先輩って恋愛事だと、無理だからって最初から諦めるタイプじゃないですか！　石橋を叩たたいて渡るどころかバズーカで爆破させて、ほら壊れてるじゃないかやっぱり渡らなくて正解だった、ってどや顔で言っちゃうような！　そんな先輩に恋人とか天変地異が起きても絶っっっ対に無理ですもん！』

　そこまで言われたら流石さすがにへこむ。

　まあ、別にいいけど。実際言ってることは間違ってないし。

　恋心なんて抱くだけ無駄、裏切られて傷つくのはいつだって恋をした方だ。そんな恋愛アンチが十と神かみ里り久くなんだから。

『先輩がいなくて退屈だったから、ちょっとからかってみただけですってば！』

「……そうなのか？」

　それにしては、やけに声が真剣だった気がするけど。

『では、そういうことで！　退院するの待ってますよ？　先輩がいないとやっぱり寂しいですから。またお見舞い行きますねっ！』

「えっ、ちょっと待っ──」

　切れた……。何だったんだ、今の電話。

　すっきりしないままベッドで横になってると、飲み物を持った水守が戻ってきた。

　水守は来栖さんを探しに行ったはずなのに、一人だけだ。

「あれ、来栖さんは？」

「風紀委員会から電話みたい。長くなりそうだから先に飲み物お願いって頼まれたの」

　そういえば来栖さんが部屋を出て行った理由って、俺たちのために飲み物を買いに行ってくれてたからだ。

　水守がコーヒーのカップを俺に手渡し、傍そばにあった椅子に座る。水守が口をつけるのはカフェオレのカップ。

　ふと、俺は先程のおかしな出来事を水守に話す。

「そういえば、さっき涼音から電話があったんだけどさ、何か様子が変だったんだよな」

「涼音ちゃんから？　そういえば、最近お見舞いに来てないんだっけ」

　その通りだ。入院したばかりの頃は「これも後輩の責務ですから！」と毎日のように顔を出してくれてたが、ここ数日は忙しいのか会っていない。ちょっと寂しい。

「ああ。電話も久々だったんだけど、その内容も不思議だったんだよな」

　ドーナツの箱に手を入れる水守に言葉を続ける。

「俺と水守が付き合ってるのか、ってさ。俺の反応が見たかったんだと」

　ポンデを取り出す水守の手が、ぴたりと止まった。

「……付き合ってるのかって、涼音ちゃんが聞いたの？」

「まあな。俺も初めは驚いたけど、本気で言ってたわけじゃないってさ」

　そこで、ふと気づく。水守は深く思考するように、真面目な顔で宙を見つめていた。

　急にどうしたんだろ？　と、首を傾かしげた直後だ。

「涼音ちゃんの様子が変、って言ってたよね？　どんな風に変だったの？」

「どんな風に……？　そうだな、急に真剣になったかと思ったら、突然明るくなったり。あと急に電話を切ったり、かな」

「ふむふむ、なるほど」

　やけに水守は頷うなずいてるけど、こっちはちっとも分からない。

「ちなみにだけど、私たちが付き合ってること、涼音ちゃんに話してないよね？」

「まあな。それで相談なんだけどさ、涼音には俺たちの関係を話した方が良いかな？　涼音には隠し事したくないし、俺としては打ち明けたいんだけど」

「…………」

　水守からの返答はなし。代わりに、すっと立ち上がると俺の傍に寄る。

　あろうことか、俺の眉間めがけて、ずびしとチョップをした。

「……？　？？」

「ちょっと、里久君が鈍すぎてむっとしちゃったから」

「いや、あんま痛くないからいいけど……。っていうか鈍いってなんだよ」

「教えない。私だって、確信があるわけじゃないもん」

　いまいち納得出来ない俺に構わず、水守は話の続きを口にする。

「それで、涼音ちゃんに私たちの関係を話した方がいいか、だよね？　私は絶対に止やめた方が良いと思う」

「やけに嫌がるな……。やっぱり、恋人同士ってことバレると目立つからか？」

「そうじゃなくて、涼音ちゃんが傷つく可能性があるからだよ」

　涼音が傷つく可能性？

　首を傾げる俺を、水守がポンデの穴で覗のぞく。まるで標的をスコープで狙い定める狙撃手みたいだ。ドーナツの穴から見えるのは、硝子ガラス細工のような水守の瞳。

「涼音ちゃんって、里久君のことすごく慕ってるでしょ？　もしも、そんな大切な先輩がだよ──学校一のヤリマンと付き合ってます、なんて知ったら、涼音ちゃんどう思うかな」

　その一言は、まるで銃弾のようだった。

　それは、誰でもない水守のことだ。誰とでも寝るというふしだらな評判が流れる水守は、学校での悪い噂にことかかない。他人の彼氏を奪う、パパ活でお小遣いを稼ぐ、成績のために教師も相手にする。そんな悪評ばかりだ。

「待てよ、水守の噂はほとんど間違ってるんだろ。それに、涼音は水守のこと悪い奴やつだなんて思ってない。あいつは水守のことを、お菓子の作り方を丁寧に教えてくれた優しい人だって言ってたんだから」

「私だって涼音ちゃんは良い子だと思うよ？　だけど涼音ちゃんからすれば、まだ不安は残ってるんじゃないかな。だって私は、ビッチっていう学校の噂を否定しないんだから」

「………………」

　そう、まさに水守の言う通りなのだ。

　水守は必ず、噂の核である部分──誰とでも寝る、という部分は否定しない。

「逆に考えてみてよ。里久君だって、もし涼音ちゃんに恋人が出来たとして。その人がヤリチンで有名な学校一のチャラ男だったら絶望するでしょ？」

「なにその最悪な例え話!?」

　確かに、涼音が知らない男に弄ばれるなんて絶対に耐えられないけどさ……。

　水守が手にしたポンデを、はむ、と一口食べる。

「里久君の言う通りいつかは話すべきだよ。けどそれは、もう少し涼音ちゃんが私のことを信用してくれてからの方が良いと思うんだ。どうかな？」

「……真っ先に言いたいのは、やっぱり涼音は水守の噂なんて信じてないと思う。もしそうじゃなくても、水守がそんな奴じゃないってことは話せば分かってくれると思うんだ」

「……うん」

「けど、俺はそれでも良いよ。水守が秘密にした方が良いっていうなら、俺も黙っとく」

　反対されると思ってたんだろう。水守、きょとんってしてる。

「俺だけの問題じゃないし、水守が嫌なら無理は言わないよ。それに、俺なんかより水守の方が女子の気持ちを分かってるに決まってるしな」

「……ほんとにいいの？」

「少しの間だけなら。水守は、涼音が心配するのが嫌だから黙っておくんだろ？　それは俺も同じだし。ただ、さ。ちょっと話を戻すんだけど……さっき水守が言った、ビッチっていう学校の噂を否定しない、ってやつ」

「────。うん」

　一瞬だけ空気が緊張し、けれどすぐ水守はいつもの表情を浮かべる。

「ダメ元で聞くけど、噂を否定しない理由ってやっぱり俺や涼音に喋しゃべれないのか？　話してくれれば、涼音も水守の悪い噂が誤解だって分かってくれると思うんだけど」

　ずっと疑問だった。

　どうして、水守は噂を否定もしなければ肯定もしないんだ？

　噂が荒唐無稽であるなら、そんなの噓だと言えばいい。けれど、水守は頑かたくなに『誰とでも寝る女子生徒』というイメージを崩そうとしない。

　本心を言うなら水守が噂を否定しない理由は、噂は真実だが公に認めたくない、というずるい理由しか思いつかない。

　けど、俺を真摯に好きでいてくれる水守がそんなことをするとは思えなくて。

　だから、水守からははっきり答えを聞きたい……しかし。

「……ごめんね。それは無理かな」

「そっか……いや、いいよ。話せる日が来るまで待つ、って言ったの俺だし」

　誰だって、他人に話したくない過去はある。それは俺だって同じだ。俺は水守といると決めた以上、無理強いはしたくない。

　そう、分かってはいるのだけど。

「ほんとにごめんね、里久君。……もしも、だけどね」

　どこか寂しそうに、水守が口にする。

「他に好きな女の子が出来たら、私なんて捨ててその娘こに乗り換えてもいいよ？」

「ぶっ……！　んなわけあるかっ！　何だよ、捨てるとか乗り換えるとか」

「だって、彼氏に大切なことも話せない彼女なんて、サイテーだから。里久君が愛想を尽かして別れたいって言っても、不思議じゃないなって」

　いつもの水守からは考えられない弱気な言葉に、思わず言葉を失う。

　もしかして、不安になってる？　──そう思った瞬間、俺は口を開いていた。

「それこそ絶対にないって。水守への想おもいが冷めない限り、別れたいなんて微み塵じんも思わないよ。……つまり、その」

　恥ずかしさで上う手まく言葉に出来ない。

　ああ、もう！　きっと俺の顔、真っ赤だろうな。

「可か愛わいくて優しくて、何より一いち途ずな水守の彼氏でいたいから。水守より他の女の子を好きになることなんて、想像も出来ないよ」

　駄目だ、水守の顔なんて見れねえ……何なら枕に顔埋めてえ……！

　俯うつむいていると、ぽつりと水守の声。

「そんなに、私のこと好きなの？」

「……まあ、うん。好きです、はい」

「良かった。里久君って、滅多にそういう言葉言ってくれないから。たまには、里久君のこと心配させるのも悪くないね」

　……心配させるのも悪くない？

　がばっ！　と顔を上げると、そこにはニコニコとご満悦な顔をした水守。

　これって、もしかしてだけど。

　俺に恥ずかしい言葉を言わせるために、わざと不安なフリを……？

「……あのさ、水守。俺、今の台詞せりふは結構頑張って言ったんだけどなあ！」

「うんうん、分かってる。ありがと、里久君」

　そう言って、水守は柔らかく微ほほ笑えんだ。

「私も、里久君のこと好きだよ？」

「…………おう」

　ぷしゅ～、と怒気が身体からだから抜けてくのが分かる。

　ほんと、水守ってズルい。

　俺が真っ赤になって口にした「好き」を、こんな自然に言えちゃうんだから。




　そして、それから十日が過ぎて。

　病院を退院した俺は、こうして水守と登校しているのだった。

「いい？　涼音ちゃんの前では、私たちの関係がバレないよう気をつけること。恋人らしいことなんて絶対しちゃダメだからね？」

「心配しなくても俺からはしないって。そんなの恥ずかしくて出来ないし……」

「ん、よろしい。……あと、これ」

　他人から見られないように、水守が鞄かばんから小さな包みを取り出した。

「里久君が入院する前は、いつもちょっとしたお弁当作ってたでしょ？　一応、持ってきた方が良いかなって」

「……ああ、ありがと。助かる」

　学校に到着して、俺と水守はそれぞれ自分のクラスへと向かう。

　席に座ると、周りがにわかにざわめき始めた。その誰もが視線を俺へと向けている。

　これ、どう考えても俺だよな……。

　居心地の悪さを感じながらも、高たか橋はし君の席へと近寄った。

　高橋君とは、クラスで唯一俺が気兼ねなく声をかけれる生徒だ。かといって友達かというと、未いまだに君呼びしてるとこから察して欲しい。

「おはよう。ちょっといいか？」

「おっ、久しぶりだな有名人。怪け我がはもういいのかよ」

「まあ、一応は。それより、やけに注目されてる気がするんだけど……」

「そりゃそうだろ。お前が中庭で水守に喋りかけたの、全校生徒が知ってるぞ？　あの水守と仲良い男子生徒なんて、お前くらいなもんだ」

　呆あきれたような高橋君の顔。

「だって、あのヤリマンの水守だぞ。男子が近づこうもんなら下心あるって女子から軽蔑されるし、それで学園生活潰した先輩もいるしなあ。誰だって関わりたくないだろ」

　一瞬だけ、心臓が摑つかまれたように胸が苦しくなった。

　もちろん、俺は噂なんてちっとも信じていない。けど、噂を否定出来るかと問われたら、残念ながら出来ない。

　俺は、水守のことを何も知らないから。

「高橋君、一つだけいいか」

　ただ、それでも。水守と付き合ってから決めたことがある。

　絶対に、水守の味方をするということ。

「あんまり、水守のこと悪く言わないでくれ。中古とかビッチとかヤリマンとか、そういう風に言われるの嫌なんだ。水守は良い奴だからさ、頼むよ」

「……そんな風に水守のこと言えるの、お前くらいなもんだよなあ」

　どこか愉快そうに高橋君が笑う。

「十神がゲスい理由で水守に近づいてるなんて、誰も考えてないと思うぜ？　何しろ水守に一回フラれてるしな。なあ、やっぱ水守が好きなんだろ？　じゃないとあんな付つき纏まとわないもんな」

「…………さあ、どうだろうな。じゃあ」

　にやにやする高橋君を余よ所そに、俺は逃げるように席に戻るのだった。

　世間話するような生徒もいないし、ゲームのスタミナ消費でもしようかとスマホを取り出す。と、メッセージアプリに通知があることに気づく。

　俺にメッセージを送る相手は少ない。まず真っ先に思いつくのは水守。その次は……。

「涼音から、か。なんだろ」

　届いたメッセージを読み、あぁなるほど涼音らしいな、とつい笑ってしまった。

　今日の放課後、水守さんと来栖さんを誘って先輩の退院祝いをしませんか──可愛らしいマスコットのスタンプと共に、そんな一文が画面に映っていた。




　夏季限定のかき氷、始めました。

　何でも、涼音がお気に入りのカフェでそんなポスターを見つけたのが、俺たちを誘ったきっかけだとか。

　学校が終わり校門へと向かう。と、水守ともう一人見知った女子生徒の姿。

　夕焼けのような、優しい橙だいだい色の髪。ぱっちりした目は可愛らしく、その表情はつい心を許したくなるくらい愛あい嬌きょうに満ちていた。

　双ふた葉ば涼音。高校一年生の、俺のたった一人の後輩だ。

「あっ、先輩！　お疲れサマーですっ！　こっちですよ～！」

　まるで尻尾を振る子犬みたいに、ぶんぶんと手を振る涼音。

　良かった。電話をくれた時はやけに慌ててたけど、いつもの涼音だ。

　あれ以後お見舞いに来るようにもなったし、思えば様子が変なのはあの日だけだった。

「よっ、お疲れ様。ってことは、あとは来栖さんだけか」
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「それが、ちょっと事情が変わったみたい。はい、これ」

　言いながら、水守が俺にスマホの画面を見せる。

　──ごめんなさい、風紀委員の仕事が入って行けなくなったわ。

「えっ。これ、来栖さんから？」

「うん。流る花か、今日は来れないみたいだね。どうしよっか？」

　ちらり、と水守が俺を見た。

　俺たちが付き合ってることは秘密にしよう、と今朝も話したばかりだ。来栖さんがいるならまだしも、この三人だとバレる可能性がある。

「あぅ……じゃあ、今日はやっぱり止めた方がいいでしょうか……？」

　どうしたんだろ。涼音、やけに歯切れが悪いような。

「涼音ちゃん、どうしたの？　なんか、迷ってるみたいだけど」

「えっと、その……実は、今日が月に一度の特別な日で。かき氷のメニューが三〇％オフで食べれるんです」

「へー、そうなのか。それはかなりデカいな」

　少ない小遣いをやりくりする俺たちみたいな高校生からすれば、むしろこの日でないと食べられないくらいだ。仮に三〇〇円浮いたら、有償ガチャを一回だけ回せるし。

「で、でも、仕方ないですよね？　じゃあ、退院祝いは別の日に、ということで……」

　涼音、この世の終わりみたいな顔してる……。

　すると水守が、くす、と小さく笑い、

「いいよ。じゃあ、今から行こっか？」

「えっ、でも来栖さんが……」

「だから、退院祝いは別の日にして、今日はただ三人でかき氷を食べに行くだけ。私も涼音ちゃんおすすめのかき氷、食べてみたいしね」

「あっ……そ、そうですねっ！　じゃあご案内します！」

　すごい、あっという間に涼音が元気になった。

　けど、水守が賛成してくれて安心した。俺たちの関係がバレるのはまずいけど、涼音の誘いは断りたくない。

　それに、もっと水守と涼音が仲良くなるかも、って打算もちょっとだけある。

　水守が俺の彼女ってことを隠したいのは、悪い噂のある女子と付き合ってることを涼音に心配させたくないからだ。だったら、涼音が心を許してくれれば打ち明けやすくなる。

　涼音に連れられて来たのは、『ユメダ珈琲コーヒー』。見覚えがある店だなと思ったら、涼音と勉強する時にたまに来るチェーン系カフェだ。

　月一の特別な日だからか人は多かったが、何とか席に座れた。

「お、おぉ～……！　見てください、こんなに綺き麗れいですよ！」

　注文後、店員さんが運んだかき氷に、俺の隣に座る涼音が声を弾ませた。

　確かに、つい感嘆してしまうくらいのクオリティだ。

　新雪のような柔らかそうな氷に、鮮やかな白桃のシロップ。トッピングに真っ白なソフトクリームが添えられており、しかも器から今にもこぼれそうなほどの大ボリューム。

　かき氷をスマホで撮る涼音を、対面に座る水守が微笑ましそうに、

「涼音ちゃんって、デザートだけでそこまで喜べるんだ。なんか可愛いね」

　いや、ポンデを食べてる時の水守も似たようなものだけど。

「え、えへへ。そうですか……？」

「うん。学校でもそうだけど、涼音ちゃんといると楽しいよ」

「そういえば、涼音って最近は水守と学校で会ったりしてるんだっけ？」

「世間話をするくらい、ですけどね。水守さんと喋ると、こう、周りが静かになるっていうか。他の人から注目されちゃいますけど。友達にも心配をかけちゃって」

「心配って、なんの？」

「水守さんに気に入られると食べられちゃうかもよ、って。なんか、噂だと女子でも襲っちゃうらしいよ、なんて言うんです。そんな暴力的な人じゃないのになぁ」

　うん、食べられちゃうってそういう意味じゃないね？

　水守って、噂が捻ねじ曲がって男も女もイケるみたいなことになってんの……？　気になって水守を見てみれば、何ど処こ吹く風と言わんばかりの顔をしてる。強い。

「嫌だったら学校では他人のフリした方がいいよ、って涼音ちゃんに言ってるんだけどね」

「そ、そんなことないですっ。えと、確かに水守さんと話すときはちょっとどきどきしちゃいますけど」

　そわそわと辺りを気にした後、頰を朱に染めながら声を落とす。

「み、水守さんがえっちだっていうあの噂、わたし信じてませんからっ。そんな、ハレンチな人じゃないですよね……？」

　なるほど、話題が話題だから恥ずかしいのか。

　でもストレートで良い質問だ。俺はいつもはぐらかされてるけど、涼音ならあるいは答えが変わるかも……。

「それは、秘密、かな。噂自体は否定しないよ」

　と思ったけど相変わらず、か。一瞬だけ期待したけどな。

　涼音はさっきより顔を赤くしながら、

「ふぇっ!?　そ、それって、じゃあ誰とでもっていうのは……!?」

「ご想像にお任せするよ。……幻滅した？」

「っ、そ、そんなことないですっ！　水守さんにも事情があるはずですし！」

　勢いよく、涼音が身を乗り出す。

「そういうのって良くないんじゃないかな～、とか！　もっと自分を大切にした方が良いとか思いますけど、水守さんのことは尊敬してますから！　だから、これからも仲良くしていきたいなって思うんです！」

　ぽかん、と呆あっ気けに取られる水守。

　それも一瞬、どこか嬉うれしそうに、水守が口元を緩めた。

「そっか。涼音ちゃんがそう言うなら、いつでも声かけて」

「はいっ！　……ご、ごめんなさい。ちょっと衝撃的過ぎて、つい大声に……」

　我に返ったのか、照れながら涼音が席に座る。

　しばらくして、俺たちのかき氷もテーブルに並べられる。水守は苺いちご、俺は宇治抹茶。

　水守は一口食べるなり、目を輝かせた。

「うん、美お味いしいね。口の中でふわっと溶けるかき氷なんて初めて」

「ほんとだな。個人的に、量が多いのが良い。ずっと食ってられる」

「ですよねですよねっ。ふふーん」

「自分で作ったわけでもないのに凄すごい自慢げだ……。まあ、誘ってくれた涼音には感謝してるけどな。美味しいかき氷と出会えたし」

　ふと、涼音は水守のかき氷を見つめると、

「あっ、水守さんはトッピングを練乳にしたんですね」

「うん、苺の赤と練乳の白が綺麗だなって思って。涼音ちゃんはソフトクリームにしたんだね。良かったら、一口だけ交換する？」

「いいんですか？　ありがとうございますっ」

　まるであーんでもするように、水守がかき氷を掬すくったスプーンを差し出し、ぱくっ、と涼音が食べる。

「ん～……！　甘くて最高です。じゃあお返しに、はいどうぞ」

　涼音も同じように、ソフトクリームと氷を乗せたスプーンを差し出す。と、これまた無抵抗に水守もそのまま口に入れるのだった。

「へえ、ソフトクリームもなめらかだね。こっちも美味しいよ」

「そうですよね～。……？　先輩、どうしたんですか？　ぼーっとしてますけど」

「えっ!?　いや、別に？」

　ほんとに大したことじゃない。ただ、涼音って凄いなって思っただけだ。

　だって、あーんをしあうなんて、水守の彼氏である俺だって赤面ものだ。

　なのにあんな平然としてるなんて。やっぱり女の子同士だからだろうか。俺も男友達と同じことが出来るか想像しようとしたが、そもそも一緒にカフェに行ってくれる友達が思いつかなかった。なにこれ悲しすぎる。

「……？　先輩、ヘンなの」

　不思議そうな顔で涼音がかき氷を食べているのを見て、ふと気づく。

「涼音、頰にソフトクリーム付いてる。ほら、そこ」

「えっ!?　ほ、ほんとですか？　やだなぁ、水守さんもいるのに」

　涼音は慌てて拭うものの、焦っているのかなかなか落ちない。

　涼音、困ってるみたいだな。

　おもむろに紙ナプキンを取る。と、水守が笑いながら、

「私は別に構わないよ？　そういうとこも可愛い──……えっ？」

　俺が紙ナプキンで涼音の口元を拭うのと、水守が言葉を途中で吞のんだのは、同時だった。

「あっ……も、もうっ。先輩まで子ども扱いするんですから」

「いや、なんか恥ずかしそうだったから。迷惑だったか？」

「まあ、クリーム付けっぱなしより良いですけど。ありがとうございます」

　一件落着。再びかき氷を食べようとし、思わずぎょっとする。

　水守が、完全にフリーズしたように固まってるからだ。それも、頭上に「!?」って記号が浮かびそうなくらい、愕がく然ぜんとした顔で。

　ど、どうしたんだ水守……そこまで思考して、やっと自分の馬鹿さ加減に気づく。

　相手が涼音だから全く意識してなかったけど、他の女の子に気軽に触れてしまった。それも、恋人である水守の目の前で。

　けど、涼音の前で謝れば俺たちの関係が怪しまれてしまう。謝罪も出来ず慌てる俺の隣で、涼音はきょとんとしながら、

「み、水守さん？　どうしたんですか、何か様子が変ですけど」

「───。ううん、別に？　ナンデモナイヨ？」

　駄目だ、明らかに何でもあるような言い方だこれ。

「ただ、驚いたっていうか。里久君と涼音ちゃん、仲良いなって」

「あ、あー。そうかもですね。わたしの口元拭う男の人なんて、パパか先輩くらいですから。付き合いが長いので、これくらいは気にならないですけど」

「ふーん。……そうなんだ。じゃあ、ちょっといいかな」

　水守がスプーンでかき氷を掬いながら、言葉を継ぐ。

「里久君と涼音ちゃんの親密度を試してみたいんだけど、にらめっこ、してみない？」

「えっ、にらめっこって、あの笑ったら負けのやつだよな。突然どうして……？」

「にらめっこって、信頼し合ってる二人じゃないと成立しないって科学的に証明されてるの。関係が浅い人同士だと表情筋が緊張して、本能的に笑顔にならないんだって。心理学で専門用語があったはずだけど、何だったかな」

「そ、そうなんですか？　水守さんって物知りなんですね」

　ぐっと、涼音が胸の前でグーを作る。

「でもそれ興味あります。先輩、にらめっこしてみましょー！」

　なんか引っかかるんだよな……。突然にらめっこだなんて、特にあの水守が提案するのが怪しい。裏があるように思えて仕方ない。

　まあ、気は進まないけどやってみるか。涼音、やる気まんまんだし。

「ルールは変顔無しにしよっか。里久君も涼音ちゃんもやるの恥ずかしいだろうし」

「待ってたその言葉。正直そういうノリは苦手だからな。じゃあいくぞ、涼音」

「はいっ。せーの、あっぷっぷ！」

　かくして、戦いの火蓋は切って落とされた。

　慣れないながらも表情を変えてみる俺に対して、涼音は怒ってみたり、カッコつけてみたり、ころころと表情が変わる。

　けどお互い笑わないまま、三〇秒、四〇秒と時間が過ぎていく。俺と涼音は表情を変えながらじ～っと見つめ合い、そんな俺たちを真顔で見守るジャッジ水守。

　なに、このシュールな空間。

「……ぷっ、あはははっ！」

　直後、涼音が突然吹き出した。

「えっ、俺の勝ち？　びっくりするくらい手応えないんだけど……」

「い、いえ、表情は普通でしたよ？」

　まだ余韻が残ってるのか、涼音はくすくすと笑ったまま、

「でも、こんなに先輩の顔を見つめたことなかったですから。わたしたち何やってんだろ、って考えたらつい面白くなっちゃって。でも、これで仲が良いって証明出来ましたよね？」

　確かに、それについてはちょっとほっとしてる。

　俺にとって、仲の良い高校生なんて涼音くらいだ。そんな涼音が笑ってくれたのは、今でも昔からの先輩後輩の関係が続いてるみたいで、やっぱり嬉しい。

　それは良かったんだけど、一つだけ気がかりがある。

　さっきから、水守がじ～っと俺のこと見つめてるんだよな……。

「あ、あの、すまん。やっぱり俺に何か思うところが……？」

「……ううん、そんなことないよ」

　言いながら、水守はかき氷を口にしてそっぽを向くのだった。

　やっぱり、さっきのクリーム事件が原因だよな……後で謝罪のメッセージ送らないと。




「今日は誘ってくれてありがと。かき氷、美味しかったよ。流花にも教えてあげなきゃね？」

「はいっ！　今度は、是非来栖さんと一緒に行きましょうね」

　駅の改札を抜けた先にて、俺たちは水守を見送った。水守とは電車の行き先が反対のため、ここでお別れだ。

　俺と涼音は電車に乗ると、

「勇気を出して水守さんに声をかけて良かったです。初めて水守さんとお食事しましたけど、楽しかったですから」

「なんだ、水守を誘うのそんなに気合入れてたのか」

「もちろんですよ。だって、あの水守さんですもん。水守さんと緊張しないで喋れるの、学校でもほんのわずかですよ？　男子なら先輩だけかも」

　まあ、一応彼氏だからな……なんて、言えるわけないんだけど。

「ほんとに、先輩と水守さんって仲が良いですよね」

　車窓から流れる景色を眺めながら、涼音がぽつりと言った。

「先輩があんなに仲良く話せる女子生徒なんて、初めてじゃないですか？」

「……そうかもな。中学の時のあれはノーカウントだろうし」

「やっぱり先輩変わりましたね。昔は、そんな風に茶化すことだって出来なかったのに」

　だろうな。あの頃の俺は、今よりもっと酷かった。

　女子が苦手、なんかじゃない。怖くて仕方なかった。会話をすることも、視線を合わせることも、俺が存在することさえ許されないと思いこんでいた。

　こんなこと、涼音だって知ってるから改めて話すようなことでもないけど。

「でも、良かったです。水守さんのおかげで、先輩の女の子嫌いがちょっとは克服出来たみたいで。それくらい、水守さんが親しみやすい人だってことですもんね」

「水守のおかげ……？　それは、違うんじゃないか」

　小首を傾げながら口にする。

「俺は、涼音のおかげだと思うけどな。中学の頃から、俺に付き合ってくれる女子なんて涼音だけだったし」

　涼音が、流れる景色から俺に目を移す。

　いや、今だって女子は苦手だけど。それでも、涼音がいなかったら今よりもっと拗こじらせていた自信がある。

　涼音がいなかったら、水守と出会うことはなかった気がする。あの頃の俺なら、相手が困っていたとしても探し物をしている女子に声をかけるなんて無理だっただろうし。

「そっか。……えへへ、そうかもですね」

　涼音が、はにかむように笑った。

「じゃあ、仕方ないからこれからも可愛い後輩が一緒にいてあげましょうか」

「ああ、そうだな。こちらこそよろしく」

「そ、そうじゃなくてツッコんでくださいよう！　自分で可愛いって言うなー、とか！」

　やがて、俺と涼音は目的の駅にて降車する。

「じゃ、ばいばいです。改めて、退院おめでとうございました。久々に先輩と帰れて楽しかったです」

「ああ、俺もゆっくり話せて良かったよ。じゃあな」

　駅前で涼音と別れると、俺はすぐにスマホを取り出して水守にメッセージを送った。

『カフェで涼音の口元を拭っちゃったの、ごめん。水守からすれば気分の良いものじゃなかったよな』

　逆に考えて、もし水守に同年代の男の後輩がいたとして。水守が同じことをしたら俺だってむっとすると思う。あの行動は流石に軽率だった。

　水守、許してくれるかな。そう考えていると、返信はすぐに来た。

　慌ててメッセージを確認して……その内容に、思わず固まった。

　いつもならスタンプくらいあるのに、今回送られてきたのは短い文章だけ。

　──二人っきりで話したいの。明日、朝礼前に部室棟に来てくれないかな？




　何か良くないことが起こる何か良くないことが起こる何か良くないことが起こる何か良くないことが何か良くないことが──翌朝、俺は悶もん々もんとしたまま、今は使われていない部室棟の一室へと到着した。

　朝礼が始まる数十分前。戦々恐々としながら扉をノックすると、扉の奥から「里久君？」という声。もう水守は来ているようだ。

「し、失礼しまーす……」

　部室に入ると、木製のベンチに座っている水守が小さく手を振った。

「おはよ。ごめんね？　朝早くから呼び出しちゃって」

　……あれ、意外といつも通りだ。

　直接話したい、なんて言うから相当怒ってるって思ってたのに。

「別に良いよ。それより俺を呼びだしたのって、やっぱり昨日のことだよな？」

「……うん。まあ、そうかな」

「改めてごめん、俺が軽率だった。相手が後輩とはいえ、他の女の子の口元を拭うなんて水守が機嫌悪くなるのも無理ないと思う」

　深々と頭を下げると水守が、

「謝らなくてもいいよ。昨日のはびっくりしたけど、怒ってるわけじゃないから。里久君と話したかったのは、別のこと」

「……別のこと？」

　どこか寂しそうな水守の表情。

「里久君って涼音ちゃんとはあんなに仲が良いのに、私にはまだ苦手意識が残ってるみたいだから。それが、ずっと心に引っかかってて」

「に、苦手意識？　それってどういう……？」

「例えば、もし私の口元にソフトクリームが付いてたとしたら、里久君は取ってくれる？」

　……それは、無理だと思う。頼まれたら照れながらもするかもしれないが、自分からはしないだろう。

　理由は単純で、気持ち悪いと思われかねないから。えっなにこの人急に触ってきたんだけどきっつ、みたいな。いや水守がそんなこと思うわけないけどさ、俺みたいな恋愛とか縁の無かった男はどうしても考えてしまう。

「いやでも、流石に水守の口元を拭うのは結構ハードル高くないか？　俺たちってまだ付き合いたてだし、涼音には出来たけどそれは昔からの付き合いだからだし」

「他にも里久君が私を苦手って根拠はあるよ。昨日のにらめっことか」

「あの親密度を試したい、って言ってたやつか。科学的に証明されてる、とか」

「あっ、ごめん。それ噓なんだ」

「はい？」

「あることを確かめたかったから、二人にはにらめっこをしてもらっただけ」

「じゃあ、あの表情筋が緊張とか、心理学で専門用語があるっていうのも……？」

「……そんなこと言ったっけ？」

　覚えてないんかい。

　じゃあ、あの数秒の間にそれっぽい噓を思いついたのか……。水守が善人で良かった、詐欺師とかになっちゃいけないタイプだ。

「ちょい待った。じゃあ、あのにらめっこって何のためにしたんだよ」

「私が知りたかったのは一つだけ。里久君が涼音ちゃんを見つめていられるか、なんだ」

　……えっ、たったそれだけ？

「もし話したら、里久君意識しちゃうから。だから代わりににらめっこしてもらったの」

「してもらったって、別にそんなことする必要なくないか？　目を見るなんて誰だって出来るし」

「そんなことないよ。気づいてないかもしれないけど、里久君は女の子から目を逸そらしちゃうの。たとえ相手が私でもね」

「そんなことないと思うけどな」

「じゃあ、試してみる？　私とゲームをするの」

　まるで、挑発するような水守の眼まな差ざし。

「ルールはにらめっこより単純。ただ、お互いが見つめ合うだけ。私がいいよって言うまで目を逸らさなかったら、里久君の勝ち。どうかな？」

「水守、俺のこと馬鹿にしてないか。それ、何もしなくても俺が勝てるってことだろ」

「どうかな。私は、里久君が負けると思うけど」

　少しだけ、むっとしてしまう。いつもみたいにからかってるだけだろうけど、流石にそれは舐なめすぎだ。

「いいよ、じゃあやろう。けど、朝礼まで時間もないし早めに切り上げてくれよ」

「そうだね。多分、すぐ終わると思うよ」

　水守の隣に座り、向き合う。

「いくよ？　せーの、よーい始め」

　かくして、戦いの火蓋は切って落とされた。

　こんなの昨日のにらめっこより遥はるかに楽だ。だって見てるだけでいいんだから。

　けど、こんな至近距離で水守と見つめ合うなんて久々かもしれない。

　見み惚とれるくらい澄んだ瞳に、桜色のくちびる。女子高生らしいナチュラルメイクはまるでモデルのようで、こうして見つめ合ってること自体が噓みたいに思えるような──。

「…………」

「…………」

「…………（すっ）」

「はい、里久君の負け。今、目を逸らしたでしょ？」

「っ!!　なっ……！」

　自分でも驚いた。水守に見つめられると、落ち着かなくなって。気が付いたら逃げるように水守から視線を外していた。

　まるで、女子が苦手だからこそ極力避けようとしている、普段の俺みたいに。

「い、今のは気を抜いてただけ！　頼む、もう一回だけチャンスくれ！」

「別にいいけど」

「……………………」

「頑張ってるのは認めるけど、我慢し過ぎて瞼まぶたがぷるぷる震えてるよ？」

　うぐっ……やっぱり駄目だ。どうしても恥ずかしくなって目を逸らしてしまう。

「少し前から、あんまり目が合わないなって何となく気づいてたんだ。里久君って女の子慣れしてないから、そのせいだろうなって思ってはいたんだけど」

　動揺のあまり、水守に相あい槌づちすら打てない。

　クラスの同級生なら目を逸らすのも分かる。けど、水守は俺の彼女だ。一緒に食事もしたし、街に出て遊んだこともある。告白だってした。

　なのに、見つめ合うことさえ出来ないくらい、水守に抵抗があるなんて。

「里久君って私だけじゃなくて流花とか他の女の子にも同じ反応するから、今まではそれでもいっかって思ってた。でも、涼音ちゃんとだけは目を合わせてたから」

　後ろめたそうに水守が口にする。

「恋人の私にもまだ距離があるのに、涼音ちゃんばっかりずるいなぁ、なんて。……里久君が女の子を苦手なんて、知ってたはずなのにね」

　やっと、水守の気持ちが分かった気がした。

　俺が涼音の口元を拭ったこと自体を気にしてるわけじゃない。口元を拭うという俺が水守に絶対出来ないことを、涼音にしたから引っかかってるんだ。

「じゃあつまり水守は俺に、涼音みたいに接して欲しいってこと……？」

「そこまで求めてないけど、もっと女の子にフランクになってくれたらなって。涼音ちゃんとあんなに仲が良いんだから、私にも自然に手を繫つないだり、抱きしめたりしてくれればいいのにって思っちゃうの。私たち、付き合ってるんだから」

「うっ……それは、ごめん。俺も悪いと思ってる。けど、言い訳に聞こえるかもしれないけど、涼音は特別なんだよ」

　これだけは言える。中学時代、涼音がいなかったら俺はもっと駄目になっていた。

　女の子とろくに目も合わせられない俺に、涼音という女子の後輩がいるのはあいつだけが傍にいてくれたからだ。もし涼音を異性として意識してしまったら、今みたいな関係じゃいられなかっただろう。

「だ、だから、涼音との関係は気にしないで欲しいっていうか。俺も努力はするけど、水守にぐいぐい行くのはハードル高すぎるなーなんて思ったり……！」

「涼音ちゃんも、私と同じ女子高生なのに？」

「それはほら、涼音って俺からすれば妹みたいなものだから！」

　水守がじと～っと半目で俺のことを見ると、

「ふ～ん、そんなに涼音ちゃんと仲が良いんだ。でもね、妹みたいなものって言葉、彼女からすると不安にしかならないんだけど」

　うわあ、水守さんの顔とっても怖い！　いや地雷ワード言った俺が悪いんだけどね！

「ご、ごめん！　ただ、涼音だけは例外ってことを知って欲しくて……！」

　その時、遠くから微かすかに学校のチャイムが聴こえた。もう朝礼だ。

「悪い、そろそろ行くよ。また午後にでも話の続きをしよう。ほんとにごめんな」

　自分で嫌になる。水守は不安なままなのに、謝ることしか出来ないなんて。

　ベンチから立ち上がる、その瞬間だ。ぎゅっと、手に感じるぬくもり。

　水守が、俺の手を握っていた。それも、指を絡めるような恋人繫ぎで。

「み、水守……!?」

　水が一瞬で沸騰するように、俺の顔は急激に真っ赤になってたと思う。

　こんなの不意打ちだ。まともに女の子と目も合わせられないのに、手を繫がれて動揺しないはずがない。そのすべすべとした柔らかさに、頭の中のアレが、まるでアレみたいにアレして……駄目だ、語彙力が追い付かない。

「ど、どうしたんだ、急に……？」

「……自分でも分かんない。ただ、無性に里久君に甘えたくなったから」

「い、いや、でもさ、早く行かないと一限目に遅刻しちゃうんだけど……」

「いいの。今は、里久君を困らせたい気分だから」

　そっと、水守が寄り添う。仄ほのかな甘い香りに、頭がくらくらする。

「見つめて欲しいとか、抱きしめて欲しいなんて言わない。ただ、そこにいてくれるだけでいいから。それも、ダメ？」

「……………」

　恥ずかしさだとか、嫌われる恐怖だとか。そんなもんばっかりに縛られてる恋愛初心者な俺でも、水守のために出来ること。

　怖がるように、ゆっくりと水守の手を握り返す。

　心臓は今にも破裂しそうで、まともに水守の顔なんて見れやしない。全身を駆ける体熱でどうにかなりそうなのに、水守の手のひらは汗一つかいていない。

「……ごめんね、わがまま言って。里久君が女の子に嫌な思い出があるの、知ってるのに」

　二人きりの部室で、水守がぽつりと口にする。

「大切にしてくれてる、ってことはすごく伝わるの。でもね、里久君は本当に私のことが好きなのかな、なんて時々心配になっちゃうことがあるから」

　ごめん、と言いかけた言葉を吞み込む。

　謝るだけじゃ、きっと水守の不安を消すことは出来ないと思うから。
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「俺は、絶対に水守を拒まないから」

　絞り出すように口にして、ぎぎぎ、とぎこちなく水守に視線を移す。

　こうして見つめていたって、どうせまた俺は羞恥を覚えて目を逸らしてしまうのだろう。

　それでも、約束出来ることがある。

「俺からはまだ水守に恋人っぽいことは出来ないかもしれないけど、水守が求めてきたら精一杯叶かなえるよう頑張る。もし俺が水守を好きか不安になったら、いつでも確かめてくれていいから。……これで、どうかな」

「じゃあ、今すぐ里久君とキスしたい、って言ったら？」

「………………」

「あはは、いいよ無理しなくて。心の準備出来てないだろうし、二度目のキスは里久君から、って決めてるから」

「な、なんだよそれ。真剣に考えてたのに。……まあ、遠慮してくれると助かるけど」

　そういえば、初めてのキスはこの寂れた部室だった。

　あの日、水守にファーストキスを奪われてから、俺たちの交際は始まったんだっけ。

「うん、いいよ。今はまだそれで許してあげる。私が一番里久君にしたいことって、里久君をからかうことだから。これでいつでも里久君で遊んでいいんだよね？」

「そうなるのか!?　いや、確かに拒まないって言っちゃったしな……やっぱ前言撤回しとこうかな……」

「無かったことにしちゃうんだ？　今の里久君、ちょっとカッコ良かったのに」

「……いや、もう好きにしてくれ。ただし、俺だってずっと照れっぱなしじゃないからな。水守が期待してるような反応しなくても文句言うなよ」

「それでもいいよ。そっか、里久君は私のしたいこと何でも付き合ってくれるのか。じゃあこれから里久君のことはいちゃいちゃサンドバッグって呼ぼう」

　くすくすと笑みを零こぼす水守。良かった、やっと笑ってくれた。

　……でも、根本的な問題の解決にはなってないんだろうな。

　昨日涼音は俺に、女の子嫌いを克服出来たって言ったけど違ったようだ。俺は依然異性に対して恐れを抱いていて、それが原因で水守に寂しい思いをさせている。

　だけど、俺はもう水守の彼氏だから。

　水守のために変わりたい。そう、心の底から思った。




　その後、もちろん俺も水守も授業には遅刻した。





二章　十と神かみ里り久くは照れさせたい







　水み守もりに部室棟に呼び出されてから、数日後。夏休みが目前に迫り、学校全体が浮かれているような七月半ばの真夏日のことだった。

　放課後、来くる栖すさんと待ち合わせをしていた俺は、生徒指導室の扉をノックした。

「どうぞ。開いてるわよ」

　鈴の音が転がるような澄んだ声。入室すると、机に座っているのは一人の少女。

　夜空を映したような綺き麗れいな黒髪に、容姿端麗という言葉に相応ふさわしい怜れい悧りな顔立ち。

　この高校の風紀委員長──来栖流る花かさんだ。

「すみません、来栖さん。風紀委員の仕事で忙しいのに時間を割いてもらって」

　曰いわく、来栖さんは二学期になれば風紀委員を辞めるため、その引き継ぎをしているのだとか。涼すず音ねとかき氷を食べるという誘いを断ったのも、それが理由だったらしい。

　そんな来栖さんに相談事をするのも気が引けるのだが、こればっかりは仕方ない。

　何しろ、来栖さんはこの学校で唯一、俺と水守が付き合ってることを知ってる生徒なんだから。水守についての相談は来栖さんにしか出来ない。

「別に構わないわ、他でもない十と神かみ君と結ゆ衣いの問題なんだもの。その相談事、っていうのも興味あるしね」

　楽し気に、来栖さんが笑みを浮かべる。

「水守に照れてしまう自分を何とかしたい、なんて面白そうだもの。あの初う心ぶで純情で奥手で童貞な十神君が、ね」

　最後の別に言う必要なくない？

「付き合いたての頃は、結衣を好きになることはない、とか言ってた十神君が自分を変えたい、なんてね。彼氏としての意識を持ち始めた、ってとこかしら？」

「……付き合いたいって言ったのは、俺も同じですし。そのためには、今のままじゃ駄目なんだろうなって思って」

　正直俺は、異性が苦手、ってことが悪いことだとは思えない。特別女の子と仲良くなりたいわけでもないし、学校生活を過ごせる程度の必要最低限のコミュニケーションが取れるならこのままでも良いいとさえ思ってる。

　たった一つ、水守との距離が埋まらない、という弊害を除けば。

　嫌われるかもしれない、という恐れから水守への苦手意識が生まれているのなら。異性が苦手という欠点を克服するには十分過ぎる理由だ。

「これでも、水守と交際してますから。水守に呆あきれられたくないですし、来栖さんに手伝って欲しいんです」

「なるほどね、もちろん構わないわよ。……やっぱり、結衣と仲良くなりきれないのは、女の子が苦手だから、かしら？」

「来栖さんもそう思いますか？　自分でも分かってるんですけど……」

「十神君って、それが原因で恋愛も奥手になってるみたいだしね。まあ、男の子にはよくあることだけどね。ヤマアラシのジレンマ、って心理学の用語もあるくらいだもの」

「あ、それなら聞いたことあります。他人を傷つけたり傷つけられるのが嫌で距離を取る、っていう心理のことですよね」

「そうね。鋭い針を持つヤマアラシ同士は、仲良くなろうと近寄ればお互いの針で傷つけ合う。だからお互いの距離感が分からない、っていうジレンマのことね」

　ふっ、と来栖さんが笑みを零こぼす。

「もっとも、十神君の場合ヤマアラシは異性だけ、みたいだけど。十神君が一番恐れてるのは、女の子に嫌われることみたいだから」

「……メンタリストですか、あなたは」

　ここまで見透かされると怖くなるんですけど。

「オーケー、なら話は簡単ね。要は十神君が女の子慣れ出来れば良いんだから」

「あっさり言いますね。それが中学の頃から出来なかったからここまで拗こじれたんですけど」

「確かに、十神君は女の子関係だと石橋を叩たたいて渡るどころかバズーカで爆破させてどや顔するような人だけど」

　前も似たようなこと涼音から聞いたけど、その言い回し流は行やってるの？

「ただ、結衣への苦手意識を克服するだけなら、そう難しい話じゃないと思うわ」

「ほんとですか？　それなら有り難いですけど」

「ええ、私がしっかりサポートしてあげる。でも、一つだけ条件をいいかしら？」

　ぴん、と来栖さんが人差し指を立てた。

「私たちが達成するべき目標を設定しておきたいの。ゴールを用意しておけば、どうやってそこまで到達するか道筋を立てやすいでしょう？」

「なるほど。でも、目標って水守への苦手意識を克服することじゃ……？」

「それじゃ曖昧過ぎるわ。目標はもっと具体的にしないと、途中で何をするべきか分からなくなるもの。……だから、私が里り久く君に目標を与えてあげる」

　口の端をあげて、来栖さんが不敵な笑みを浮かべる。




「彼氏として水守結衣を照れさせる──それが、十神君の達成すべき目標よ」




　何を言ってるんだ、来栖さんは。

　それってつまり、水守を恥ずかしさで真っ赤にさせるってこと？　いつも俺が水守にされているように？　今度は俺が水守を照れさせろと？

　はっはっは。あまりに無理ゲー過ぎるでしょ。

「というわけで、まずはプランを練るわけだけど──」

「い、いやいや、冗談ですよねそれ？」

　むしろそうあってくれ、と願うように尋ねるが来栖さんはあっけらかんと、

「まさか。とても合理的じゃない。照れるってことは、結衣が想像している以上の彼氏としての積極性を見せる、ってことだもの。奥手を克服したい十神君からすれば、こんなに分かりやすい目標もないでしょ？」

　さっきから嫌な汗が止まらない。マズい、この人本気だ……！

「そんな不安な顔しないの。十神君は今まで、結衣が照れたとこ全く見たことないの？」

「そりゃそうですよ、俺なんて水守に遊ばれてばっかりですし……いや、でも待てよ」

　そういえば、身に覚えがある。

　初めて水守の家に行った時、事故で胸を触りかけた時とか照れてたっけ。それに、俺が二階から飛び降りて中庭で告白をしたあの日も、水守は確かに頰を朱に染めて慌てていた。

「そういえば、なくはないかも……」

「ほら、無理なんかじゃないでしょ？　結衣って男慣れしてるって勘違いされやすいけど、ちゃんと女の子なんだから。十神君にときめくことだってあるわよ」

「そ、そうなんですか？」

　じゃあ、今まで俺が恋愛面でクソザコ過ぎただけで、少しでもアグレッシブになれば意外とちょろくなる……？

「それに、十神君っていつも結衣にいじられてるんでしょ？　からかわれてばっかりで悔しくないの？　私と一緒に結衣を見返しましょうよ」

「お、おぉう……！」

　水守に彼氏らしいことをしてどきどきさせる──それは、良い。すごく良い。俺だって、照れて顔を赤くする水守を見てみたい。

　水守の不安を解消したい。それが一番の理由だけど、この際来栖さんの言う通り目標は高くするべきだと思う。

「そのためなら、私も助力は惜しまないわ」

「ほ、本当ですか？　ありがとうございます、これは俺と水守の問題なのに……」

「いいのよ、これくらい。だって面白──二人の関係を応援するのは私の使命だもの」

　なんて良い人なんだろう、感激が止まらない。本当に来栖さんに相談して良かった。

「でも、水守を照れさせるってどうすれば？」

「そうね、やっぱり十神君の異性としての魅力を伝えるのが一番だと思うけれど」

「……俺にそんなのあります？」

「誰にだってあるわよ。そうね、まずはファッションは押さえておくべきじゃないかしら。十神君が持ってる衣服から合わせようと思うけど、予算は一万円くらいは用意して欲しいかしら」

「……服、ですか」

　不意に、嫌な思い出が蘇よみがえり来栖さんから目を逸そらす。

　中学の頃、似たような経験をしたことがある。

　異性に好かれたくて、知識もないのに背伸びをしたようなファッションに憧れた。値段が高ければお洒しゃ落れだなんて勘違いをしていて、親に頼んで貯金を下ろして、念願の衣服を身に纏まとって。

　あの時の、女の子たちの俺への嘲笑を浮かべた顔は、今でもはっきり覚えてる。

「深く考えなくてもいいの。ちょっとお洒落をするだけなんだから」

　俺の沈黙に何かを汲くみ取とったのか、力強く来栖さんが口にする。

「結衣だって喜ぶと思うわよ？　それに、十神君って素材は良いから似合うファッションも多そうだし」

「はは……すみません。素材は良い、なんて心にもないフォローまでしてもらって」

「別にお世辞じゃないんだけど……まあいいわ。とりあえず、今夜にでもお気に入りの私服の自撮りを何枚か送ってもらえるかしら？　服装の方向性は、それから決めましょう」

「わ、分かりました。自信はないですけど、頑張ってみます」

「じゃあ、次ね。十神君が結衣を攻略するためのプラン、その二」

　腕組みをしながら、平然と来栖さんは言い放つ。

「明日、同級生の女子生徒と会話をしなさい」

「えっ──」

「時間は、授業の合間の小休憩。相手は問わないわ。話に付き合ってくれそうなクラスの人気者でも、他人の頼みを断れない優しい女子でも、誰でも良い。十神君が一番話しやすいと思う女子に声をかけるの」

　真剣な表情のまま、来栖さんは言葉を続ける。

「異性が苦手という弱点を克服するためには、十神君自身が女の子との成功体験を覚える必要があるの。俺でも出来るんだ、っていう自信が必ず行動に繫つながるもの。そのために、今までなら絶対に出来なかった、ほとんど他人の女子との会話を成功させるの。……出来るかしら？」

「……分かりました。出来る範囲でやってみます」

　俺が答えるなり、来栖さんはきょとんとした。

「随分すんなり聞き入れるのね。もっと嫌がるかと思ってたのに」

「何となくそう言われるような気はしてましたから。多分、女子を避けてばかりだと前に進めないんでしょうし」

「へえ、腹は括くくってるのね。やっぱり結衣のため？」

「……さあ、どうですかね」

　ふふ、と来栖さんは小さく笑う。

「私も、結衣の彼氏は十神君が良いわ。……あの娘こも、あなたと似てるから」

「似てる、ですか？　俺と水守が？」

「ええ。だってあなたと同じで、結衣もヤマアラシのジレンマを抱えてるんだもの」

　まるで意味が分からず、一瞬だけ言葉を失った。

「それ、どういうことですか……？」

　しかし、来栖さんは俺の疑問に答えようとせずいつもの不敵な笑みを浮かべるのみ。

　傷つけられることを恐れて、他人との距離感が分からない俺と同じ？

　水守と俺は、まるで正反対なのに。




　女の子に気軽に話しかけることが出来る奴やつを、俺は密ひそかに尊敬している。

　彼女が出来た今でも、そのスタンスは変わらないわけで。

「それでねそれでね、沖縄に行ったら絶対イリオモテヤマネコ見に行くの。ユミのおみやげも絶対忘れないからね？　あ～早く夏休みにならないかなぁ」

「…………」

　翌日の、朝礼後の教室にて。俺は青ざめながら隣の席の女子たちの会話を耳にしていた。

　もしここで俺が、「へ～そうなんだ。沖縄良いよね、二千円札が流通してるみたいだし」と会話に参加したとしよう。

　うん、白い目で見られること間違いなし。却下だ却下。

　頭を振り、離れた席にいるスマホをイジっている女子生徒に目を向ける。今は友達が席を離れてるのか、先程から彼女が一人なのは確認済みだ。

　やっぱり、あの娘が一番声をかけやすいかもしれない。

　踏ん切りがつかないまま五分ほど経過し、やっと俺は立ち上がり彼女の席へと歩き出す。

　今日の数Ｂの小テストって、範囲どこまでだっけ？　用意していた話題を何度も頭の中で繰り返し、絞り出すように声を出した。

「ね、ねえっ。ちょっといいかな？」

「…………」

「あ、あの～……」

「えっ？　あ、あたし？　うん、どうしたの？」

　大丈夫、まだ挽ばん回かい出来る！

「えっと、今日のしゅ」

「しゅ？」

「いや、何でもない。話しかけてごめん」

　はい、ここでタイマーストップ。記録、五秒。

　今、確実に心が折れる音が聞こえました。

　不思議そうな顔をする女子生徒に踵きびすを返かえし、戦略的撤退を余儀なくされる。

　数学って言葉を嚙かんだだけで諦めるなんて、こんなにコミュ力無かったか……？

　思い返してみると、今まで俺が異性に声をかけた時って全部切羽詰まった状況ばかりだ。こんな風に下手に逃げ道があると、すぐに逃避してしまう。

　……いや、何を弱気になってるんだ俺は。

　それでも挑戦しなければ。水守を照れさせるって、来栖さんと決めたんだから。

　でも、このままでは上う手まく行かないのも事実。何か方法を変えなければ……。

「やっぱり、やるしかないか……」

　あまり実行したくはなかったけど、実は一つだけ案があった。この教室で、俺が最も会話を成立させやすい相手。

　その後授業は進み、目的の四限目を迎える。

　この授業は選択科目であり移動教室。そして、俺が声をかける相手が唯一、一人で行動をするタイミングであった。

　あぁ、おなか痛い。

「あの、真ま中なかさん。ちょっといいかな」

　廊下にて、俺の言葉にギャルっぽい女子生徒が足を止めた。

　ウェーブのかかったお洒落な髪、こだわりを感じるくらい派手なメイク。

　彼女の名前は真中。数週間前、水守を巡って俺が口くち喧げん嘩かをした女子生徒だ。

　真中が振り返る。舌打ちでもしそうな、それはそれは不機嫌な表情。

「は？　ウチに何か用？」

　まあ、こうなるよな。あれだけ真中と口論したんだし、俺の印象は最悪に決まってる。

　だからこそ、俺は真中に声をかけたんだけど。

　どうして俺が女子に緊張するかといえば、嫌われることが怖いからだ。

　その点、真中は俺への好感度が既に最低でこれ以上嫌われることないから、他の女子生徒に比べて少しは気楽になれる。前のめりな後ろ向き思考だ。

「い、いや、ちょっと真中さんに聞きたいことがあるんだけど。今日の数Ｂの小テス──」

「つーか、あんた何ど処こ見てんの？　目を逸らしてないでこっち見たら？」

　流石さすがパリピ、陰キャに容赦がない……。

「ご、ごめん。それで、今日の数Ｂの小テストなんだけどさ、範囲どこまでだっけ？」

「んなもんウチが知るわけないじゃん」

「あ、あはは。そっか」

「………………」

「………………」

　気まずい。

　いや、真中は俺への印象が悪いんだから会話をリードしてくれるって考える方が間違ってる。明らかに拒絶されるまでは俺が喋しゃべらなきゃ。話題なら何個も用意してるし。

「あっ、じゃあさ──」

「あんた、水守とは最近会ってるの？」

　何一つ上手くいかねえ。

　って今、水守のことを話した？　あんなに水守のことを嫌ってたのに？

「まあ、一応……。友達なわけだし」

「良かったね、あんな可か愛わいい女の子とパコれて。童貞卒業おめでと」

「してないからそういうの!!」

　思わず大声を出してしまい、廊下の生徒たちが怪け訝げんそうにこちらを見る。

　体温が上がるのを感じながら、俺は声を落として、

「水守とはそういう関係じゃないって。水守は悪い噂うわさのイメージがあるかもしれないけど、普通の女子なんだから」

「なんだ。友達ってセフレ的な意味じゃないんだ」

　いい加減怒るぞ。

「冗談だっつーの。エロいことしたいだけなら、あんな堂々と水守を庇かばうわけないし。実際どんな関係か知らないけど、下心だけじゃないんじゃない？」

「そう言ってくれると助かるけど。っていうか、水守のこと嫌いって言いながらちょっとは気になってるんじゃない？」

「嫌いだから目に付くだけ。あんなヤリマン、どうでもいいっての」

「そういう奴じゃないと思うけどなあ、俺は」

「あんた、水守から何も教えてもらってないの？　今までの経験人数とか、初めてヤった相手とか」

「全然。水守はそういうこと話そうとしないから。俺はそんな事実ないって信じたいけど」

「信じたい、ってことは分かんないってことじゃん。あんた、水守に騙だまされてるだけっしょ。ほんとはエグい過去があるけど、知られると都合悪いから黙ってるだけじゃないの？」

　そうかもしれない。真中の言葉を否定するだけの事実なんて、俺にはない。

　それでも、確かなことがある。

「でも、水守は優しい奴だから。水守が誰かを傷つけるために他人を騙すなんて、俺には想像出来ない」

「ふーん。十神ってバカだね。そんなんじゃ悪い女に遊ばれるよ」

「はは、そうかもな」

　実際、中学の頃に似たようなことがあったから……なんて、口にはしないけど。

　教室に着くと俺は真中に、

「ありがとう、真中さん。話に付き合ってくれて嬉うれしかった」

「真中、でいいよ」

　控えめに見ても愛想なんて欠片かけらもない、ぶっきらぼうな口調。

「っていうか、あんたウチにブチギレた時真中って呼び捨てしてたじゃん。今更他人行儀にされるとかキモいんだけど」

「い、いや、あれはついカッとなっただけで……あの時は怒鳴ったりしてごめん」

「……いいよ、水守を馬鹿にしたウチも悪いし。少なくとも、あんたがいる場所で話すことじゃなかった」

　バツが悪そうな顔をする真中に、思わず面食らってしまった。

　俺と水守を敵視してる真中が、謝った？

「あー、もうっ！　こういう空気苦手なんだよ。ほら、さっさと行けって」

「あ、ああ。じゃあ、これで」

　適当な席に座ろうとした、その時だ。

「それとさ、十神って最近知らない男子生徒に馴なれ馴なれしくされたりしてない？」

「えっ？　いや、そんなこと別にないけど」

　質問の意図が分からず、首を傾かしげた時だ。

「水守の噂なら色々と耳に入ってくるから。近寄ってくる男子には気を付けなよ。……あいつら、ガチで十神と水守をそういう関係だって思ってるから」

　そういう関係。その一言で、真中が伝えたいことを察した。

　ああ、なるほど。水守に下心を抱く男子生徒がいる、って忠告してくれてるのか。

　確かに、水守の友達だって公言してる男子生徒は俺くらいだ。水守狙いで俺に近づく生徒がいても不思議じゃない。

「分かった。ありがと、真中」

　真中は軽く手を振ると、離れた席に座る。

　真中って、結構良い奴なんだな。女子との会話に成功した達成感より、そんな真中に対する驚きの方がずっと大きかった。

　……そして、真中の注意が現実になったのは、その日の終礼終わりのことだった。




「よっ、あんただよな？　二階から飛び降りて腰の骨を折った十神って奴は」

「えっ、はい？」

　にこにこと笑顔を浮かべる男子生徒に、思わず帰宅の準備をしていた手を止めた。

　全く知らない人だ。ぱっと見はお洒落な男子で、学校が終わったからか服装は着崩しているし、校則で禁止されているヘアワックスで髪を整えていた。その笑顔はノリが軽そうで、正直あまり馴な染じみがないタイプの男子生徒だ。

　うわ、チャラ男だ。

　失礼ながら、それが真っ先に浮かんだ印象だった。

「あ、うん。そうだけど……？」

「へえ！　じゃあ噂ってマジだったんだ。すげえ勇気だよなぁ。じゃあさ、その武勇伝をもっと聞きたいし、ちょっと今から付き合ってくんない？」

　あまりの唐突な誘いに戸惑った時だ。ふと思い出すのは、真中の忠告。

「あのさ。もしかして、水守のことと関係があったり……？」

　頼むから違っててくれ、と心の中で祈りながら尋ねる……が。

「なんだ、話が早いじゃん。まどろっこしいことにならなくて助かるよ」

「……そっか。ここで話す内容でもなさそうだし、ちょっとベランダまで来てくれるか？」

　人がいないことを確認し、真夏の太陽に晒さらされながらもベランダでチャラ男生徒と二人きりになる。

「勘違いしてるみたいだけどさ、俺と水守はあんたが思ってるような関係じゃないんだよ」

　開口一番、はっきりと言った。

「そもそも、水守が男子生徒の誘いを軒並み断ってるのは聞いてるだろ？　そういうことする奴じゃないんだって、水守は」

「またまた、十神っちってば～！」

　十神っちて。

　呆れる俺に男子はにこにこと笑いながら、

「あのヤリマンで有名な水守だぜ？　実は清純でした、なんて誰が信じるんだよ。十神っちだってそういう目的で水守に近づいたんだろ？」

　やっぱり、真中の言う通りか。

「水守と仲が良い男子がいる、って聞いた時は驚いたぜ。一発ヤろうとしたのがバレて女子から軽蔑された男子もいるからな。だけど、だ。十神っちは生徒の前で水守を庇って、どうやらマジで惚ほれてるだけらしいって評判になってる」

　男子が浮かべるのは、楽しげな笑み。

「やられた、って思ったよ。あえて堂々と振る舞えば、今までの連中みたいに悪評が立たないなんてな。十神っちも見た目によらずやるねぇ」

「……そんな打算なんてないよ。俺は単純に、水守の友達でいたかっただけだって」

「あー、うん。分かった分かった、そういうのもういいから」

　まるで信じてないような口調。なるほど、この男子にとって水守は噂通りの価値しかないらしい。

「十神っちはさ、俺のこと水守に友達として紹介してくれればいいから。後は俺が勝手にやるから、手間はかけさせねえよ。なっ、いいだろ？　独占なんてしないでさ、みんなでシェアしていこうぜ？」

「……シェア、ね」

　この男子が水守に下心を抱くことは、仕方のないことだと思う。水守の悪い噂はあまりに有名で、しかも本人がその噂を否定しないんだから。

　だけど、だ。水守を下品な目で見る権利がこの男子にあるのなら、俺だってそんな連中と徹底的に戦う権利だってあるはずだ。

　端的に言おう。

　俺は今、とても怒っている。

「実のところ、俺も水守の噂の真偽は分からないんだ。もしかしたら水守はとんでもないビッチで、貞操観念なんて欠片もないような、あんたらにとって都合の良い女の子なのかもしれない」

「おっ！　やっと分かってくれた？　だったら──」

「それでも、やっぱり俺の気持ちは変わらない」

　迷いなく、淀よどみなく。はっきりと言い切る。

「出来るなら、俺はどんな男だろうと水守を抱かれたくない。特に、あんたみたいに下半身でしか物事を考えられない猿みたいな男には」

　男子の笑顔が、固まった。

「俺は水守の友達だから。やっぱり噂が真実だとしたら胸がもやもやするんだ。だから、俺の手が届く範囲なら全力で止めるんだ」

「……へえ、そうかい。ま、そりゃそうだよな。あんな可愛い女子なら他人に譲りたくないよな」

「だから、そういう関係じゃないって」

「あぁ、はいはい。一応信じてやるよ。けどさ、俺も簡単には引き下がれないんだよなぁ。水守には前々から目を付けてたし」

　一歩、男子が俺に距離を詰める。

　にわかに空気が緊張する。ベランダを選んだのが裏目に出た、人目につかないのなら手段を選ぶ必要はない。

「っていうかさ、俺みたいに水守目当ての奴って結構いるよ？　そいつらから顰ひん蹙しゅく買うのって結構だるいと思うけどなぁ。そういう連中に明日からウザ絡みされんの、十神みたいなぼっちだと結構キツいっしょ？」

　獲物をいたぶるような、いやらしい目。

　見覚えがある。中学の頃、特定の女子はいつもこんな目で俺を見ていた。自分より弱い人間を見つけることが得意な奴は、何処にだっている。そこに性別なんて関係ない。

　そして、あの頃と同じ。助けてくれる人なんて誰もいない。

「さっさと水守を売れよ。どうせ誰にでも股を開くヤリマンなんだからさぁ、今更一人や二人ヤったところで大して変わら──」

「それは、聞き捨てならないわね」

　凜りんとした声に男子が絶句したのと、扉が開け放たれたのは同時だった。

　どうしてここに、と俺はぽかんとするばかり。

　そこにいるのは──来栖さん、だった。

　男子は、さっきの威勢が噓うそのように動揺する。

「ふ、風紀委員長……!?」

「恫どう喝かつ、それに不純異性交遊未遂。あまり模範的な生徒とは言い難いわね、真さな田だ君。去年、飲酒がバレて厳重注意を受けたのにまるで反省してないみたい」

「なあっ!?　ど、どどどうして知ってるんですか！　あれは公表されてないのに……!?」

「まあ、この学校の風紀委員長ですから」

　いつもと変わらない、不敵な笑み。

「言動には気を付けた方が良いわよ。ただでさえ推薦に不利なのに、これ以上問題を起こせば停学になるかもね？」

「あ……あははっ！　冗談ですよぅ、来栖さん！　ちょっとふざけてただけですってば！　俺たち実は友達同士なんすよ、なっ十神っち！」

「知りません。さっき知り合ったばっかりです。何なら名前も覚えてません」

「ねっ、風紀委員長!?」

　何に対しての、ねっ、なんだそれ。

　来栖さんは呆れたような表情で、

「十神君。あなたは真田君から恫喝をされたわけだけど、何か処分を求める？」

「別にいいです。もう俺と水守に構わなければ、それで」

「じゃあ、私から言うことは何もないわ。ただし、二度目はないわよ？　もしまた真田君が問題を起こしたら、その時は職員に相談するからそのつもりで」

「は、はい！　すんませんでしたっ！」

　どたどたと、男子生徒は逃げるように去っていった。

「あんな生徒に目を付けられるなんて、災難だったわね。大丈夫だった？」

　その一言に、ようやく俺の全身から力が抜けた。

「──っ。緊張したぁ……！」

「なんだ、堂々としてるって感心してたけど無理してたのね」

「そりゃそうですよ。喧けん嘩かすらまともにしたことないし、相手が俺の苦手なタイプですから。怖くないわけないですよ」

　ただ、女子生徒に声をかける時の方が緊張した、というのが正直な感想だ。どうやら俺は、女子より男子から敵意を向けられる方が楽らしい。

「来栖さんが来てくれて助かりましたけど、よく俺たちの会話分かりましたね。ベランダの扉、閉まってたのに」

「会話の内容は分からなかったけど、穏やかじゃないのは明らかだったもの。どうせ結衣関係なんだろうな、って推測しただけよ」

「なるほど。っていうか、どうして俺の教室に？」

「十神君が私からのミッションを達成した、って聞いたから誉ほめようと思って。真中さんと五分も話したんですってね。凄すごいじゃない、頑張ったわね」

　称賛してくれる来栖さんに照れそうになるけど、それより気になることがある。

「あの、女子生徒と会話出来たことってまだ来栖さんに伝えてませんよね？　何でそんな詳しく知ってるんですか？」

「実は、仲の良い後輩にお願いしてたから。十神君がちゃんと女子と会話出来るか監視しておいて、って」

「え」

「ちゃんと目的を達成出来たか、私の方で判断しておきたかったから。一言話しただけではい会話終了、なんて言われても困るもの」

　だからって他の生徒にまで協力してもらうとは。風紀委員長ってそんなに万能なの？

　……いや。でも、待てよ。

「ちょっといいですか？　もしかしてですけど、後輩の人に手伝ってもらったのって、監視以外にも目的があったんじゃないですか？」

「目的、って？」

「俺を助けるため、とか。俺が女子との会話で空回りしたら、フォローしてくれるつもりだったのかなって」

　来栖さんは、俺が女子との嫌な思い出があるせいで苦手意識があることを知っている。なのに無責任に、女子と会話しろ、なんて無茶ぶりを押し付けるだろうか。

　もしかしたらその監視って、俺が危機に陥った時に助けてくれるために……？

「さあ、どうかしら。まあいいじゃない、十神君は無事クリア出来たんだから」

　けれど、来栖さんは涼しい笑顔で流すだけだ。

「他の人に聞かれたくないし、ここで話さない？　暑くて嫌なら場所を変えるけど」

「いえ、俺は別に良いですけど」

　さっきから、教室の生徒たちがこっちを見てるんだよな……。誰もが知ってる風紀委員長の来栖さんと二人で会話してるんだから、無理もないんだけど。

「でも、これで自信とかつくんですかね。あまり実感はないですけど」

「人間って何か一つを成し遂げても、劇的に変わるものじゃないもの。でも、少しずつ変わってるはずだから、きっと昨日の十神君より前に進んでるはずよ。まあ、これから定期的に女子生徒とコミュニケーションは取ってもらおうと思うけど」

「うっ……お、お手柔らかにお願いします」

「あとは、結衣を照れさせるための具体的なプランも考えなきゃね。デートとかすれば、結衣の気が緩むチャンスも多そうだけど」

「それは、ちょっと難しいですね。水守と外出するのは避けるようにしてますから」

　理由は、涼音に俺たちの関係がバレないようにするためだ。水守はこの学校の有名人だし、俺といたことが生徒に見つかればすぐ噂になって涼音の耳に入るかもしれない。

　……本音を言えば、水守と外出出来ないのは残念ではあるのだけど。

「けど、水守を照れさせる方法なら任せてくれませんか？　一応、考えならありますから」

「へえ、自信あるのね。なら、夏休みになる前に作戦決行出来そうね」

「それは、随分早いですね……。でも、分かりました。やるだけやってみます」

「うん、良い心意気ね。頑張ってね、きっと十神君なら出来るわよ」

「だと良いんですけどね。何しろ、相手が強敵ですから」

　そこで、来栖さんはベランダに寄りかかると、

「あら、そんなことないわよ。結衣って実は物凄く純情だもの。好きな男子にアプローチされれば絶対喜ぶと思うけど」

「はは……何か、嬉しいです。水守を純情って言ってくれるの、来栖さんくらいですから」

「まあ、私は結衣の友達だから。そもそも、さっきの真田君みたいな男子から言い寄られること自体おかしいのよ。結衣はもっと一いち途ずな女の子なのに」

「……あの、前々から疑問だったんですけど、どうして来栖さんはそこまで水守を信頼してくれるんですか？　ほとんどの生徒は、水守の例の噂を信じてるのに」

「だって、あんな噂がデタラメに思えるくらい結衣って良い子だもの。初めて会った時から、結衣はそんな優しい女の子だったから」

「初めて会った時？」

「ええ。一年くらい前かしら。私が風紀委員長になったばかりの頃、女子更衣室にピアスが落ちていて、ある女子生徒が呼び出されるって事件があったの」

　俺たちの高校では、ピアスは校則で禁止されている。持ち込みがバレれば教師から呼び出しを受けるのは自然なことだろう。

「そのピアスを見つけたのが私だったから、教師と一緒に女子生徒の話を聞いたんだけど……その娘、自分じゃないって主張したの」

　来栖さんが肩をすくめた。

「でも、ピアスはその娘のロッカーから見つかったし、耳にはピアス穴だってあった。だから、その時の教師は噓をついてるって思い込んじゃって。違うって言ってるのに、その女子生徒を一時間以上も事情聴取をしたの」

「そんなに長時間もですか？」

「教師も引くに引けなかったんでしょうね。でも、女子生徒はもっと辛つらかったと思う。どれだけ説明しても全然信じてくれなくて、今にも泣きそうな顔をしてて……そんな時に、そのピアス私のです、って自白したのが結衣だったの」

「えっ、水守が？」

「そんなはずないのにね。だって、結衣の耳にピアスを着けた跡なんてないんだから」

　来栖さんの顔に浮かぶのは、呆れたような微ほほ笑えみ。

「でも、結衣はちっとも譲らなかった。結局、教師はその女子生徒に謝罪して、代わりに結衣が怒られたの。どうしてあの娘を庇ったのか、って後で結衣に訊きいてみたら、無関係な人間があんなに𠮟られるなんて理不尽だから、だって」

「無関係な人間……？」

「その女子生徒が犯人じゃない、ってことに結衣は気づいてたのね。現に、その数日後にピアスの持ち主が現れたんだもの。結衣曰く、そのピアスに似た物を他の女子が着けてたのを前に見ていたみたい。だからその娘じゃないって分かってたんだって」

「ちょっと待ってください。じゃあ、水守はその娘を庇うためだけに泥を被かぶったんですか？　その女子生徒とは友達でも何でもないのに」

「そういう娘なのよ、結衣って」

　くす、と来栖さんが笑みを零した。

「結衣、言ってたっけ。私は他人に嫌われることには慣れてるから、って。とても損な役回りで、とても不器用な優しさよね。でも、私はそんな結衣を尊敬してるの。だって、その時の私は何にも出来なかったから」

　そして、流し目を送るように来栖さんが俺を見る。

「だから、結衣のことお願いね。少しくらい、あの娘だって報われてもいいはずだもの」

「……分かりました。俺に何が出来るかは、分からないですけど」

「それでもいいわ、結衣の傍そばにいるだけで十分だもの。……あっ、そうそう」

　そこで、来栖さんは思い出したように、

「風紀委員長としてアドバイスするけど、避妊具は用意しておくこと。付け方は家で練習しておいてね？」

　ごんっ！　と。ベランダの手すりに、強したたかに頭を打ち付けた。

「なっ……にをっ！　急に言い出すんですか、俺が水守を誘えるわけないでしょ!?」

「十神君にその気はなくても、結衣にはあるかもしれないわよ。彼女に誘われて初体験を終わらせるパターンだって少なくないんだから。それに十神君だって男の子なんだし、結衣に言い寄られたら心が動いちゃうんじゃない？」

「うっ……」

　──俺は、絶対に水守を拒まないから。

　やっぱり、水守とあんな約束したの早計だったかも……。

「だ、大丈夫ですってば。っていうか、来栖さんがそんなこと言っていいんですか？　今の、不純異性交遊を認めるようなものですよ」

「今のは、この学校の風紀委員長としての言葉じゃないわ」

　ふっ、と来栖さんが笑みを浮かべる。

「十神君と結衣の二人の風紀を守る者──恋の風紀委員長としての言葉、ね」

　何か言い出したよこの人……。




　その夜、俺は水守を照れさせよう大作戦のために秘密の特訓を行っていた。

「……きっ、君の瞳に恋してる。今夜は離したくないんだ」

　スマホに映る水守の写真に向けて、俺は口説き文句を口にした。

　誤解されそうだから言っとくけど、思春期を拗らせておかしくなったわけではない。

　これが、俺なりの羞恥心を失なくすための練習なのだ。

　水守を照れさせようと思えば、それなりに大胆なアクションが必要になる。たとえば手を握るとか肩を抱くとかだけど、練習したくても相手がいないから無理だ。

　だから、俺に出来る範囲の練習が、この恥ずかしい言葉を言うことなのだ。

　ぶっつけ本番でやっても、きっと俺は羞恥でまともに言えないだろう。でも、こうやって反復練習をすれば水守の前でも自然に言えるはず。

　ちなみに、この恥ずかしい台詞せりふ集は合コンとかで使われるアプリからチョイスしたもので、全パターンをメモに書き写している。

「う、うるせえな、黙らせてやろうか？　……この俺のくちびるでな」

　このアプリの制作者、恥ずかしさで人を悶もん死しさせる実験でもしてるの？

　い、いやいや。集中しよう。これも照れた水守を見るためなんだから。

　心を殺すな……本気で口説くつもりで感情を込めて告白しろ……！

　……ただ、問題があるとするならば。

「どうやって、この台詞を自然に水守に言うか、だよな……」




　時は来た。

　土曜の昼下がり。数十階はあろうかというタワーマンションのオートロック前で、さながらデートの待ち合わせをしているかのようにそわそわとしていた。

　服装が映らないようにカメラに顔を近づけて、水守の部屋番号を打ち込む。

　落ち着け、自然体自然体。

「よっ。お待たせ。遊びに来たぞ」

「いらっしゃい。でも、遊びじゃなくておうちデート、でしょ？」

　そんな言葉、照れずに言えるの水守くらいだ。

「……？　じゃあ、開けるね」

　顔をカメラに寄せてることに水守が疑問を覚えたみたいだけど、何事もなくエントランスの扉が開く。

　水守の部屋に到着し、インターフォンを押した。私服姿の水守が姿を現して、

「あっ……」

　俺の姿を見つめたまま、ぽかんとした。

　俺が今着ているのは、今日のために用意していた衣服だ。

　涼やかに見えるような爽やかなコーデ。来栖さんと一緒に選んだファッションで、何件もお店を回って選んだ服だ。服装に合わせてヘアスタイルも変えているから、鏡を見た時は気合入れすぎがバレて笑われるんじゃないか、って心配したんだけど……。

「あ、あのさ。これ、どうかな……？」

　だけど、水守は無言のままだ。

　……やっぱり、俺にお洒落なんて無理だったのかな。

　何だか突然恥ずかしくなって髪型を崩そうと手を動かした、その時だった。

　がしっ、と水守が俺の腕を摑つかんだ。

「どうして？　絶っっっ対、そのままの方が良いよ。今の里久君、カッコいいんだから」

「はへ？」

　あまりに聞き慣れない言葉に、どこかの外国の言葉かなとすら思った。

「びっくりした、一瞬だけ頭の中真っ白になっちゃった。写真撮っても良い？　誰にも見せないから。ねっ？」

「まあ、別に良いけど……」

　信じられない。水守が目を輝かせて俺をスマホで撮影してる。

「い、いやいや。やっぱりからかってるだろ。カッコいいとか、そんな訳ないし」

「そんなことないって。自覚ないかもしれないけど、里久君のルックスは私の好みだもん」

「──────」

　……はっ。危ない、もう少しで気絶するところだった。

「う、噓だろ？　そんなこと言われたの初めてなんだけど……」

「まあ、里久君ってたまに目が死んでたり俯うつむきがちだったり表情に覇気が無かったりするから。でも、私はカッコいいと思ってるよ？」

「～～っ。そ、そうか」

　やばい、嬉しすぎる。前半の減点ポイントがどうでも良くなるくらい、この服を着てきて良かったと思えた。

　ただ単純に容姿を誉められるというよりは、水守が俺の見た目を好きと言ってくれることが何よりも嬉しい。

「でもその服、涼音ちゃんか流花に選んでもらったんでしょ？」

「まあ、俺にこんなセンスないからな。来栖さんと一緒に選んだんだよ、これ」

「いいなぁ、一緒に見たかったな。私も誘ってくれれば良かったのに」

　ありがとう来栖さん、と心の中で深く感謝する。

　でも、水守は喜んでくれたみたいだけど、照れさせるという目標までは達成出来てない。気を緩めずに挑まなければ。

「ふーん、そっか。私のために服を頑張ってくれたんだ」

　上機嫌に頰を緩ませる水守と一緒にリビングに入る。

　俺は手にしていたミスドの袋を差し出した。

「はいこれ、いつもの買ってきたから。ポンデはもちろんだけど、何か季節限定とかあったぞ？」

「あっ、それ気になってたんだ。うんうん、里久君も私のことが分かってきたね」

　良かった、買ってきて正解だった。ワンコイン以下でこんなに喜んでくれるんだから、大変コスパが良い。

「ほんと、水守ってドーナツが好きだな」

「まあね。私、ミスドのショーケースを眺めてるのが一番好きなんだ。限られたお小遣いの中で今日はどれを買うか考えてる瞬間が、一番生きてるって感じがする」

　それは極端過ぎるのでは。

「ねえ、里久君。ドーナツって、どうしてこの形をしてると思う？」

「いや、別に理由なんてないと思うけど……焼いたらこの形になっちゃうとか？」

「答えはね、天使の輪をモチーフにしてるから。ドーナツのあまりの尊さに、思わず天使の輪を連想しちゃったんだって」

　そっかー、ドーナツってそんなに神々しいものだったのかー（棒）。

「その尊いドーナツは後で食べるとして、今日は何をする？」

「んー、そうだね。里久君とのおうちデートだし、きっと何でも楽しいと思うけど」

　基本、俺たちは一緒に家で過ごすことの方が多い。最近ではサブスクでだらだら映画を見たり、ゲームで遊んだりするのが日常だった。

「ゲームだったら負けないよ？　最近結構練習してるから、五連鎖くらいなら安定するようになったし」

　実際、水守はパズルゲームが強い。初めの内は俺が勝ち越すんだけど、システムを理解し出すと途端に動きが良くなる。最近では対戦するのが二人のマイブームだ。

　けれど、今日の目的はゲームじゃない。

　水守を照れさせるための計画を遂行するためには、水守をとあるゲームに誘わなければならない……のだが、

「望むところだ。せっかくだしドーナツでも賭けるか？　勝つ度に一個食べられる、とか」

「むっ、それは負けられないなあ」

　怪しまれないために、まずは水守の言葉に従っておく。今まで俺は散々水守にしてやられてるのだ。慎重になるに越したことはない。

　それから、パズルゲームで対戦すること数時間。

　もう何十回目かのばたんきゅ～を見た後、時計を見る。夕方と言っても良い時間帯。

　そろそろだな。

「このゲームも相当遊んだなぁ。今度は別のゲームでもしないか？」

「そうだね、ちょうど気分転換したいなって思ってたし。里久君、何か別のゲームあるの？　この前のペンキを塗ったりするやつみたいな、操作が難しいのは無理だよ？」

「大丈夫、水守も知ってるゲームだから」

　俺は鞄かばんから、五十三枚のカードが入ったケース──トランプを取り出した。

「ちょっと、水守とババ抜きをしようかなって」

「へえ、トランプか。悪くないけど、ババ抜きって二人でやると単純で退屈なイメージがあるんだよね」

「だからさ、ルールを一つ足すのはどうだ？　……負けた方が相手に対して、恥ずかしい台詞を言うんだ」

　きょとんとする水守にスマホを掲げ、

「恥ずかしい言葉がランダムで出る、っていう罰ゲーム用のアプリがあるんだ。合コンとかで使われてるやつなんだけど、これを使おうかなって思ってさ」

「ふーん。なるほど、準備万端だね。そんなに私に恥ずかしい台詞言わせたいんだ」

「いつも水守にはからかわれてるしな。水守が恥じらうところも見たいなー、なんて」

　そう、このルールを聞けば誰だって恥ずかしい台詞を言わせようとしてる、と思うだろう。けれど、実際はそうじゃない。

　今回は、俺が負けて恥ずかしい言葉を言うことが目的なのだ。

「何回も罰ゲーム受けるのもキツいだろうし、どっちかが三回勝ったら終了にするか」

「いいよ、やろっか。でも、恥ずかしい台詞なんて大丈夫？　里久君が耐えられるといいんだけど」

　余よ裕ゆう綽しゃく々しゃく、って感じだな。それもそうか、女子とまともに目も合わせられない俺が罰ゲームなんて、泣き言を言うって考える方が自然だ。

　カードを配り、ババ抜きを始める。ゲームの性質上、二人戦だと数字を引けば必ずペアが揃そろうためさくさく手札が減っていく。

「あっ、ジョーカー引いちゃった。里久君、ジョーカーは一番右だからね？」

「またそうやって心理戦に持ち込もうとする……」

　手が止まるとすれば、こんな風にどちらかがジョーカーを引いた時だけだ。

　ババ抜きは進み、やがて最後のペアが捨てられる。

　勝ったのは水守だ。

「私の勝ち、だね。どんな台詞言ってくれるのかな？」

「くそ、やられた～。二分の一を外すかぁ」

　まずは一敗だ。

　アプリを使用し、言うべき台詞が画面に映し出される。大丈夫、この言葉は記憶してる。

　何しろ、真顔で言えるように何度も練習したんだから。

　真面目な雰囲気で口にすれば、きっと水守だって──。

「どうしたの？　早く言って欲しいな」

　小悪魔のような笑みを浮かべる水守に、吐息が感じられそうなほど近づき、綺麗な瞳を真まっ直すぐに見つめた。

「……り、里久君？」

　同級生とだって会話出来たんだ。もう、水守から目は逸らさない。

　顔に戸惑いが浮かんだ水守に、はっきりと口にした。

「今まで隠してたけど、水守のこと世界一可愛いって思ってる──一生、俺から離れないでくれ」

　一瞬だけ、沈黙が広がった。

　それでも、俺は目を離さない。水守は呆あっ気けに取られたように固まっていて……やがて、頰を薄く染めながら、ぷい、とそっぽを向いた。

「……そんな恥ずかしい台詞、よく真顔で言えるね」

　噓だろ、と内心で愕がく然ぜんとする。

「み、水守？　もしかして照れてる……？」

「そんなことないってば。ちょっとびっくりしただけ。世界一可愛い、なんてありきたりな言葉で喜ぶわけないでしょ？」

　確かに、呆れるくらいクサい台詞だ。けど、だからこそ効果があったのかも。

　俺にとって水守が特別な存在であるように、水守も同じなのだから。真っ直ぐな言葉こそ響くのかもしれない。

　でも、信じられない。あの水守がこんなに困ってるなんて。

「へえ、照れてるわけじゃないのか。じゃあ、俺の方をちゃんと見て欲しいけどな」

「……別に、里久君を見るくらいいつでも出来るから」

　じと～、っと文句言いたげな水守の視線。まだまだ水守は冷静な部分が残ってるらしい。

　ならば、まだ攻められる。

　もっともっと水守を恥じらわせたい……！

　ふふふ、と内心でほくそ笑みながら二回戦に突入。意地を張ったような顔をする水守とババ抜きを進めていく。

　勝ったのは初めと同じ、水守だった。これで二敗。

「おっ、また俺が罰ゲームか。参ったな」

「……里久君、運が悪いね。また二分の一を外すなんて」

「いやいや、水守がツイてるんだって。じゃあ次の台詞はっと」

　アプリを起動し台詞を確認。

　こほん、と咳せき払ばらいをした後に、先程のように真顔で告げる。

「今夜、お前を抱いてやるよ──俺の腕で眠れ」

「…………」

　先程のように頰を染めるでもなく、じーっとこっちを見る水守。

　なに、このスベッたみたいな空気。

「あの、どうして無言……？」

「うん、ちょっと反応に困っちゃって。あんまり里久君らしくない言葉だから、噓っぽくて真に受けれないっていうか……」

　確かに、死んでも俺が言わなそうな台詞って自覚はあったけど。流石に今のは微み塵じんも心を込めてなかったし、無理もないか。

「なるほどな。じゃあ次は俺が負けたらラストだし、とびっきり恥ずかしい台詞になるようある程度選ぼうかな」

「何か、里久君残念そうだね。まるで私が無反応なのが不満みたい」

「そんなことないって。ただ、ちょっと変な空気になったから申し訳なくなっただけだよ」

　やっぱり鋭いな、水守は。

　三回戦目。俺がもう二敗してるから、もしかしたらラストになるかもしれないゲーム。

「これで里久君が負けたら終わっちゃうんだよね。里久君にばっかり罰ゲームさせるのも悪いし、私もしてあげたいんだけどな」

「ははは、でもこればっかりは運だからさ」

　水守には悪いが、三回戦目も俺が負けて罰ゲームを受けることになるだろう。運うん否ぷ天てん賦ぷではなく、これは確定事項だ。

　だって、このゲームは一〇〇％俺が負けるように仕組まれてるんだから。

　理屈はこうだ。

　ババ抜きは順番にペアを揃えるゲームだから、必ず三枚だけ残った状態になる。そして、カードを引く側はジョーカーか数字を引く二択で勝負が決まるわけだが……もしジョーカーを、予あらかじめ用意していた、もう一枚と同じ数字に入れ替えたら？

　相手は確実に勝利する。当然だ、俺の手札には同じ数字のカードが二枚あるんだから。

　これが、俺が必敗するトリックだ。

　このイカサマのために準備だってしてる。全ての数字に対応するために、今遊んでいるトランプと同じ柄の十三枚のカードを後ろのポケットに隠しているし、素早く手札と交換する練習もした。

　全ては、水守を照れさせるために。

　けど、ババ抜きもこれで終わりだ。俺が何度も負ければ水守もイカサマを確信するだろうし、今だって俺を疑っているはず。何度も行うのは危険過ぎる。

　このゲームで俺が敗北し、最後に水守を真っ赤にさせる。それで終わりだ。水守には一敗たりともさせはしない。

　さあ、ラスト三枚。ジョーカーを手にしてるのは俺で、引くのは水守の番。

　イカサマが発動する条件は揃った。

「もうこんな時間か。これが終わったら何処か食べに行くのもありかもな」

「外食かぁ、それもいいかもね。たまには料理しない日があっても良いし。えっとこの辺りだと……」

　水守がスマホで地図を開く。今しかない。

　緊張と共に、俺は手札のジョーカーとポケットに隠してあった数字の３を入れ替えた！

　よしっ、何度も練習した甲か斐いがあった。俺の手札はクラブの３が二枚。当然水守の手札も３だから、引けば必ずペアになる。

「オムライスとか食べたい気分だから、手頃なレストランとか行きたいな。でも、とりあえずゲームが終わってからだね」

　その通り。水守がカードを引いた瞬間終了だ。

　水守がスマホを仕舞い、俺の二枚の手札を見つめる。けど、どちらを引こうとも俺の負けは確定している。そして、厳選した恥ずかしい台詞で水守は見たこともないくらい照れ照れになるに違いない。

　それで、やっと俺の目的は達成される。

「……あーあ、残念だなぁ」

　ぽつり、と水守が口にする。

　まるで何かを確信したような、小さな笑み。




「今回は私の負け、か。仕方ないけど、罰ゲームはちゃんと受けなきゃね」




「……は？」

　何を言ってるんだ。水守が持ってるカードは数字の３なのに。

「すまん、どういうことだ？　まだ引いてもないのに、何で水守の負けになるんだよ」

「私としては、どうして里久君がそこに疑問を持つのか分かんないけどな」

　くす、と笑いながら水守は言う。

「だって、今さっき里久君が引いたの数字の３でしょ？　だから、私のこの手札はジョーカー以外あり得ないの。そんなの、里久君だって分かってることなのに」

　ん？　なんでだ、俺が引いたのはジョーカーなのに──……。

　瞬間、全身に電流が走った。

「違うの？　だったら里久君、手札を公開してみる？　私の言葉が間違ってたら、ジョーカーがあるはずだもんね」

「い──いや、止やめとく！　そうだよな、水守の負けだよな。すまん、俺がどうかしてた！」

　やっと水守の言葉の意味を理解した。ああ、そういうことか。全然思いつかなかった。

　水守は、とっくにイカサマに気づいてたんだ。

　水守がジョーカーを持ってると噓を言っても、俺にはそれを覆すことが出来ない。何な故ぜなら、俺の手札はどちらも数字の３だから。

　だからこそ堂々と噓がつけるんだ。ここで俺が手札を公開すれば、イカサマがあったことを認めることになる。当然手札は見せられないから、水守の最後の一枚がジョーカーであることを否定出来ない。

　水守が負けたと宣言した瞬間、俺の必敗は必勝へと変わってしまった。

「あはは、どうしたの？　負けたのが信じられないって顔してるけど、そんなに不思議なことかな」

　愕然とする俺を楽しむように、水守が笑う。

「ババ抜きなんて、勝ち負けを決めるのは運だもん。イカサマでもしないと、必ず負けるなんて不可能でしょ？」

「は、はは。そうだな……」

　く、くそっ……！　やられた。イカサマを見抜かれるどころか利用されるなんて。

　絶対避けたかったのに、水守の恥ずかしい台詞を受け止めなきゃいけないのか。今更だけど、もうどっちが罰ゲームか分かんないなこれ。

「じゃあ、このアプリでランダムに台詞が出てくるから。えっと、操作法は……」

「それについてなんだけど、罰ゲームの内容を重くしたいんだけど、どうかな？」

「えっ、重くしたいのか？　軽くするんじゃなくて？」

「だって、そのアプリにあるような恥ずかしい台詞なら、私が普段から言ってるもん。里久君はともかく私の罰ゲームとしては弱いかなって」

　確かに一理ある。けど、何だろう。もっと罰ゲームを重くしたい、って水守が言い出すことに嫌な予感しかしないんだよな。

　でも、困った。軽くしたいなら問題があるけど、重くしたいなら断る理由がない。

「里久君は頑張って罰ゲームをしたんだもん。だったら、私も頑張らないと釣り合いが取れないでしょ？」

　……まあ、いっか。恥ずかしい言葉を言われるってこと自体耐えられる自信がないし、いっそ変えた方が良いかもしれない。

「分かった。別にそれでもいいけど」

「ありがと。じゃあ、ちょっと待っててね」

　そう言うと、水守は別の部屋へ行ってしまった。

　さらに恥ずかしい罰ゲーム、ってなんだろ。俺だったら、パソコンのハードディスクの中身を全公開、とかされたらいっそ殺してくれって思うだろうけど。

　そんなことを考えていると、扉越しに水守の声。

「お待たせ。こっちは準備できたよ」

「ああ、分かった。でも今更なんだけどさ、その罰ゲームって水守が決めるんだろ？　じゃあ罰ゲームの内容が重くなってるのかって、俺からは判断しづらい可能性があると思うんだけど」

「それは、大丈夫かな。多分、一目見ただけで里久君も納得すると思うから」

　それ、どういう意味だよ。そう問う前に、がらりと扉が開く。

　そして、水守のその姿に絶句した。

「──っっっ！」

　たった今、俺の目の前で水守が着ている服装。ニットのミニワンピなのだがノースリーブと異様に短い丈が特徴で、しかも下着を着ていない。露あらわになった肩や微かすかに見える胸や太ももに目が惹ひかれてしまう挑発的なファッション。

　童貞を殺す服。一般的に、そう呼ばれている服装だった。

　ダメだ──これは、ダメだ。

　一瞬で、全身の血液が沸騰するくらい顔が熱くなる。耐える、なんて概念など存在しない。一撃でくらくらしてしまうほどの見た目。何これ、童貞への殺意が高すぎる。

　何より、そんな刺激的な格好を水守がしている、ということが一番破壊力があった。

「どう、かな。……これくらいしなきゃ、罰ゲームにならないと思うんだけど」

　その服の仕様上、どうしても胸が強調されるデザインになってしまう。

　水守の胸が大きいってことは知ってたけど、まさかこれほどなんて。はっきりとラインが分かる胸の膨らみに、駄目だと分かってるのに目が引き寄せられてしまう。

「っ！　い、いや、どうかな。それはちょっとやりすぎと思わなくもないこともやぶさかではないというか……！」

　やばい、まともに日本語が喋れてない。

　叶かなうなら、二分前の俺を全力で止めてやりたい。何がいっそ変えた方が良いかもだよお前、そのせいで今とてつもない羞恥心と戦うことになってるぞ。

「これ、ドーテーを殺す服って呼ばれてるんでしょ？　やっぱり里久君も好きなの？」

「べ、別に。露出で言ったら、前の水着の方が凄かったし」

「噓ばっかり。耳まで真っ赤になってるよ？」

　ほんと、誰なのこの服デザインした人。童貞のツボを押さえすぎだ。って言っても、まともに水守の姿を直視出来ないんだけど。

　見たら嫌らしい男だと思われるかもという大きな恐怖と、もっと見たいというほのかな欲望。もう自我が崩壊しそう。

「い、いや、っていうかさっ。どうしてそんな服持ってるんだよ。まさか日常的に……？」

「違うって。これは趣味みたいなものだけど、着るのは初めてなの。他にもあるよ？」

　水守が立ち上がると振り返り、

「なっ……!?」

　その一瞬、頭が真っ白になった。

　童貞を殺すセーターの特徴として、背中部分が大きく開いているという点がある。さらには下着を着けていないため……つまり、その……。

　おしりの一部分が、見えてしまっているのだ。

　見てはいけない。そう思考した瞬間視線を上げる。すると、俺の視界に飛び込んできたのは小悪魔めいた水守の微笑み。

「何処を見てるの？　……里久君のえっち」

　あと一ミリでも理性が溶けてたら、どうなっていたか自分でも分からない。

　それくらい、今の言葉はやばかった。

「っ！　ご、ごめんっ……！」

「見せてるのは私なんだから謝らなくてもいいのに。まあでも、里久君もさっき私を照れさせようとしてたし、これでおあいこってことで」

　くそっ、罰ゲームの意図さえ見抜かれてる。しかもここまで遊ばれるなんて……！

　一人で悶もん々もんとしていると、水守が衣装ケースを持ってきた。中にあるのはメイド服やチャイナドレスといった衣服や、カチューシャなどのアクセサリー。多様な衣装だ。

「すごいな、これ。水守ってコスプレが趣味だったのか？」

「そういうわけじゃないけど、趣味なのは間違いないかな。本格的な商品じゃないからそこまで値段は高くないけど」

　そんな趣味あるのか、知らなかった。と、俺は衣装ケースの前面に何やら文字が書いてあることに気づいた。

　里久君からかいＢＯＸ、と書かれていた。

「趣味って俺をからかうことかよ!?」

「うん。通販サイトで良さそうな服とかグッズを見る度にポチってたの。里久君に使うと楽しそうだから」

　計画的かつ全身全霊で俺のことを弄びにきてるじゃないか……！

　むかしむかし、神様がとある箱に全ての悪と災いを封じた、というのは有名な神話だ。その箱の名前をパンドラの箱という。

　それじゃん。

　里久君からかいＢＯＸって、パンドラの箱レベルで俺への災いが詰まってるよね？

「でも、里久君にお披露目出来て良かった。これ、絶対に理想的な反応してくれるって思ってたんだ。こんな服装、里久君なら困るに決まってるもんね」

「くっ……！」

　実際その通りなだけに、何も言い返せない。まずい、さっきからイジられてばかりだ。一回戦の時は俺が水守を照れさせたっていうのに。

　絶対に、次のババ抜きは勝てない。何としてでも負けて俺が罰ゲームを受けなければ。

「じゃ、里久君の反応も楽しんだことだし四回戦行こっか。カード配ってもいい？」

「ま、待った！　このトランプを使うの止めて、別のに替えてもいいか？」

　イカサマが見抜かれた以上、また同じ手を打たれたら俺が負ける。それは避けないと。

「別にいいけど、トランプなんて持ってないんだ。代わりに別のゲームとか……」

「大丈夫、今から買ってくるから！」

「えっ」

　──一〇分後。

「お待たせ……じゃあ、始めるか……」

「本当にわざわざ買ってきたんだ……。退院したばかりなんだから無茶したらダメだよ？」

　ぜえぜえと息を切らし、コンビニまで全力ダッシュで買ってきたトランプを差し出す。まあ、全力ダッシュって言っても腰を怪け我がしてるから競歩くらいのスピードだったけど。

　ちなみに、水守は普通の服だ。

「水守、俺が行ってる間に着替えたんだな」

「あの服薄着すぎて、クーラーが効いた部屋だと寒いからね。もっと見たかった？　言ってくれればいつでも着てあげるけど」

「……まともに水守のこと見れないし、止めとく。それよりまだ未開封だから仕掛けなんて出来ない。正真正銘、トリックなしのババ抜きだ」

「いいよ、やろっか。負けた方が罰ゲームだよね？」

　かくして、お互いが負けようとするババ抜きが始まった。

　今までとは比べものにならない緊張感に、カードを選ぶ手にも気合が入る。ジョーカーを引けば救われた気持ちになり、逆に引かれれば死神の鎌を喉元に当てられた気分にすらなる。

　そして、重要なラスト三枚。ジョーカーを持ってるのは、俺だ。

「引くのは私の番か。絶体絶命、かな」

　そう、有利なのは俺の方。数字であるハートのエースを引いた瞬間、水守の勝ちだ。

「さあ、引いてくれ。それでこのゲームは終わりだ」

　無表情に徹した俺の手札に、水守がゆっくりと手を伸ばす。

「実はね、このゲームは絶対に私が勝てるようになってるんだ。だって、私は里久君の心の中が読めるから。どっちがジョーカーかなんて、目を見ただけで分かるの」

　動揺するな、ただのハッタリだ。

「へえ、凄い特技だな。超能力が使えるなんてまるでアメコミのヒーローみたいだ」

「そんな特別な力じゃないよ。こんなに一緒にいた男の子、里久君だけだから。何気ない仕草とか、ちょっとした表情の変化とか。そんな些さ細さいなことで里久君が何を考えてるか分かるようになったの」

　見惚れるくらい綺麗な瞳が俺を見つめる。

　水守のたおやかな指がエースを選び──

「だって、出会ってから里久君だけを見てきたんだから」

　けれど引いたのは、その隣のジョーカーだった。

「ほらね、やっぱりこっちがジョーカーだった」

「くっ……！」

　噓だろ、ほんとに当てるなんて。

　状況は逆転した。今度は俺がジョーカーを引かなければ。

　楽しげに笑顔を浮かべる水守が掲げる、二枚の手札。その内の一枚が、まるで強調してるかのようにわずかに高く持たれている。

　もしかして、あのカードを引かせようとしてる？　あるいはその逆をついてエースはその隣とか──いや、考えるな。

　疑う心理を水守は利用するだろう。だから、無心で引け。

　頼む、ジョーカーよ来てくれっ！

　震える指で一枚のカードを引き、ゆっくりと目を開けて──愕然とする。

　勝って、しまった。

　俺が引いたのは、ハートのエースだった。

「はい、私の負け。やったね」

「なっ……！」

　ギャンブルに負けたかの如ごとく、ぐにゃぁ、と景色が歪ゆがむ。アカギの鷲わし巣ずやカイジの利と根ね川がわもこんな気持ちだったに違いない。

　完璧な作戦だと思っていたのに、二勝もしてしまった。

「まさか二分の一を外すなんて……。いや、待てよ。本当にただの運か？　まさか、本当に水守は俺の心が読めるとか……？」

　ふっ、と水守が微笑みを浮かべる。

「あはは、それ冗談だよ？　そんなの出来るわけないでしょ」

「えっ？　じゃ、じゃあ単純に運任せでジョーカーを引いただけ？」

「それも違う。実は、私はどれがジョーカーか分かるよう細工をしてたんだ」

　なん……だと……？

　ジョーカーを手に取る。けれど、裏面を眺めても印らしきものは見つからない。そもそも、開封してすぐにゲームを始めたから仕掛けをする余裕なんてなかったはず。

「種明かししてあげよっか？　自分の手札に来るたびに、ジョーカーだけ他のカードと逆さまにしてたんだ。このトランプ、上下逆にしても模様が似てるからよく見ないと分からないでしょ？」

「…………えっ、たったそれだけ？」

　やられた。こんな古典的な策に騙されるなんて。

　もし気づいていれば、逆に利用して水守をハメることだって出来ただろうに。俺は最後に運否天賦に身を委ねてしまった。

　完敗だ。なんかもう、こういうゲームで一生水守に勝てる気がしない。

「じゃあ、罰ゲームは私だね。さーて、今度はどの衣装を着ようかなぁ」

「ちょ、ちょっと待った！　さっきのワンピでもヤバかったんだから、もうちょっと手加減というか……！」

　罰ゲームなのに、水守はご機嫌でパンドラの箱（またの名を里久君からかいＢＯＸ）を覗のぞき……ふと、俺も水守もその場に固まった。

　俺と水守のスマホが、一緒に鳴ったからだ。

　まさか、同時に着信？　けど、馴染みがない音楽だ。こんなメロディ設定した記憶がない。焦燥感が芽生えるような、無機質な音程。これって確か……。

　地震アラート。

　そう理解した瞬間、俺は弾はじかれたように水守を抱いて床に倒れた。

「ふあっ……！」

　水守の小さな悲鳴。直後、世界が揺れた。

　家具が小刻みに動く音。何かが床に落ちて割れる音。恐怖心で固く目を閉じてて周りがどうなってるかまるで分からないし、無理に動いたせいで腰がずきずきと痛い。けれど少しでも動けば水守が傷つくような気がして、覆い被さるような体勢のまま一歩も動けない。

　永遠に続くように思えた地震は、意外とすぐに収まった。

「びっくりした……。今の凄い揺れだったな」

　目を開けると、水守は息を吞のんだ表情でじっと俺を見つめるのみ。

「どうした？　水守、大丈夫か？」

「…………（こくこくっ）」

「そっか、怪我がなくて良かった」

　無言で頷うなずく水守。周囲を見ると、被害は大してなさそうだ。

　そこまで大きな地震じゃない、そう思った瞬間、緊張が解けて笑いが込み上げてきた。

「はは、怖かった。ほら、まだ手が震えてる。でもこれくらいで済んで良かったな」

「う、うん。ねえ、そろそろ……」

「ん？」

　なんだか、水守の瞳が潤んでいるような。

　そこで、やっと自分の状況に気づく。あと少しでくちびるが触れ合ってしまいそうな、水守を押し倒すような体勢。

　文字通り、その時の俺は跳び上がってたと思う。

「わっ……ご、ごめんっ！　そんなつもりはなかったんだけど……！」

「謝らなくていいのに。私のこと庇ってくれたんでしょ？」

「……まあ、水守に何かあったら大変だし」

「ん、そっか。ありがと」

　水守がはにかむような笑みを浮かべる。何か、不思議だ。大きな地震があったのに、水守は機嫌良さそうに微笑んでいた。

　スマホでＳＮＳを開くと、一番に地震速報が目に入った。タイムラインは地震の話題で持ちきりだ。

「最大震度５だってさ。俺らのとこはそこまで被害なかったけど、やっぱりかなり大きいみたいだ」

　ふと、メッセージアプリに通知があることに気づく。

　涼音からだった。『大丈夫ですか～!?』と慌てた風のスタンプと一緒に届いていた。つい頰が緩み、『心配してくれて悪いな。そっちは平気か？』と返信する。

　どうやら、水守も涼音からメッセージがあったらしい。涼音からのスタンプを俺に見せながら、

「良かった、涼音ちゃんも何もなかったみたい。ねえ、今日は早く家に帰った方が良いんじゃないかな。ご家族も里久君がいなくて不安だと思うし」

「確かにそうだけど、水守は大丈夫か？　ここはタワーマンションだし、さっきより大きい余震があったら避難とか遅れるんじゃ……？」

　水守は一人暮らしだ。安全だと確信出来るまでは、傍にいた方が良いんじゃないか。

「大げさだなぁ。避難が必要なくらい大きな地震じゃなかったみたいだし、私のことは気にしなくても大丈夫だよ？」

「でも……」

「それより、早く家に帰った方がいいよ。ご家族もきっと心配してるよ？」

　少しの間だけ躊躇ためらい、その言葉に頷いた。

「分かった。けど、何かあったらすぐに連絡してくれ。またここに来るから」

「里久君って心配性なんだね」

「むっ……悪いかよ。心配にもなるさ、水守のことなんだから」

「はいはい。見送ってあげるから、そろそろ行こ？」

　後ろ髪を引かれる思いで、水守と共に部屋を出る。

　考えすぎだ、水守が大丈夫って言うならきっと平気だよな。そう何度も自分に言い聞かせるものの、やっぱり胸のもやもやは晴れなくて……ふと、気になる光景に足を止める。

　なんか、エレベーター前に人だかりが出来てるんですけど。

　焦った顔をする住人の人たちはボタンを押すが、エレベーターはちっとも反応しない。

「もしかして、さっきの地震のせいか？　まさかエレベーターが止まるなんて」

「そういえば、ある程度の震度だと安全装置が作動するんだっけ。どうしよ、多分非常階段なら使えるようになってると思うんだけど……」

　じゃあ、それしかないか。遠くにある非常階段まで歩き出そうとして、その腕を水守が摑んだ。

「ま、待って。里久君、もしかして階段を使うつもり？」

「……？　だって、それしか方法ないんだろ？」

「そうだけど、里久君は大丈夫なの？　二〇階以上ある長い階段なんだよ？　……退院したばっかりなのに、無茶は良くないよ」

　あぁ、なるほど。水守は俺の腰の怪我を気にかけてくれてるのか。

　確かに、今の俺の腰はおじいちゃん並みに繊細だ。ただ降りるだけでも苦労する。

「これだけの高さだし大変だとは思うけど、まあ大丈夫だろ。慎重に行けば問題ないって」

「そんなの分かんないよ。里久君、骨折してたんだよ？　負担をかけたら完治まで長くなっちゃうし、最悪また入院することになるかも。だから絶対にダメ」

「いや、気持ちは嬉しいけどさ……」

「行くなら私を倒してからにして」

　少年マンガの敵キャラかな？

　水守って意外と大げさなんだな……なんて、他ひ人とのこと言えないか。心配性なのはお互い様だ。

「了解、階段は使わない。じゃあエレベーターが復帰するまで待つしかないか。参ったな、早く直るといいんだけど」

　なんて、もう少しだけ水守と一緒にいられそうだから、内心ほっとしてるのは秘密だ。

「あのね、一つ提案があるんだけど」

　ぽつり、と水守が口にする。

　どうしたんだろ。どことなく、そわそわしてるような。

「私は里久君に安全に帰って欲しい。でもエレベーターはいつ直るか分からない、もしかしたら終電が過ぎても直らないかも」

「あー、それは避けたいな。タクシー使うのもホテルに泊まるのも高校生には厳しいし」

「だよね？　それで、里久君はまた地震があるかもしれないから私を心配してくれたよね？　だから、私と里久君の心配事を一気に解決出来る方法があるんだけど、聞きたい？」

「そんな都合の良い方法があるのか？　それは凄いな、是非教えてくれ」

「うん。あのね、里久君」

　そして、水守は小悪魔のような笑みで口にした。




「──今夜、私の家に泊まらない？」




　………………えっ？

　今、水守は何て言った？

　私の家に泊まらない？　って──。

「い、いやいやっ！　流石にそれはまずいだろ！　ほら、俺たちってまだ未成年だし、風紀的にそういうの良くないんじゃ……！」

「今は非常事態なんだから仕方ないでしょ？　風紀委員長の流花だってこの状況を見たら、見逃してくれると思うけどなあ」

「いやでも、水守と一夜を過ごすなんて緊張でどうなるか俺でも分からないぞ!?」

「心配だから私の傍にいたい、って言ってくれたでしょ？」

　ぴたり、と俺は人形のように固まった。

「私も、もう里久君には怪我をして欲しくないの。たとえそれがわずかな可能性でも、ね。終電までにエレベーターが復帰したら帰ってくれてもいいから、それまで一緒にいて？」

　どこか期待をするような、水守の表情。

　……ずるい。そんな顔されたら、断れるはずがない。

　ゆっくりと、一度だけ深呼吸をした。

「分かった、もう少しだけ一緒にいるよ。一晩過ごすことも覚悟しとく。けど、エレベーターが直ったら帰るからな？」

「じゃあ、明日まで直らないようにお祈りしよっかな。ありがとね、里久君」

　大丈夫、慌てるようなことじゃないさ。

　手だって繫いだ、デートだってした。だったら彼女の家に泊まるくらい、恋人として自然なステップだ。

　……待てよ。恋人としての段階を正しく踏んでるっていうなら、お泊まりの次のステップは──そこで考えるのを止めた。頭が茹ゆで上あがりそうだったからだ。




　今晩のメニューは、カルボナーラにクリームポテト、ブイヤベースという洋風メニュー。特にブイヤベースがおすすめで、魚介類で旨うまみが変わるから最近こだわってるというのは水守の談。

　ただ、泊まることで頭がいっぱいで料理の味が全然分かんないけど。
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「里久君、さっきから緊張しっぱなしだね。初めてフーゾクに行く男の人ってこんな感じなのかな」

「ごほっ……！　なんつー例えを言うんだよ……」

　おかげで、ブイヤベースでむせる、っていう人生初の経験をしてしまった。いやまあ結構的確だったけど、だからこそ問題だというか。

　くす、と水守が笑みを零す。

「うん、そんな風にいつも通りの方が良いよ。せっかく初めて里久君と一つ屋根の下で夜を過ごすんだもん。私だってどきどきしてるんだよ？」

「その割には、水守はいつも通りって感じだけどな……」

　けど、少しだけ気が楽になったかもしれない。

　スープを口に入れると、トマトの酸味が口の中に広がる。イカや貝は柔らかく、その幸福感につい口元が緩んでしまう。

「やっぱり、水守の料理は美う味まいな。作ってくれてありがとう」

「どういたしまして。まあ、料理を作るのも、料理を食べる里久君を見るのも、好きでやってるんだけどね」

　そう口にする水守は、満更でもない顔をしていた。

　食事を終えて、システムキッチンの食洗機に食べ終わった食器を仕舞う。

　ちなみに、水守がタワマンで暮らして一番なくてはならない設備がこの食洗機らしい。ついさっき、人類が生み出した最大の発明だと真顔で熱弁していた。

　リビングでくつろいでいると、水守がぽつりと口にする。

「じゃあ、恋人っぽいことでもする？」

「いきなりだな……。何か、水守楽しそうだな」

「だって、里久君とは外でいちゃいちゃなんて出来ないでしょ？　こういう時くらいしか甘えられないし、せっかく夜遅くまで里久君と一緒にいるんだもん」

「相変わらず積極的だな……。一応聞いとくけど、たとえば？」

「とりあえずキスしてみる、とか」

　あまりの言葉にがくり、とうなだれる。

　そんな、とりあえず生、みたいに言われても。キスってそんな軽いノリでしていいものじゃないと思う。

「なんて、冗談だけどね。前も言ったけど、一回目は私が強引にしたから。次は里久君から、って決めてるもん」

「水守さ、どうせ俺が出来ないと思ってそういうこと言ってるだろ？」

「まあ、それが里久君の良いとこでもあるから。彼女の家に泊まるなんて、彼氏なら期待する人だっていると思うし。初う心ぶな里久君だから積極的になれるのかな」

　その言葉に、少し躊躇いながら口にする。

「じゃあ、こういう時女子はどうなんだ。その……水守も、期待するのか？」

「どうかな。女子だって、一線を越えても良い、って思う人だっていると思うけど。少なくとも、私は里久君ならいいかなって思ってるよ？」

「……それ、俺のことからかってる？」

「さあ、どっちだと思う？」

　かあっ、と顔が熱くなった。

　どうしよう。今なら、何をしたって許されるような気がする。手を握るくらいならきっと水守は拒絶しないだろう。ほら、行け。勇気を出せ。水守の家に泊まるなんて絶好の機会はもう二度とないかもしれないんだから──！

「そ、そういえばさ、彼女の家に遊びに行った時って卒業アルバム見るのがお約束だよな」

　はい、見事に逃げました。

　臆ヘ病タ者レとでも何とでも好きなように呼んでくれ。俺だってそう思う。

「もう水守の家には何度も来てるけど、中学の頃の水守って見たことないし一緒に卒業アルバム見てもいいかもな」

　……？　どうしたんだろう。水守、驚いたように固まってる。

　そこまで考えて、やっと気づく。

　水守は今まで、一度も中学時代のことを語ったことがない。

　何故なら、それは水守の噂に関することだから。水守に悪い噂が流れる理由、水守が噂を否定しない理由。それを誰にも知られないよう、水守は頑かたくなに過去を秘密にしていた。

　そして、俺は無自覚にも水守の過去を知りたいと口にしてしまっている。

「わ、悪い。嫌なら無理にとは言わないから」

「……ううん、別にいいよ？　えっと、アルバムって何処にあったかな」

　拍子抜けするくらいあっさり、水守は頷いた。

　俺がぽかんとしていると、水守は別室へと行った。一〇分くらい経たっただろうか、戻ってきた水守が手にするのは、高級そうな装丁をしたアルバム。

「待たせちゃってごめんね、適当にクローゼットに押し込んでたから探すのに時間かかっちゃった」

「いや、それは全然良いけど。水守は大丈夫なのか？」

「大丈夫、って？」

「だって、水守って昔のこと喋りたくないみたいだから。中学の頃の水守を見たいなんて、困らせちゃったかなって……」

「まあ、ちょっと抵抗はあるかな。でもいいの、里久君だって観覧車に乗った時、過去のこと話してくれたから。私のことは気にしないで」

　水守が卒業アルバムをテーブルに置く。表紙に書かれた学校名を見て、俺は絶句した。

　聖せい光こう女学院中学校──県内で屈指のお嬢様学校だ。

「噓だろ、水守って聖女の卒業生だったのかよ!?」

「まあね。びっくりした？」

　俺の県で暮らしてる生徒で、聖女を知らない奴なんていない。偏差値は県内トップであり、中学の段階で第二外国語を学ぶという。伝統を重んじるが故に厳格な校則が残っていることでも知られ、聖女を卒業したこと自体がステータスになるくらいの名門校。

「一応確認するけど、これも俺をからかうための小道具とか……？」

「信用ないなぁ。こんな手の込んだことしないってば」

「いやでも、水守ってお嬢様って感じ全然しないから。どっちかっていうと、その……男の扱いが上手い小悪魔、っていうか……」

「男の扱いじゃなくて、里久君の扱いが上手いって言って欲しいけどな。これでもちゃんとお嬢様してたんだから」

「堂々と童貞を殺す服を着る人をお嬢様とは呼ばないと思うけど」

「お嬢様である前に、私は里久君の恋人だから。照れる里久君を見るためなら恥ずかしい格好くらい平気だよ？」

　こっちが動揺しそうになる言葉をはっきり言わないで欲しい。

「あれ、だけど聖女って確かエスカレーター式だよな。ってことは……」

「高等学校には進まなかったんだ。中学の時、色々あったから」

「……そっか」

「何があったか訊かないんだ？」

「水守は話したくないんだろ？　だったらそれで良いよ」

　もちろん、その色々を知りたいという気持ちはある。けど、水守の秘密に無理やり足を踏み入れる権利なんて誰にもない。

　こうしてアルバムを見せてくれるだけでも、きっと相応の覚悟は必要だったはずだ。それだけでも十分以上に嬉しい。

「なるほどな、だからこのタワマンに住めるわけだ。聖女っていえばとにかく学費が高いことで有名だもんな」

「娘に不便な思いはさせられない、ってパパが勝手に契約してたんだってば。私はもっと安い部屋でも良かったのに」

「でも、それくらい娘のことを心配してるってことだろ？」

「……うん。一人暮らしさせてくれて、パパとママには感謝してる。二人には迷惑もかけちゃってるし」

　名門学校を辞めて一人暮らしをせざるを得ないほどだ、きっと余程の理由があったんだろう。それでも両親と仲が良くてほっとした。

　アルバムを開くと、文化祭や修学旅行のワンシーンを撮影したいくつもの写真が載っていた。それらの写真をざっと見渡し……見つけた。

　聖女の制服を着た、中学時代の水守。

　文化祭の準備だろうか、水守は筆を片手に看板に着色をしていた。周りには同級生の女子が何人も手伝っていて、その誰もがカメラに向けて楽し気に笑っている。もちろん、水守だって。

「あっ、懐かしいなぁ。これ、クラスで喫茶店をした時にみんなで作ったんだ。この後ペンキ零しちゃって大惨事だったんだよね」

「……そうか。なんか、青春してるな」

　きっと、この頃の水守には多くの友達がいたのだと思う。

　今みたいに一人ぼっちなんかじゃなくて、俺や涼音や来栖さんみたいに水守に好感を持った生徒がたくさんいたはずだ。じゃないと、こんな風に笑えるはずがない。

　他人の彼氏を奪うとか、男なら誰でも良いとか。水守にそんな噂が流れるのが、やっぱり俺には到底信じられない。

　……いや、暗い考えは止めよう。そういうの水守に悪いし。

「けど、聖女って文化祭とかするんだな。お嬢様学校っていうからもっと厳しいものだと思ってた」

「お堅いからこそ、年間行事で羽目を外してるって感じかな。それに、名門でも隠れて悪いことやってる生徒もいたしね」

　言いながら、水守は写真のとある生徒を指さす。

「この娘は校則で禁止されてるのに、他校の生徒と恋愛してたみたいだし。あと、他の生徒はスマホを持ち込んだり、こっそり髪型を変えてたりしてたかな」

「それ全部校則違反って凄い世界だな……。じゃあさ、水守がどんな生徒だったか知りたいし寄せ書きを見てもいいか？　えっと、ページは──」

「別に良いけど、面白くないと思うよ？　メッセージなんて誰も書いてないから」

　ページをめくろうとした手が、固まった。

「卒業の頃にはもう、誰も私と関わろうとしなかったから。今の学園生活と大して変わらないかな。何となく想像つくでしょ？」

「……そっか」

　やっぱり、中学の時に何かあったのか。

　そう思うと同時に、俺は水守に微笑んでいた。

「なら、俺とあんま変わらないな」

「えっ？」

「俺も当時友達なんて全然いなかったからさ、寄せ書きを書いてくれる奴いなかったんだよな。流石にその時は結構寂しくて、でも書いてくれとも言えないから冗談混じりに涼音にだけ話したんだ」

「涼音ちゃんに……？　それでどうしたの？」

「ページが埋まりそうなくらいでっかく、卒業おめでとうございます、って書かれた。良かったら俺も水守のアルバムに書こうか？」

「……それ、一年と数ヵ月くらい遅いかな。私、とっくに中学卒業しちゃったから」

　呆れたような水守の笑顔。うん、やっぱり水守は笑ってる方が似合ってる。

　ページをめくり、日常を過ごす聖女の生徒たちを眺める。探すのはやっぱり水守の姿だ。ほとんど知らない水守の過去。その姿を見つけるだけで、ほんの少し水守に近づけるように思えた。

　あった。中学時代の水守の写真。これは修学旅行だろうか、水守がカメラに微笑みを向けて観光地を歩いている。

「……あれ？」

　その水守の隣には、一人の女子生徒がいた。

　大人しそうな、優し気な女の子だった。水守に手を引かれるように仲なか睦むつまじく肩を並べていて、はにかんだ笑顔を水守に向けていた。

　さっきの文化祭とは違う、水守とその娘だけの二人きりの写真。

「なあ、水守。この娘と仲良さそうだけど、もしかして友達──」

　そう、俺が言葉を口にしようとした時だった。




　まるで奪い取るように、水守がアルバムを閉じた。




「えっ──」

　予想外の行動に言葉を失い、水守に視線を移す。

　その一瞬見えた水守の表情は、今まで見たことがないくらい強こわ張ばっていた。

「……あ、あはは。今のは気にしないで。えっと、もう卒業アルバムは十分だよね。次は何をしよっかなぁ」

　部屋へ去ろうとする水守に、胸のざわざわが止まらない。

　もしかして水守は、あの少女の存在を俺に隠しておきたかったのだろうか。多分、卒業アルバムに写真が載っていることを忘れて俺に見せてしまったのだと思う。でなければ、水守があんなに動揺するはずがない。

　じゃあ、どうしてあの大人しそうな女の子の存在を秘密にしたかったのか。それは分からない……だけど。

　今まで、水守が自分の過去を隠していた理由。その片へん鱗りんを見たような気がした。




　時刻が一〇時を回っても、エレベーターは直る気配はなかった。

　スマホで調べてみると、地震が大きかった場合技術者が点検をする必要があるのだが、病院や公共施設が優先されるらしい。いつ技術者がこのマンションに来るか、誰にも分からないようだ。

「やっぱり、エレベーターは動かない？」

　ふと、その声に顔を上げる。

　そこにいるのは、パジャマに着替えた水守だ。俺より先に風呂に入った水守はもう上がったらしく、手入れをしたばかりの髪はさらさらで、湯上がりの頰は上気している。

　初めて見るパジャマ姿に見とれたのは一瞬、俺は慌てて目を逸らす。

「あっ、うん。あれから余震がないのは良かったけど、やっぱり水守の家に泊まることになりそうだ」

「そうなんだ。里久君もやっと覚悟を決めたみたいだね？」

　卒業アルバムの例の写真を見た時は空気がひりついたけど、ご覧の通り水守はいつも通りに戻っていた。お風呂で気分転換出来たのか、それともただ感情を表に出さないようにしてるのか。前者だと良いな、と思う。

「お湯が冷める前に、里久君もお風呂に入ったら？」

「ああ、悪い。浴室借りるよ。……ただ、シャワーだけにしとこうかな。水守が入った後に使うのも悪いし」

　というより、初めから湯船を使う気がなかったから水守に先に入ってもらったんだけど。

「私に悪いって、どうして？」

「いや、だって女の子はこういうの嫌だろ。自分が入った後に男が湯船を使うとかさ」

「知らない男の人ならね。でも、里久君は彼氏だから全然平気だよ？　そんなの気にしなくていいのに」

「いや、でもシャワーだけにしとくよ。やっぱり水守に悪いし」

「……そっか。じゃあ、シャンプーを使うなら青色のボトルがおすすめ。他のは女性向けで里久君に合わないと思うから」

「分かった、ありがとな」

　いつも髪が綺麗だし、こだわりとかあるのかな。とりあえず泡立てば何でも良い俺からすれば使うのも恐縮するな……。

　数十分後、シャワーを済ませると水守が、

「今日の寝る場所なんだけど、私のベッドでも良い？　一晩寝るにはソファは小さいし、床なんて絶対に無理だもんね」

「まあ、そうなるよな。俺は構わないよ。泊めさせてもらってるんだから、水守がベッド使うのは当然だよな。俺は床でも問題ないぞ」

「……？　里久君、何か勘違いしてない？　ベッドを使うのは里久君の方だよ。腰を怪我してる人をソファや床で寝させるわけないでしょ？」

「えっ？　いやでも、そしたら水守が……」

「そんなの心配しなくてもいいのに」

　にこりと笑い、水守はさも当然のように言う。

「私、ベッドじゃないと寝れないんだ。だから、里久君と一緒に寝れば解決でしょ？」

　おい、おいおいおいおい……！

「い、いや、それはいくら何でも……」

「どうして？　私のベッドけっこう大きいから、里久君がいても余裕だと思うけど」

「サイズの問題じゃないって。未成年の女の子が、男子と一緒に寝るべきじゃない」

「そうだね、知らない男子ならそうだと思うよ。でも里久君は彼氏でしょ？　むしろ、そうやって気を遣われる方が嫌なんだけどな」

　ぐい、と水守が俺に詰め寄る。

「それに、里久君は私のこと拒絶しないんじゃなかったの？」

「うっ……」

　痛いとこ突いてくるな……。確かに水守の言う通りだ。一緒に寝て欲しいというのが水守の頼みなら、俺は極力受け入れるべきなんだろう。

「あ、ああ。分かった。これも仕方なく、だよな。また入院なんて笑えないしな」

「ん、分かればよろしい」

　むっとした表情で、水守はリビングに座るのだった。

　……水守さん、もしかして不機嫌になってる？




　それから数時間のことは、寝る時のことで頭がいっぱいでろくに覚えていない。

　そして今、俺はベッドを使うために水守の寝室にいた。

「…………」

　初めての水守の寝室に、妙に緊張してしまう。

　きちんと整理されたデスクや本棚に、ぬいぐるみが飾られた壁掛けラック。水守って鞄に熊とかリボンのアクセサリー付けてるし、結構ファンシーなものが好きなのかも。

「水守って、結構ぬいぐるみ集めてるんだな」

「ちょっと子どもっぽいけどね。昔から可愛いものが好きで捨てられずにいるんだ。抱いたまま寝ることもあるけど、今日はしないかな。代わりに里久君を抱きしめればいいから」

　……危ない。今の、もうちょっとで照れが顔に出るとこだった。

　ま、まあ、今度プレゼントするかもしれないし、どんなぬいぐるみがあるか覚えとこうかな。ちなみに、案の定というか一番多いぬいぐるみは猫だ。

「里久君、こっちに来て？」

　ベッドに腰かけた水守が、ぽんぽんと布団を叩く。その眼まな差ざしは絶対に逃げるなよというプレッシャーすら感じる。

「あ、ああ」

　ベッドに潜ると、背中越しにもぞもぞと動く気配。水守もベッドに入ったのだろう、同時に胸の高鳴りが激しくなる。

「おやすみ。また明日、だね」

「……うん。おやすみ」

　水守がリモコンを操作し、部屋の灯あかりが消えた。

　寝返りでも打てば水守と密接してしまうくらいの至近距離。部屋は無音なのに、耳元で鳴ってるのかと思えるくらい心臓の音がうるさい。

　こんなの、眠れるわけない。

　けど、水守の良い匂いが鼻をくすぐっていて、ずっとこうしていたい……なんて、口にしたら水守に嫌われるだろうか。

「ねえ、もう寝た？」

　ぽつりと、水守の呟つぶやくような声。

「私はもう少し起きてたいかな。なんかね、不思議と落ち着くんだ。里久君の匂いがするからかな……なんて言ったら、笑う？」

「……笑わない。俺も水守の匂いがするって思ってた」

「ん、そっか」

　もしかして水守も寝れないのかな、なんて思った時だ。

　突然、水守が俺の手を握った。

「っ！　み、水守？　いきなりどした……？」

「逃げられないように、里久君と手を繫いどこうかなって。ほら、私が寝た時にこっそりベッドから抜け出すかもしれないでしょ？」

「そんな理由かよ！　信用ないなぁ、俺」

「……多分、寂しいのかな。里久君に距離を置かれてるな、って思うことがあるから」

「……水守？」

　背中越しだから、水守がどんな表情をしてるか俺には分からない。けれど、その声は切なそうだった。

「さっきのお風呂もだけど、里久君は私を避けてるような気がするから。初めの頃みたいに形だけじゃなくて、今はちゃんと付き合ってるのに」

　多分、水守の言う通りだ。水守に嫌われたくなくて、俺は過剰に気を遣っているのだろう。まるで傷つくことを恐れて距離を置くヤマアラシのように。

「なんて、ごめんね。里久君が女の子苦手なこと、知ってるのに。それに、里久君だって頑張ってるのにこんなこと言っちゃダメだよね」

　背中から伝わる、水守のぬくもり。

「私のためにお洒落な服を着たり、地震の時に庇ってくれたり、里久君が私のことを大切にしてくれてるって分かってるはずなのに。もっと私を見て、なんて里久君からすれば迷惑だよね」

「……そんなことないよ、水守の気持ちも分かるし。俺だって自分のこと恋愛下手な臆病者だって思うから」

　だからこそ、少しでも水守への抵抗を失くすように特訓だってした。水守を照れさせる、っていう目標だって達成出来た。

　……だけど、まだ水守を不安にさせているというなら。

　俺は、水守に伝えるべきなのかもしれない。

　これからも、水守の彼氏であるために。

「あのさ、水守。ずっと隠してたことがあるんだ。……どうして、俺が異性が苦手なのか」

「里久君……？」

　いつもと違う雰囲気を感じ取ったのだろうか、水守の不思議そうな声。

「それは、観覧車に乗った時話してくれたでしょ？　女の子に好かれるより嫌われることの方が多かった、って」

「そうだけど、俺の中でちゃんときっかけがあってさ。それは黙ってたんだ。……カッコ悪いところなんて、水守に知られたくなかったから」

「それを私に話してくれるの？　……無理しなくてもいいんだよ？」

「別にいいよ、昔の話だし。それに、水守には知ってて欲しいんだ」

　それは涼音しか知らない、忘れられない俺の思い出だ。

「俺さ、中学の頃に女の子と付き合ってたことがあるんだ」

　言った瞬間、ぱっと部屋の灯りが点ついた。

　何事かと振り返れば、いつの間に立ち上がったのだろう。むすっとした顔で仁王立ちする水守が、そこにいた。

「み、水守……？」

「里久君、ちょっとそこ正座。今の話詳しく聞かせて。朝まで話し合いしなきゃ」

「ま、まあまあ。ちょっと落ち着こうか？　なっ？」

「だって話が違うもん。里久君、今まで恋人なんていなかった、って言ってたよね？」

　あかん、目が本気だ……！

「いや、水守が初めての彼女って言うのは噓じゃないんだ。だって、その時の女の子と付き合ってるって思ってたの、俺だけだったから」

「……どういうこと？」

　灯りが点いたまま、水守は再び俺の隣で横になる。

　俺は壁側に目を向けるよう姿勢を変えた。こんな話、水守を見ながら話すなんて無理だ。

「その娘は学校でも可愛いって評判の女の子で、男子からすごく人気があったんだ。俺もその一人でさ、初めて会った時からずっとその娘のこと気になってた」

　思えば、異性をあんなに意識したのは、あれが初めてだったかもしれない。

「で、どうせ無理だよな、とか思いながら無謀にも告白したら、奇跡的にオーケーされたんだ。私も気になってた、なんて言ってさ」

「……やっぱり、付き合ってるように聞こえるんですけど」

「その時はな。俺だって憧れの女の子と恋人になれて夢みたいだ、って浮かれてた。……実際は全然違ったのに」

「違った？」

「俺はただ、利用されてただけなんだ。その娘にとって俺は彼氏なんかじゃなくて、奴隷だった」

　口にして、胸がきゅっとした。

　思い出す。記憶から消したいのに忘れられない、心に焼き付いた傷跡。

「ずっと付き合いたかったからさ、その娘のためなら何でもした。服とかコスメとか贈ってその娘がありがとうって言ってくれるだけで、彼氏として胸を張れる気がした。

　その娘も賢くてさ、何かを欲しいなんて絶対に言わないんだよな。この服が素敵だとか一言言えば、俺が買うんだから」

　──ありがとう。里久って優しいね。

　その娘にそう言われるだけで、自分が特別な存在に思えた。本当、大した女の子だ。その一言が、俺にどんな要求でも叶えさせるパスワードだって理解してたんだから。

「その娘の期待に応えることが彼氏の甲斐性だって思ってた。実際は、その娘はただの財布くらいにしか思ってなかったんだろうけど。

　何しろ、その娘と恋人らしいこと一切したことなかったから。手だって繫いだことなかったんだ」

「……うん」

　水守は、ただ相あい槌づちを打つばかり。俺の話を肯定も否定もしないでただ聞いてくれる、そんな水守がたまらなく嬉しい。

「一度だけ、もう無理だってその娘に反発したらさ、デートの途中なのに帰られてさ。そこで目を醒さませば良かったのに、別れたくないなんて思っちゃったんだよな。

　だから、明らかに中学生の限度を超えてたけどその娘に従い続けた。無理に笑って、彼氏だから仕方ないなんて言い聞かせて。ただ嫌われることが怖かっただけなのにな」

「ん、そうなんだ」

「でもさ、嫌われるも何も、その娘は俺のこと何とも思ってなかったんだ。だって、いつの間にか他の男子と付き合ってたんだから」

　水守の相槌が、止まった。

「その娘からすれば、俺と付き合ってるなんて意識すらなかったんだろうな。別れよう、なんて言葉もなかったし」

　その娘が手を繫いで歩いてたのは、俺とは比べものにならないくらいクラスで人気の男子生徒だった。

　どうして、俺以外の男子と手を繫いでるんだろう。彼氏は俺のはずなのに。

　呆ぼう然ぜんとする俺に気づいた、その娘の瞳。憐あわれみだとか同情だとか侮蔑だとか嘲笑とか、そんなものは一切なかった。

　何の感情も込もっていない、冷めた瞳。

　その瞬間、その娘の世界にとって、俺は何の価値もないのだと思い知らされた。

「本当のこと言うと、利用されてるって薄々気づいてたんだ。だっておかしいだろ、その娘が別の友達を見つけた時とか俺と別行動するのに、代金だけは俺が払うんだから。

　でもさ、認めたくなかったんだ。その娘のこと、好きだったから。

　いっそ嫌いだとか、興味ないって言ってくれた方がずっと楽だった。それでも、その娘は俺のことを優しいなんて言うから。馬鹿みたいにその言葉にしがみついてた。

　結局、最低の終わり方だったけど。捨てられたどころか、初めから付き合ってすらいなかったんだよな」

　息苦しさに、ゆっくりと深呼吸をする。大丈夫、すぐ傍に水守がいてくれてる。

「それから、女の子のことが怖くなった。いつだって、損をするのは恋をした方だから。傷つきたくないから異性から逃げ続けてたんだ」

「……そっか」

「でも、一人だけやけに声をかけてくれる女子がいてさ、それが涼音だった。あいつとは委員会が同じで元々接点があったんだけど、見てられないくらい落ち込んでたんだろうな。止めてくれって言ってんのに飯とか誘おうとするんだよ」

「……良い子だね、涼音ちゃんって」

「涼音には感謝してもしきれないよ。その時の俺に関わろうとする生徒なんて、涼音くらいだったし」

　──だって先輩、目を離したらどっか遠くに行っちゃいそうな顔してますもん。

　平然とそう言う涼音に、なんだよそれ、って内心で呆れたことを覚えてる。

　特別深い関係でもないのにしつこく付き纏うところが涼音らしいというか。そのおかげでここまで仲良くなれたんだけど。

「だからさ、今まで彼女がいないって言葉、噓じゃないんだ。あんなの、付き合ってたなんて言えないから。告白を受け止めてくれたのも、デートをしたのも、彼女が出来たのも。全部、水守が初めてだよ」

「……うん」

　若干の沈黙の後に、水守が囁ささやくように口にした。

「どうして、そんな昔のこと話す気になってくれたの？　里久君にとって、忘れたい思い出のはずなのに」

「そうだな……水守に安心して欲しかったから、かな」

　ほんと、背中越しで良かった。こんな言葉、水守を見ながらだったら絶対口に出来ない。

「水守の言う通り、俺は臆病なくらい水守と距離を置いちゃってるんだと思う。けど、それは水守が嫌いなわけじゃなくて、過去に嫌な出来事があったからだって知ってて欲しかったんだ。……だからさ」

　迷うことなく、はっきりと口にする。

「俺も、水守の彼氏として一緒にいたいから。もうちょっとだけ待っててくれないかな。俺も頑張るから」

「……里久君はもう、十分頑張ってるよ。自分を変えるために行動してるの、傍で見てて凄く伝わってくるから。むしろ、過去と向き合わないといけないのは──」

「……水守？」

　不意に水守が口を閉ざし、思わず振り返りそうになる。むしろ過去と向き合わないといけないのは──その先に続く言葉って何だ？

「ねえ、里久君。そういえば、私の罰ゲームまだだったね」

「罰ゲームって……ああ、最後のババ抜きの」

「うん。地震でうやむやになったけど、負けは負けだし、ちゃんと罰ゲームは受けなくちゃダメだよね」

　突然、水守は何を言い出すんだろう。

　そう、疑問を抱いたのは一瞬だ。

「だからね──噂の真実、教えてあげる。この世界で誰も知らない、私だけの隠し事」

　銃弾で胸を撃ち抜かれたように、硬直した。

　水守は今、なんて言った？　私だけの隠し事って……。

「誰にも言わないって、約束してくれる？　流花にも涼音ちゃんにも絶対に内緒にして欲しいんだ。里久君だから、話すんだよ？」

「……分かった、約束する。水守が秘密にして欲しいっていうなら、誰かに脅されたって話さない。絶対に」

　こんなの、水守は軽々しい気持ちで口になんてしない。それくらい、その秘密ってやつは水守にとって重い。

「里久君だって気になってるよね？　ヤリマンとか、ビッチとか、それに中古だっていう学校の誰もが知ってる私の噂」

　ほんの一拍、無言になる。

　その静けさはまるで永遠のように思えて……やがて、水守が口にした。

「あれね、全部噓──そんな経験、したことないんだ」

　気がつけば、俺は弾かれるように起き上がり、水守を見つめていた。

　心の底からこみ上げてくるように、自然に言葉にしていた。

「良かった──本当に、良かった」

「ほっとした？」

「……ああ、正直凄くしてる。水守は好きでもない男と寝る女の子じゃない、って信じてたけど、それでも不安になる時もあったから」

　無論、もし噂が真実だったとしても、俺の水守への想おもいは変わらない。

　けれど、どうして水守は噂を否定しないのか。そんな疑心に圧おし潰つぶされそうな夜もあって。やっと水守が秘密を教えてくれたことが、何より嬉しい。

「今まで黙っててごめん。里久君、不安だったよね？」

「いや、別にいいよ。今こうして話してくれたんだし。……でも、どうして隠すんだ？　噂が噓ならそんなことする理由無いと思うけど」

「たとえば、だよ。学校の生徒が、水守結衣は中古のロクでもない女だー、なんて言ったら里久君は絶対に庇うでしょ？　水守がそんな事実は無いって言ってたぞ、って」

　多分、言うと思う。噂の真偽が分からないなら耐えるしかないけど、真実を知った今ならはっきりと否定するだろう。

「里久君は絶対に私の味方をするから、言えなかったの。……たとえ真実と違っても、ヤリマンとかビッチっていう悪い噂を否定出来ないから」

「悪い噂を否定出来ない……？」

「だからもう一度言うよ。私の噂が間違ってるってこと、誰にも言わないで。他の人が、水守は貞操観念の欠けた中古だって言ってても、我慢してて欲しいの」

「えっ？　でも噂は噓なんだろ？　どうしてそんなことを……？」

　けれど、水守は目を逸らし迷う素振りを見せるだけ。

　ああ、そっか。水守にはまだ、俺に話せないことがあるのか。

「分かった、水守がそうして欲しいならそうする。理由だって無理には聞かない」

「……いいの？　私、呆れるくらい自分勝手なこと言ってるよ」

「別にいい。水守にも事情があるはずだし、誰かを傷つけるためじゃないはずだから」

　思わず、頰が緩む。

「それにさ、今まで隠してた秘密を教えてくれただけでも嬉しいんだ。本当は、俺に打ち明けることだって水守にとって都合が悪かったんだろ？　なのに頑張って話してくれた水守を責められないよ」

「……里久君に嫌われるの、怖かったから」

　突然の言葉に、自分の耳を疑った。

「水守……？」

「こんな悪い噂ばっかりなのに何一つ否定しない彼女なんて、いつ見捨てられても不思議じゃないもん。ある日突然里久君に愛想を尽かされるんじゃないかってことばかり考えてて……そんなの耐えられないから。ずっとほんとのことを話したかったんだ」

　それは、俺をからかってばかりの水守からは想像も出来ない弱々しい言葉。

　そういえば以前、似たような言葉を水守から聞いたことがある。

　俺がまだ入院してた頃、水守が俺の反応を楽しむためにわざと口にした弱音。

　──だって、彼氏に大切なことも話せない彼女なんて、サイテーだから。里久君が愛想を尽かして別れたいって言っても、不思議じゃないなって。

　あれは、本心だったんだ。

「そんなこと思ってたのか……？　俺が水守を嫌うとか、心配し過ぎだろ。俺にはもったいないくらいの女の子なのに」

「そんなこと全然ないよ。……私は、里久君が思ってるほど綺麗じゃないから。だから、あんまり私に期待しないで。いつかきっと幻滅するから」

　その言葉は、まるで凶器のように胸に突き刺さった。

　もっと訊きたいけれど、きっと水守は話せないのだろう。誰にも語れないからこそ、水守はこんなに苦悩してる。

「だからね、里久君が純情で良かったって思ってるの、本心だよ？　里久君が奥手だからこそ、私は強引になれるんだ。……だから、私にからかわれて里久君が恥ずかしがってくれる瞬間が一番好き。私のこと、恋人として見てくれてるって実感するから」

　自分でも不思議なくらい、その言葉は自然に胸に落ちた。

　水守にとって、俺をからかうのは恋人同士であるという証明で。俺が照れたり顔を真っ赤にする度に水守は小悪魔のような笑みを浮かべていたけれど、その笑顔の裏でほっとしてたのだと思う。

　だから、水守はやけに俺に構ってくるんだ。

「里久君は初め、私のことを心配して好きじゃないのに付き合ってくれたでしょ？　こんな悪い噂が流れる女子なんて、放っておいてもいいのに。……そんな優しい里久君だから、離れたくないのかな」

　いつか、来栖さんは水守を俺と同じヤマアラシだと喩たとえていた。その時は、俺と水守は真反対でそんなはずない、って思ってたけど今なら分かる。

　水守は、俺に嫌われることを怯おびえていた。

　愛想を尽かされたくないから距離を縮めて、少し離れただけで不安になるからまた近寄る。何度もそのジレンマを繰り返している。

　俺も水守も、相手に傷つけられることを恐れるヤマアラシだ。

「なんて、ダメだね。こんなこと言ったって、里久君困るだけなのに。……今夜のことは忘れて。明日になったら、いつも通りの私に戻ってるから」

　顔を背けるように水守が姿勢を変える。ベッドに寝転ぶその肩はあまりに小さくて、抱き寄せれば壊れてしまいそうな儚はかなさすらあった。

　今夜のことは忘れて欲しい──本当に？　それが正しいのか？

　水守の臆病な心を見なかった振りをして、何にもなかったようにこのまま眠って。それが水守のためになるのか？

　違うだろ、そうじゃないだろ。

　俺が水守のために出来ることは、他にあるはずだ。

「なあ、水守」

　水守に嫌われるのが怖い。水守に疎まれるのが怖い。水守に嘲笑されるのが怖い。そうやって怯えるのは、もううんざりだ。

　今だけは、この一夜だけは──水守の彼氏らしくありたい。

「少しだけ、身体からだを起こしてくれないか？」

「……？　どうして？」

　不思議そうに水守は起き上がり、その瞬間、俺は人生で一番緊張したかもしれない。

　水守の肩を抱き寄せたから。

「～～～っ!?　り、里久君……？」

　水守を抱いたまま、ぼふん、と一緒にベッドに倒れる。

　動揺なんてしない。水守を照れさせるために、真顔の練習なら何度もしたんだから。

「俺に愛想を尽かされるのが怖いなら、何度だって抱きしめるから。だから、そんな寂しいこと言わないでくれ。こんな言葉、今しか言えないけど──」

　頰を染める水守の瞳を、じっと見つめる。

「このまま離したくないくらい、水守のことを愛してるから」

　息を吞んだように水守は俺を見つめていて……やがて照れ隠しなのか、恥ずかし気に目を逸らす。

　そういえばこの間、寂れた部室でどっちが先に目を逸らすか勝負したっけ。惜しいな、今なら俺の勝ちなのに。

「……も、もうっ、止めてよ。いつもはこういう時照れるくせに、真剣な顔でそんな恥ずかしいこと言うんだから」

「これでも、ちょっとは努力したからな」

　水守を抱き寄せることも、好きだと伝えることも、いつもなら恥ずかしくて到底俺には出来なかったことだ。

　けど、それで水守の不安を拭えるなら──。

「……でも、そっか」

　水守の両手が、そっと俺の手を包む。

「里久君にこんな風に抱き寄せられるなんて、想像もしてなかったな──こんなに心が穏やかなの、久しぶりかも」

　はにかむように、水守が微笑む。

「ねっ、少しだけこのままで寝てもいい？　なんだか、気持ちよく寝れそうな気がするの」

「……俺は全然構わないけど」

「ありがと、里久君」

　そして、水守は瞼まぶたを閉じる。あどけない横顔と、手のひらに伝わる水守の体温。

　俺は、少しは水守の彼氏らしくなれただろうか。
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　女の子が怖いのは今でも変わらなくて、きっと距離を置こうとしてしまう時だってあると思う。また水守を不機嫌にさせてしまうことだってあるかもしれない。

　ただ、それでも。

　少しずつ、少しずつ。水守に寄り添いたい──そう強く思った。




　覚えていないけれど、とても幸せな夢を見たような気がする。

　ぼんやりした頭をもたげると、カーテンの隙間からは朝日が零れていた。随分と寝た気がするけど今は何時だ？　っていうか、俺の部屋にしては全体的に可愛いような。

　ああ、そうか。水守の部屋に泊まったんだっけ。それで一緒に寝ることになって──。

　──このまま離したくないくらい、水守のことを愛してるから。

「……～～～っ!?」

　思い、出した──昨夜、水守にあんな言葉を言ってしまった。

　おお、おおぉぉおおぉ……！

　よくあんな恥ずかしい言葉を真顔で言えたな!?　いやまあ、本音には違いないんだろうけど、羞恥心で気絶しててもおかしくなかったぞ……！

　まずい、動揺しっぱなしだ。とりあえず、水でも飲んで落ち着こう。

　立ち上がろうとした時だ。右腕に違和感を覚えて、その場で固まる。

　なんだろ、このくらくらしてしまうくらい柔らかい二つの感触。

　そう思って視線を移し、啞あ然ぜんとする。

　まるでぬいぐるみでも抱くように、眠っている水守が俺の腕に抱きついていた。

「み、水守っ……!?」

　その瞬間思ったのは、水守が寝ててくれて良かったということ。起きていたらきっと、真っ赤になった俺をいじり倒していただろう。

　あまりに穏やかな寝顔に、俺は驚いたままそーっと横になる。

「あ、あのさ。もしかして、まだ寝てる？」

　けれど、水守は小さな寝息を立てるのみ。

　参った、起きられない。

　なんか、猫に膝の上に居座られた時と同じ気分。とても困るのだけど、まだこの至福に浸っていたいというか。

「もういっそ、水守が起きるまでこのままでもいいかもな……」

　ふと思う。ぐっすり寝てるみたいだし、今ならふにふにしてそうな頰を突っつくくらいしても、バレないんじゃ……い、いやいや。何を考えてんだ俺は。

　せめて布団をかけ直してあげようと思い、空いた方の手を伸ばす。と、体勢が悪いせいか偶然水守の肩に触れてしまい……わずかに、水守の肩が跳ねた。

　……んん？

「なあ、水守。もしかして寝たふりしてない？　だって今、明らかに肩が動いたよね？」

「…………（すうすう）」

「起きないなら引ひっ剝ぺがすけど」

「……残念だな。もうちょっとだけ、このままでいたかったのに」

　上目遣いで、水守がくすりと笑った。

「やっぱり確信犯か」

「里久君と一緒に寝る機会なんて、滅多にないから。それに、里久君だって昨夜言ってくれたでしょ？　私のこと離したくない、って」

「っ!?　い、いや、出来ればあの台詞は聞かなかったことにして欲しいんだけど……！」

「だーめ。だって、あの里久君の言葉がずっと頭に残ってて、しばらく眠れないくらいだったもん。絶対に忘れられないよ。それとも、あの言葉は私を慰めるためだけの噓だった？」

「……いえ、本心です。はい」

「ん、そっか」

　水守は満足そうに笑い、ベッドから立ち上がる。俺は羞恥心を誤魔化すように口にした。

「エレベーター、もう直ってるかな」

「どうかな、もう動くようになってても不思議じゃないけど。……まあ、でも」

　朝日に照らされた、優しい水守の微笑み。

「まずは、朝ご飯でも食べない？　今から作ってあげるから」

「……はは、そうだな。水守の朝食かぁ、楽しみだな」

　彼女に嫌われることを恐れて距離を取る俺と、彼氏に愛想を尽かされるのが怖くて距離を寄せる水守。俺たちは傷つくことに怯えるヤマアラシと同じで、だからこそ互いの正しい距離が分からない。

　ただ、それでも。昨日の夜のように。

　俺と水守が寄り添うことを諦めなければ、いつかきっと二人だけの距離が見つかる。

　そんな気がした。





三章　水み守もりさんと十と神かみ里り久くは繫がりたい







　水み守もりと一夜を過ごしたあの日から、一ヵ月が経たったある日。

　十と神かみ君って、結ゆ衣いへの接し方が変わったわよね。

　高校二年の夏休み。突然、来くる栖すさんからそんなメッセージが届いた。

『どうしたんですか、藪やぶから棒に』

『定期的に十神君のことは結衣に聞いてるから。ほら、風紀委員としては二人が爛ただれた関係になってないか監督する義務があるじゃない？』

　それ、絶対楽しんでますよね？

『結衣の話だと、十神君の意外なとこばかり聞くから。結衣に心を開いたのかな、って』

『そうですかね？　俺はいつも通りですけど』

『たとえば十神君って最近、結衣の家に行く時必ず差し入れを持って行ってるでしょ？　ミスドが一番多いけれど、それ以外のお菓子を持参することも増えている』

『それは、いつも俺が水守の家にお邪魔してますし。お礼くらいしたいじゃないですか』

『でも結衣が言ってたけど、好きなお菓子が毎回入ってるらしいわよ？　十神君、結衣が美お味いしいって言ったお菓子を覚えてるんでしょ？　結衣に出会ったばかりの頃の十神君なら、女の子にそこまで興味を持ったりしたかしら？』

　い、いや、それはそうだけど。

『こんなに女の子にアプローチ出来るなんて、十神君には考えられないことよ。最近、結衣との間に何か変わったことがあったんじゃない？』

　それは、何となく分かる気がする。

　きっかけがあるとするなら、それはやっぱり水守と寄り添ったあの夜だろう。少なくともあれから、水守に嫌われるかもしれない、って考えることはなくなった気がする。

『何にしても、十神君との特訓は無駄じゃなかったってことね。良き良き』

『それは感謝してますけど、来栖さんは深く考えすぎですってば。差し入れは、夏休みでも水守と外出しないって約束してるからです。二人で出かけることも出来ないし、せめて美味しいお菓子くらいは食べてもらおうと』

『（笑）』

『いや、（笑）じゃなくてですね。なに笑ってんですか』

『ごめんなさい、言い訳があまりに下手だったからつい』

『言い訳なんかじゃないですって！　本当に何でもないですってば！』

『えぇ～、ほんとかなぁ～？』

　なにそのゴロリみたいな返事。絶対俺の話真面目に聞いてないでしょ。

『でも、十神君ってまだ結衣と外出するの避けてるのね。確か、噂うわさにならないようにって理由だったかしら？　だったら、もうすぐ涼すず音ねさんから良いい連絡があるかもね。私もさっき涼音さんからメッセージもらったばかりだから』

　涼音から？　その文章に首を傾かしげ、来栖さんとのやり取りを終える。

　来栖さんの予告通り、涼音から電話があったのはその数時間後だった。

『あっ、もしもし？　先輩、今時間いいですか？』

「あぁ、全然いいけど。帰宅部なうえに友達も少ないから、時間なら持て余すくらいだし」

『ほんとですか？　そう言って、水守さんと遊んでたりして』

　心臓が止まったかと思った。

　俺と水守の関係を知らないはずなのに、こんなずばり言い当てる？

「ま、まあ、たまにはそういう日もあるけど。水守とはここ最近仲が良いし」

『へえ、そうなんですね！　じゃあ誘ってくれればいいのに。先輩と水守さんのお誘いならいつでもウェルカムですよ？』

　大丈夫、動揺したのはバレてないはず。

「それもいいかもな、涼音と遊ぶ時も俺と二人でってパターンばっかりだし。それに、暇なのも間違いないし」

『じゃあせっかくですし、水守さんたちと夏の思い出でも作りませんか？』

　何かの期待を抱かせるような、涼音の弾んだ声音。




『一緒にナイトプールに行きませんか？　来栖さんと、それに水守さんも誘って』




　……ないとぷーる？

　あまりに自分と馴な染じみのない単語に、まともに脳内の検索エンジンが仕事をしない。

「なあ。ナイトプールって、もしかしてあの……？」

『はいっ！　綺き麗れいにライトアップされた夜のプールで遊ぶ、あれのことです』

　鍛えた肉体を惜しげもなく晒さらす若者、自撮りをするインスタ女子、ネオン街の如ごとく輝く灯あかり、会場で流れるクラブミュージック、そこにぽつんと佇たたずむ俺。

　涼音たちはともかく、俺の場違い感すごくない？

『先輩って、もう腰の怪け我がも治って運動しても大丈夫なんですよね？　だから、プールに行っても平気かなって』

「まあ、もうコルセットは外してるし問題ないけど。しかし凄すごい場所を選んだな。友達の間で流は行やってるのか？」

『そんなことないですよ、わたしも初めてですもん。でも、水守さんと来栖さんって流行とか詳しそうですし、適当な場所だと失礼かなーなんて……』

　なるほど、涼音なりに背伸びをしたということか。

　けど、ナイトプールか……。

「いいよ、行ってみるか。楽しそうだし」

『えっ、いいんですか？』

「なんでそこで驚くかな。誘ったの涼音なのに」

『だって、先輩ってこういうお洒しゃ落れな人たちが集まりそうな場所嫌いですから。俺を公開処刑にするつもりか、なんて言われるかなって』

　そんな訳ないだろ、と否定出来ないのが悲しい。確かに俺ならごねそう。

「まあ、みんなが行きたいならそれも良いかなって。確かに良い思い出になりそうだしな」

　そこで、ふと気になった。水守は俺たちの関係を涼音に隠したいはずだけど、四人で遊ぶことをどう思ってるのだろう。

「ちなみに、水守はナイトプールに行くこと賛成したのか？」

『はいっ。水守さんも問題ないみたいですよ？　涼音ちゃんが良いなら構わない、って言ってましたもん。ちょっと変ですよね、誘ってるのはわたしなんだから全然問題ないのに』

　不思議そうに、涼音は言葉を継ぐ。

『それに、水守さん言葉を濁してましたしあまり乗り気じゃなかったような。も、もしかして、好きじゃないのに気を遣わせちゃったとか……？』

「……いや、それは大丈夫じゃないかな。嫌ならはっきり断るだろうし」

　やっぱり、付き合ってることがバレてしまうのを心配してるのだろうか。

　いっそ、交際してることを涼音に打ち明けた方が良いんじゃないかとすら思う。悪い噂のある彼女なんて涼音が不安になる、って水守は言ってたけれど、中古という噂は事実無根なんだしそのことを話せば涼音も分かってくれるはず。

　でも、そんなの水守は望んでないんだろうな。

　誰にも話さないで。そう約束したうえで、水守は俺に教えてくれたんだから。

『もしもーし。急に無言になってどうしちゃったんですか？　電波悪いです？』

「……いや、何でもない。悪いな急に考え事しちゃって」

　今は考えるのは止やめとこう。こうして、涼音も誘ってくれてるんだし。

　それに、慣れない場所だけど楽しみだって気持ちは本当だ。来栖さんはもちろんだけど、涼音とプールだって初めてだし……それに、まあ、水守と遊びに出かけるのって観覧車に乗った時以来だし。うん、涼音が誘って来たんだし断れないよな。仕方ない仕方ない。

「でも、参ったな。プールとか海水浴なんて行かないから中学の水着しか持ってないんだよな。流石さすがに子どもっぽくて着たくないし……」

『あっ……じゃ、じゃあ、今から水着買いに行きませんか？』

「えっ、いいのか？　付き合わせちゃってなんか悪いな」

『任せてくださいっ！　だって、先輩がいまいちな水着でナイトプールなんて、後輩として恥ずかしいですもん！　もうっ、先輩はしょうがないですね～。わたしがいないと何にも出来ないんですからっ！』

　そう言うと、涼音はすぐ準備しますと一方的に電話を切ってしまった。

　涼音がいないと何にも出来ないって……うん、その通り過ぎて何も言えない。




　ナイトプールは大人の社交場的な側面が強いため、未成年をお断りしている施設が多い。その中で、俺たち高校生でも入れる話題のナイトプールは県外にあるらしく、電車で一時間は揺られる必要があった。

　ウォーターアトラクション専用のテーマパーク。

　そのとあるエリアが、高校生でも入れるナイトプールになるのだという。

「はー……」

　水着に着替えた俺は、その壮大な光景に圧倒されるばかりだった。

　燃えるような茜あかね色いろの空の下、どれだけ時間があっても遊びきれないと思えるほどバリエーションに富んだプール。多くの人たちが水しぶきをあげて楽しんでいた。

　ナイトプールって陽キャラばかりの大人びた場所だと思ってただけに、ちょっとだけほっとした。良かった、ＥＤＭとか流れてない。

　そんな光景を眺めながら、俺は水守たちが着替え終わるのを待っていた。結構時間経ってるし、そろそろだと思うけど。

「先輩っ、お待たせしました」

　振り返り、いつもと違う姿の三人の少女たちに、思わず言葉を失った。

　可か憐れんな水着を身に纏まとう涼音に、大人びた水着を着こなす来栖さん。そして水守が着るのは、いつか見たビキニの水着……そうだ、以前試着室で俺に見せたやつだ。

　そっか。俺が似合ってるって言ったから、水守はこの水着を選んだんだよな。

「どうですか？　水着姿なんて、先輩でもなかなか見せませんよ？」

「考えてみれば、涼音の水着って初めて見るもんな。うん、確かに可か愛わいいな」

「えへへ、そうですか？　後輩的には、ノーサツされても全然いいですよ？」

「悩殺って単語久々に聞いたけどな、先輩的に」

　ふと、俺はこちらをじーっと見る水守に目を移す。

　駅で合流してから水守はずっとこんな感じで、涼音や来栖さんがいるからか、二人でいる時に比べて遥はるかに大人しい。やっぱり友達と恋人の線引きはしっかりしているんだろう。

　水守は小さく微ほほ笑えみながら、俺に水着の感想を求めた。

「ねえ、里り久く君。どうかな？」

　……二人きりじゃなくても、友達同士なんだし褒めるくらいなら別にいいよな。

「えっと……水守も似合ってるよ。その髪型も、それに水着も」

「そうかな？　うん、ありがと」

　はにかんだように水守が目を逸そらす。と、来栖さんが不満そうに、

「どうでもいいけど、さっきから十神君がちっとも私を見ないのはどうしてなのかしら」

「……いえ、別に？　他意はないですよ？」

　実のところ、来栖さんの水着姿が一番やばいのだ。

　涼音とは長い付き合いだから今更だし、水守とはもっと破壊力のある状況を乗り越えてきたから水着で照れることもない。けど、来栖さんは新鮮だしおまけにスタイルが良いからつい緊張してしまう。

　でも、水守の前で他の女の子に照れるとこなんて見せられないし。こうして出来るだけ水着を視界に入れないよう努力するしかない。

　涼音がプールを見渡しながら、

「でも、意外と家族連れの人も多いんですね。ナイトプールっていうから、大人の遊び場みたいな場所だと思ってたんですけど」

「未成年でも入れるナイトプールだもの、子どもがいるのも自然でしょ？　ヤリモクに口説かれる心配もないし、私は結構好きだけど」

　風紀委員長が何て言葉使うんですか。

　涼音は涼音で「ヤリモク……？」と首を傾げてる。帰る時にでもこっそり教えてあげよう……。

「だから、十神君には期待してるわ。他の男の人に声をかけられないよう、しっかり私たちのことガードしてね？」

「はは、努力します……」

「じゃあ早速行こっか。ライトアップまでもう少しかかりそうだし、まずは何ど処こに行こうかな。そういえば涼音ちゃん、行きたいアトラクションがあるんだっけ？」

「そうなんですっ！　ここって、日本初の絶叫ウォータースライダーがあるみたいなんですよ！　うわぁ、怖そうですよねっ！」

「あはは。涼音ちゃん、怖そうって割に楽しそうだね」

「昔から、絶叫系って書いてあるやつは一通り乗りたくなっちゃうんです。売られた喧けん嘩かは買わなきゃ気が済まないので！　あの、すぐにじゃなくてもいいんですけど、水守さんも良かったらどうですか……？」

「ん、いいよ。一緒に乗ろっか？」

「ほんとですか……？　やった！」

　と、涼音は水守の腕に抱きつくのだった。

　コミュ力お化け……。すごいな、仲良くなったばかりの水守にあんな強引になれるとは。

　何だか、かき氷を一緒に食べてから涼音は更に水守に打ち解けたような気がする。まあ、元々社交的っていうのもあるんだろうけど。

　と、来栖さんが、

「でも、個人的に初めはゆっくり泳げる場所の方がいいかしら」

「分かりましたっ！　じゃあ、まずは普通にプールを楽しめるとこに行きましょうか」

「あっ、その前に一つ報告があります」

　はい、と水守が手を挙げる。

「私、実は泳げません」

　……………………。

　何とも言えない沈黙。

「あ、あれ？　もしかして引いてる……？」

「い、いやいや！　別にそういうわけじゃないけど！　ただ、びっくりしたんだよ。水守って頭も良いし料理も上手だし、大抵のことは出来るからそんな弱点があるなんて」

　ふふ、と来栖さんが笑う。

「確かにそうね──胸にそんな大きな浮き具が二つあるのに泳げない、っていうのも妙な話だものね」

　……………………。

　何とも言えない沈黙、リターンズ。

「……ごめんなさい」

「謝るくらいなら言わなきゃ良いのに……」

　来栖さんをジト目で見る俺。と、涼音が水守の手を取った。

「だ、大丈夫ですよ！　家族向けってことは子どもでも遊べる浅いプールがたくさんあるってことですもん！　水守さんもきっと楽しめますよ！」

「そう言ってくれると嬉うれしいな。私もみんなで水着で遊びたかったから」

　確かに、俺も本気で泳ぐよりはまったり水遊びくらいが丁度良い。

　けど、水守が泳げないのは不安でもある。万が一溺れたりでもしたら……。

「あのさ、水守に提案があるんだけど」




「ねえ、本当にこれ付けたまま泳ぐの？」

　先程、無料でレンタルをした浮き輪を付けた水守がくちびるを尖とがらせた。

「まあ、とりあえずは様子見ってことで。万が一溺れたら大変だし」

「浮き輪って、子どもっぽくてあんまり好きじゃないんだけどな。それに、里久君さっきからこっち見て笑ってない？」

「はは……まさか、こんなに水守にぴったりの浮き輪があるなんて思ってなかったからさ」

　実は、たった今水守が付けているのは、ドーナツそっくりの浮き輪なのだ。

　まさに水守のための浮き輪だ。みんなでこれを見つけた時は、満場一致（ただし水守は除く）で決定したほどだ。

　と、涼音が、

「いいじゃないですか。水守さん、似合ってますよ？　子どもっぽい浮き輪とのギャップが素敵、っていうか」

「……まあ、デザインは嫌いじゃないけど」

　満更でもない顔をする水守を、涼音が防水ポーチに入ったスマホで撮る。スマホは首にかけていつでも撮れるようにしてるらしい。

　ドーナツ浮き輪を付けた水守の写真か……良いな、俺も欲しい。

　でも涼音に直接欲しいって言うのもマズいし、後で来栖さん経由でもらおうかな。我ながら写真一つ欲しいだけなのに超めんどくさいな！

　それから、俺たちはアトラクションへと向かう。

　みんなで相談して選んだのは、グレートジャーニーと呼ばれる場所。

　長さ六五〇メートルを誇る、流れるプールだ。

「きゃ───────────っ！　これ、油断したら落ちちゃいそうですねっ！」

　夕焼けと夜が混ざり合う空に、涼音の叫び声が高らかに響く。

　涼音はイルカ型の浮き輪に抱きついて、子どものようにはしゃいでいる。いや、実際子どもだ。それくらい無邪気だ。

　保護者みたいな気持ちで眺めていると、不意に涼音がぱしゃぱしゃと水を浴びせてきた。

「うわっ、なにすんだ急に！」

「悔しいならやり返してみたらどうですか？　先輩にわたしを捕まえれたら、ですけどー」

「言ったな……！」

　水をかきわけ、涼音の背中を追う。よし、あともうちょっと……！

　水をぶっかけようとした、その時。涼音が振り返り、にやり、と笑う。

　あっ、嫌な予感。

「とぉ───っ！」

　掛け声と共に、ぴょん、と涼音が俺にフライングプレスの如く飛び込んだ。

　流れるイルカ。小さく上がる水しぶき。プールの底に沈む俺＆涼音。

「ぷはっ……！　危ないな、テンション上がり過ぎだろ！」

「あ、あはは……。ごめんなさい。つい、出来心で」

　監視員の人に見られてなくて良かった、今の確実に怒られてたと思う。

　……まあ、楽しかったのは事実だけど。

　涼音の浮き輪を回収し、プールサイドに腰をかける。

「そういえば、水守さんたちはどこですかね？」

「俺たちの方が先に来てたから、もうすぐ見えると思うけど」

　やがて視界に入ったのは、来栖さん。

　来栖さんはマット型の浮き輪に寝転び、穏やかな表情で流れるプールに身を委ねていた。その姿はまるで南国へバカンスに来たお嬢様のよう。

　……来栖さんって美人だから目を惹ひくな、って思ったのは内緒だ。特に水守には。

　来栖さんに並ぶように、水守の姿も見えてきた……のだが。

「あれ？　水守さん、あのドーナツの浮き輪外したんですね」

　そう、涼音の言う通り水守は浮き輪を付けていなかった。

　というのも、そのドーナツの浮き輪に座るように流れるプールを楽しんでいたからだ。その表情はとてもくつろいでいる。

　そんな水守を、まるで見み惚ほれるように何人かの男性が見つめていた。

　…………むう。

　俺がもやもやしていると、隣で涼音がスマホで撮りながら、

「そっか、浮き輪付けてたらあんな風に座れないですもんね。いいなぁ、後でわたしのイルカと交換してもらおうかな」

　で、でも、落ちたら溺れちゃうのでは……。
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　水守は俺たちの傍そばまで流れてくると、軽く手を振る。

「これ、結構気持ち良いね。このまま寝ちゃいそう」

「でもさ、浮き輪をちゃんと付けてないと危ないんじゃないか？」

「あはは、平気だよ？　このプールあんまり速くないから落ちないってば」

　だけど、万が一ってこともあるし……そう思った直後だ。

　不意に、水守がプールに転落した。誰かにぶつかったわけでもないのに、唐突に。

　水守は泳げないのに。

　啞あ然ぜんとしたのは一瞬、俺はプールに飛び込む……しかし、

　数秒後、何事もなかったかのように水守は立ち上がっていた。

「ほらね、このプール浅いから泳げなくても全然大丈夫──あれ、里久君は？」

「えっと、水守さんが落ちた瞬間にプールに飛び込みましたけど」

　涼音が指をさす。その先にいるのは、恥ずかしさのあまり水面から顔だけしか出せないでいる俺だ。

「里久君、いきなりどうしたの？」

「……いや。なんか急に行水したくなったから」

「そんなこと言って、水守さんが心配で飛び込んだんですよね？」

「っ!!　な、何を言うかな涼音は！　こんな浅い場所で溺れる心配なんてするわけないだろ、小学生だって遊べるんだぞこのプール！」

「そんな簡単なこと忘れちゃうくらい慌てた、ってことですよね。先輩らしくて良いと思いますよ？」

　朗らかに笑う涼音に言い訳を続けようとした、その時だ。来栖さんがプールに流されるまま、俺の前へと来た。

　来栖さんは無言のまま、にやにやと笑みを浮かべ、すーっと通り過ぎて行く。

　何なんですか、今の笑顔。

「まあ、里久君が水浴びしたくなったからって言うならそれでもいいよ？」

　優しそうに水守が微笑む。

「だから、これは私の独り言……心配してくれてありがと」

「……じゃあ、これも俺の独り言で。早とちりしたの俺だし、礼なんていいよ」

「ほら、やっぱり水守さんを助けようとしたんじゃないですか。こんな腰ぐらいまでしかないプールなのに」

「あーあー、聞こえなーい！」

　俺は耳を塞ぎながらそっぽを向いて、思わず固まった。

　俺を茶化す涼音を見つめる、水守の表情。それが、何だか苦しそうだったから。

　どうして、水守はこんな顔で涼音を見るんだ……そう思った直後だ。

　水守の横顔が、鮮やかに照らされた。

　同時に、わぁっ、とプールを楽しんでいた人たちの歓声が上がる。そして俺は、どうして俺たちがここに来たのか、その理由を思い出した。

　ああ、もうそんな時間なのか。

　まるで夜空や水面を照らすように、幻想的なイルミネーションが光り輝いていた。

「わぁ……っ！　すごいです、なんかロマンチックですねっ！」

　彩りにあふれた光に包まれて、涼音が感嘆の溜ため息いきを零こぼした。

　それは俺も同じだ。今までは、多くの人が憧れるイベントなんて自分には似合わないと避けていた。誰かに手を引いてもらわなければ、こんなに美しい光景を永遠に知らないままだったと思う。

「綺麗だね。まるで夢の中にいるみたい」

　水守が見惚れたように言うと、くす、と笑う。

「ねっ、里久君。良かったら一緒に写真撮らない？」

「えっ──あ、ああ。もちろん」

「じゃあ決まりだね。涼音ちゃん、ちょっとスマホで撮ってもらってもいいかな？」

「あっ、はいっ。喜んでですっ！」

　ドーナツの浮き輪に座りプールを流れる水守の隣を、俺は並ぶように歩く。手が届きそうで届かない、近すぎもせず離れすぎてもいない微妙な距離。俺と水守の距離と真逆だな、と少しだけ思う。

「じゃあ、撮りますよーっ？」

　水守は楽し気な笑顔をしていたけど、俺は上う手まく笑えていたか自信がない。水守と二人きりの写真なんて、初めてだったから。

　……これも、あとで来栖さんにお願いして写真をもらわないとな。




　高校生でもナイトプールに入場出来るのは貴重なのか、ライトアップが始まってからは俺たちくらいの年代の人をよく見かけるようになった。あちこちで自撮りをしているその光景は、まさにナイトプールって感じがする。

　それは俺も同じで。つい先程まで水守たちを涼音のスマホで撮影ばかりしていた。女の子しかいない中、俺が写るのも居心地が悪かったしほとんど撮る側だ。

　存分に写真を撮り、そして今。俺は休憩がてらナイトプールを眺めていた。

「あれ、里久君一人だけなんだ。流る花かと涼音ちゃんは？」

　パーカーを羽織った水守が戻って来た。更衣室に行くって言ってたけど、上着を取りに戻ってたようだ。

「向こうに温水プールがあるとかでそっち行ったぞ。水守がいないのに離れるわけにもいかないし、俺はここで待機」

「そっか、お留守番偉いね」

「俺、もう高校生なんですけど。……水守は、涼音たちのとこ行かないのか？」

「興味あるけど、今はいいかな。ちょっとゆっくりしたい気分だから」

　水守が隣に座り、一緒にきらめく夜のプールを見つめる。

「更衣室に行くって言ってたけど、パーカーを取りに行ってたんだな」

「あんまり肌を露出してると、里久君が嫌がるかなって。彼女の水着姿を他の男の人に見られるのって、彼氏からすれば良い気分はしないでしょ？」

「確かに、水守をやたら見てる人もいたからな。正直かなり気になってたし、それ良いアイディアかも」

「なんだ、本当にそう思ってたんだ。冗談だったのに」

「えっ!?」

　水守の小悪魔のような笑み。

「私は寒くなってきたから羽織ってるだけだよ？　それに、その人だっていやらしい気持ちで見てたわけじゃないと思うけど。自意識過剰だなぁ、里久君は」

「……水守が無防備過ぎるんだよ。実際、水守はそれくらい可愛いし、スタイル良いし」

　まあ、俺の気にしすぎかもしんないけどさ……と、もやもやしている時だ。水守がぱっちりと目を開き俺を見ていて、思わずびくりとする。

「な、なんだよ」

「私を褒めるような言葉、里久君から自然に聞けるなんて思ってなかったから。いつも真面目な時くらいしか言ってくれないでしょ？」

「……別に、今までだって思ってたよ。恥ずかしいから口に出来なかっただけで」

「ん、そっか」

　機嫌良さそうに水守は微笑んで、ぶらぶらと足を揺らす。

　水守が見ているのは、芸術のようにも思える輝かしいイルミネーション。

「なんか、現実じゃないみたい。夏休みに誰かと出かけてこんな楽しい気持ちになれるなんて、ちっとも想像してなかったよ」

「大げさだな。水守みたいな一緒にいて楽しい奴やつなら、誰だって歓迎だろ」

「そんなことないよ。こんなに学校で嫌われてる女子なんて、普通関わろうとしないよ？」

　思わず、何も言えなかった。

　そうだった。夏休み中だからつい忘れていたけれど、水守は学校では……。

「高校生になった時から、輝かしいセーシュンとか忘れられないレンアイとか、そういうの全部諦めてたんだ。これから三年間、つまらない学園生活と戦わなきゃいけないんだって覚悟してた。私の噂、みんな知ってたからね」

「俺は知らなかったけど」

「それは里久君に友達がいなかったからでしょ？」

　ぐうの音も出ない正論だ。水守は小さく笑いながら、

「噂を否定しないのは私自身だから、全部自己責任でしょ？　誰かに悪意を向けられるのも、無視されるのも仕方ないって思ってた」

　でもね、と水守は言葉を継ぐ。

「やっぱり、ちょっとは寂しかったのかな。退屈な毎日ばっかりで、彼氏でも出来たら変わるかなぁ、なんて期待して里久君に告白したんだもん」

「えっ、そういう理由で俺に告白したのか？」

「初めはね。この人なら下心で迫って来ないだろうな、って信頼してたのもあるし。まあ、こんな悪い噂のある女子と付き合いたいなんて思うはずないし、駄目元の告白だったけど。……なのに、まさか付き合ってくれるなんて」

　楽しくて仕方ない、といった風な水守の笑い声。

「しかも、好きでもないのに彼氏になりたいなんて、ちっとも予想してなかった。恋愛感情もないのに相手を心配して交際してくれる人なんて、里久君くらいだよ？」

「……俺には、あれくらいしか思いつかなかったんだよ。水守のこと良い奴だって思ってたし、例の噂が本当なら傷つくし。何とかしたくて」

「呆あきれるくらいのお人ひと好よしだよね。……でも、多分その瞬間なんだよね。この人にとって特別な存在になりたい、って思ったの」

「水守……？」

　思い詰めたような表情を浮かべる水守に、言葉が出ない。

「時々、怖くなるんだ。里久君、何処にも行かないよね？　これが全部夢で、起きたら一人ぼっちになんかならないよね？　……私、やだよ。こんなに温かい気持ちで胸がいっぱいなのに、全部無かったことになっちゃうなんて」

　それは、耳を澄まさなければ風に消えてしまいそうなほど、儚はかなげな言葉。

　突然、水守は何を言い出すんだろう。

　こんな寂しそうな顔、普段なら絶対に見せないのに。

「何を心配してるかな、水守は。ほら、俺はここにちゃんといるのに」

　ただ水守を慰めたくて、自然に口から言葉は零れていた。

「──里久君」

　どこか切なそうに水守が俺を見つめる。その瞳が何かを求めてるように見えたのは、俺の気のせいじゃなかったと思う。

　水守のぬくもりを確かめたい。少しだけ、こっそり手を繫つなぐくらいなら──。

　……いや、やっぱり止めよう。

　俺は今日、水守の友達としてこの場所に来てるんだ。もし、手を繫いでるところを涼音に見られたら？　言い訳なんて無理だ。

　そう、イルミネーションに目を移した時だ。

「先輩に水守さんも、プールをぼーっと眺めてどうしたんです？」

　俺も水守も、文字通り跳び上がった。

　髪から水を滴らせる涼音と来栖さんが、そこにいた。

　危なかった、手を繫いでたら間違いなく見られてた……！

「い、いやさ、こうして見るとやっぱ綺麗だなーって！　ほら、なんか遊園地のパレードみたいだし」

「……？　先輩、変なの。でも遊園地かぁ、それも良いですね。今度考えておこうかな」

　涼音がぱっと顔を明るくすると、

「あのっ、水守さん！　あっちにペア専用の絶叫ウォータースライダーがあるみたいなんです。良かったら一緒にどうですか……？」

「私と？　うん、いいよ。いこっか」

「じゃあ、俺も付いていこうか？　撮って欲しいなら撮影する奴が必要だろうし」

「あっ……せ、先輩は来栖さんと一緒にいてください！　ほら、ヤリモクさん？からガードしなきゃいけないんですよね!?」

　うん、あんまり涼音の口からヤリモクって単語聞きたくなかったなぁ。ひょっとして来栖さんって教育に良くないのでは……？

「あ、ああ、分かった。じゃあ気を付けて」

「はいっ！　すぐに戻ってきますので～」

　そう言って、涼音と水守は行ってしまった。

　途端に、来栖さんはじと～っと俺を見て、

「十神君。あなた、私たちが来る直前まで結衣とイイ雰囲気になってたでしょ？」

「……やっぱり分かります？」

「涼音さんにはバレてないみたいだけど、私たちがいないからって気を抜いたら駄目よ。十神君と結衣の関係は、涼音さんに秘密にしたいんでしょ？」

　反論の余地がないほど来栖さんの言葉は正しい。俺と水守が恋人同士でいるのは二人きりの時だけ。それは十分理解してるはずなのに。

　それでも水守のぬくもりを感じたいと思ったのは、あの瞬間、水守が怯おびえてるように見えたからかもしれない。

　──里久君、何処にも行かないよね？

「…………」

　水守の手を繫ぎ損ねた右手に目を落とす。

　大丈夫だよな──水守こそ、何処か遠くに行ってしまわないよな？
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　ほら、俺はここにいるのに──さっきの里久君の言葉が、ずっと耳に残ってた。

　らしくないことをしたな、って今でも思ってる。寂しいだとか怖いだとか、そんな弱音を零すなんて私だって信じられない。学校で一人ぼっちでも、下心しかない男子生徒に慣れ慣れしくされても平気でいられるくらい、強い人間でいたかったのに。

　自分が傷つかないためには、あらゆるものを諦める必要があると思う。

　友達も恋人も自分に無縁な存在だ。そう割り切ってしまえば、目に映るもの全てのリアリティが失うせる。生徒同士で談笑する幸せそうな光景に何も感じなくなるし、私への陰口だって笑って聞き流せるようになる。だって、私の世界とは無関係な存在だから。それが水守結衣の生き方だったはずなのに。

　それもこれも、全部里久君が悪いのだと思う。

　里久君といると、どうしようもないくらい落ちつくから。

　本当にどうしてしまったんだろ。最近、少しでも気を抜けばあの人のことばかり考えてしまう。

　涼音ちゃんと絶叫系を乗り終えた今だって、そうだ。

「ふにゅ～……さ、さっきのはなかなかハードでしたね……」

「涼音ちゃん、大丈夫？　抜け殻みたいになってるけど」

　満身創そう痍いといった風にベンチに座る涼音ちゃんの頰に、冷たい缶ジュースを当てる。意外なことに、涼音ちゃんは絶叫系が好きなのに得意じゃないみたい。

「あ、ありがとうございます……。やっぱり水守さんって凄いなぁ、あんなに激しかったのにけろっとしてるなんて」

「凄くなんてないよ、やせ我慢してるだけだから。怖かったけど、顔に出さないようにしてるだけ」

　高校に入ってから、感情を隠すのは得意になった気がする。

　実際、ポーカーフェイスは得意だって自負してる。恥ずかしい思いを隠して、里久君をからかうことなんて日常だから。

　……まあ、耐えきれず赤くなっちゃうことも無きにしも非あらずだけど。

　涼音ちゃんは飲み物を口にすると、

「よしっ、充電完了です！　あの、水守さん。良かったらちょっとだけ散歩しませんか？　こんなにイルミネーションが綺麗ですし」

「うん、そうだね。私も、もう少し涼音ちゃんと一緒にいたいって思ってたんだ」

　涼音ちゃんって私に無いものを持ってるから一緒にいて楽しいし……それに、

　前々から、涼音ちゃんには訊ききたいことがあったから。

「そ、そうですか？　えへへ、なんか水守さんにそう言われると照れちゃいますね」

　涼音ちゃんははにかんで、私たちは園内を歩く。

　やっぱり、この時間帯だと若い人たちがずっと多い。カップルで来ている人たちもいて、どこかそわそわしたように手を繫いでナイトプールを眺めていた。

　ライトアップされた噴水の傍を通り、涼音ちゃんがぽつりと言った。

「今日は付き合ってくれてありがとうございました。何だか不思議ですね、住む世界が違うって思ってた水守さんとプールで遊ぶなんて」

「こちらこそだよ、私を誘ってくれる人なんて涼音ちゃんくらいだもん。流花とだって何処かに出掛けることなんてないんだから」

「そうなんですか？　だったら嬉しいです。……わたしも、先輩とこういう場所来ないんですよ。先輩って賑にぎやかな場所とか嫌いな人でしたから」

「でした、って過去形なの？」

「先輩、ちょっと変わったのかなって。多分、水守さんのおかげなんです」

　にこり、と涼音ちゃんが笑う。

「先輩って女の子が苦手だから、女友達なんて絶対に作れないんです。女の子と喋しゃべったり笑顔を見せるなんて、本来は有り得ないんですよ？」

「そうかもね、里久君自身がそう言ってるし。でも、里久君も女の子慣れしても良さそうなのにね、こんなに可愛い後輩がいるんだから」

「それは無理ですよ。先輩はわたしのこと、異性として見てないですから」

　思わず、足を止めた。

「先輩にとってわたしは他の女の子と違うから、わたしは後輩でいられるんです。もし先輩がわたしのことを一人の女子として見てたら、絶対に今の関係じゃいられませんから」

　涼音ちゃんが浮かべるのは、冗談でも口にするような笑顔。だけど、私は笑うことなんて無理だった。

　涼音ちゃんは、あんなに里久君のことを慕っているのに。そんな言葉、どんな想おもいで口にしたんだろう。

「だって、先輩とは中学の頃から一緒でしたから。先輩の女の子苦手エピソード集めたら一冊の本が出来ちゃうくらいですよ？」

　……あのことを話してもいいのかな。

　戸惑いながらも、私は口にする。

「それってやっぱり、里久君が彼女に捨てられたっていうのが原因なの？」

「えっ……水守さん、先輩の昔のこと知ってるんですか!?」

「うん。中学の時、悪い女子生徒に告白したって」

「……びっくりしました。それ、先輩に相当信頼されてますよ？　そっか、水守さんに話したんだ……」

「里久君、涼音ちゃんに何度も感謝してたよ。涼音ちゃんがいなかったら立ち直れなかった、って。それくらい、涼音ちゃんって里久君にとって大切な存在なんだね」

「……そんな特別なものじゃないです。あの頃の先輩を知ってたら、誰だって助けたいって思いますから」

　噴水を見つめる涼音ちゃんの瞳は、憂いを帯びてる気がした。

「その女の子って、学校だと人気がある生徒だったんです。流行とか詳しくて、会話を盛り上げるのが上手な人。ほら、今まで出会った生徒の中で一人はいませんか？　この人が喋ってると邪魔しちゃいけない気になる、っていうか」

「あっ、それ分かるなー。発言権が強い、っていうのかな。友達どころか教室全体の中心になってるみたいな生徒」

「そうなんですっ！　それで男子の輪にも自然に入ったりとか、すごいなぁって感心しちゃうくらいなんです。……今思うと、あんまり好きになれない人でしたけど」

「どうして？」

「その女子生徒──霧きり島しまさんっていうんですけど、話しかける相手を明らかに選んでるみたいでしたから」

「……あぁ、そっか。確かに、そういう生徒もいるかもね」

　だからこそ、その霧島さんって生徒は教室の中心になれたんだろう。

　友人が多かったり、部活で活躍していたり。そんな人気者と仲良くなれば、効率的にクラス全体の主導権を握ることが出来るから。

　だとすれば、霧島さんは自分にとって価値のある生徒かそうでないか、境界線を引いてたのだと思う。使えないなら切り捨てるくらいの、打算的な思考で。

　……自分でもびっくりだ。会ってもいない人を、こんなに悪く言うなんて。

　理由なら自分でも分かってる。

　私は多分、怒ってるんだ。その霧島って女子生徒は、里久君を傷つけた相手だから。

「先輩はそんな霧島さんを好きになって……それで、利用されちゃったんですよね」

　その時の涼音ちゃんの表情は、今まで見たことがないほど悲し気だった。

「先輩、好きだった人と付き合えたって惚のろ気けるくらい喜んでたんです。でも、日に日に元気がなくなって変だなって思って調べてみたら、わたしの友達が言うんです。それ、遊ばれてるだけだよって」

「………………」

　一瞬だけ、胸が苦しくなった。

「霧島さんが、彼氏面してどんな命令でも聞いてくれる、って楽しそうに友達に話してたらしいんです。知ってますか？　霧島さんのお父さんって資産家だから、欲しい物なんて大抵手に入るんです。なのに先輩に服や化粧品を買わせるんです、先輩の心を弄ぶために。

　わたし、それが許せなくて。何度も先輩に別れた方が良いって言ったんです。そしたら先輩、なんて答えたと思います？」

　今にも泣きそうな、涼音ちゃんの表情。

「それでも好きだからって、辛つらそうなのに無理やり笑うんです。あの時の先輩、見てられなくて。友達とか他の先輩に助けをお願いしても、霧島を敵に回すと立場が悪くなるからって見て見ないふりばっかりされて。だから、わたしも何も出来なくて。それでも、先輩、は──」

　涼音ちゃんの声が嗚お咽えつ交じりになり、しかし途中で驚いたように息を吞のんだ。

　わたしが、涼音ちゃんを抱きしめたから。

「悲しいこと思い出させちゃってごめん。もう無理に話さなくていいから。……きっと、涼音ちゃんも苦しかったんだよね」

　誰にだって、思い出したくない過去はある。そんなこと、分かってるはずなのに。

　ただ涼音ちゃんに泣いて欲しくなくて、気が付けばこうしていた。

「……水守、さん？」

　涙を振り払うように、涼音ちゃんがぶんぶんと頭を振る。

「も、もうっ！　恥ずかしいですよ、水守さん。わたしが泣き虫なだけですから、気にしないでください」

　いつもの明るさを取り戻すかのように、笑みを浮かべる。

「その後は、多分水守さんも知ってると思います。先輩は捨てられちゃって、わたしがしつこく付き纏って一件落着って感じです」

「そっか。でも、里久君に涼音ちゃんがいてくれて良かったね」

「先輩ってその頃から友達少なかったですから。なんか、放ほっとけなくて」

　照れたように涼音ちゃんの頰が緩んだ。

「でも、可哀かわいそうだからって理由で一緒にいたわけじゃないですよ？　先輩って人見知りですけど、面倒見が良いですから。高校受験の時だって勉強を教えてくれましたし、受かった時はわたしより喜んでましたもん。ああ見えて優しいんですよね」

　……危ないなぁ。もう少しで激しく同意するとこだった。

「もう先輩が傷つくとこは見たくなかったですから、今の高校に入った時に決めたんです。悪い女に騙だまされないように先輩はわたしが守らなきゃって」

　後ろめたそうに、ちらり、と私を見る。

「だから、実は水守さんのことも注意してたんですよね。その、男を惑わす悪女だって聞いてたので……も、もちろん今はそんなこと思ってないですけどね!?」

「……そうなんだ」

　涼音ちゃんの気持ちは痛いくらい分かる。私みたいにロクでもない噂がある女子が慕ってる先輩に近寄るなんて、きっと気が気じゃなかったはず。

　だからこそ、私は涼音ちゃんに確認しなければいけない。

　ずっと前から、涼音ちゃんに訊きたかったこと。

「ねえ、涼音ちゃん」

　きっと私は、とても繊細なことを尋ねようとしてる。もしかしたら涼音ちゃんを傷つけることだって。

　でも、向き合わなきゃいけない。これは誰でもない、私の問題でもあるから。

「涼音ちゃんって──里久君のこと、好きなの？」

　それは、ほんの一瞬の静寂だった。涼音ちゃんは、きょとん、とした顔で私を見つめていて。

　やがて、かーっと顔を真っ赤にした。

「す、すすす好きって、わたっ、わたしが先輩をですかっ!?　そ、そんなことは……その、えっと……」

　涼音ちゃんはもじもじとしながら、

「ど、どうしてそんなこと訊くんですか……？」

「涼音ちゃん、里久君が入院してた時のこと覚えてる？　私と里久君が付き合ってるのかって、電話で質問したんだよね？」

「し、知ってたんですか!?　あぅ……お恥ずかしい限りです」

「ごめんね。あの時、里久君のお見舞いに行ってたから。それで、涼音ちゃんは答えを聞く前に電話を無理やり切った、って里久君が言ってたけど──」

　瞳が揺れる涼音ちゃんに、躊躇ためらうことなく口にする。

「涼音ちゃんは、私たちが付き合ってるかどうか知るのが怖かったんじゃないかなって。……里久君のことが、好きだから」

　涼音ちゃんがやけに慌ててたと聞いた時から、もしかしてと思ってた。

　電話を途中で切ったのは、真実を知る心の準備が出来てなかったから。そんな涼音ちゃんが、私たちが付き合ってることを知ったら……だからこそ、私たちの関係を隠すことを里久君に提案した。

　悪い噂のある私が彼女だと涼音ちゃんが心配する、ってあながち噓うそでもないけど。一番の理由は、本当のことを話すのは涼音ちゃんの気持ちの整理がついてからにしたかった。

　そうしないと、涼音ちゃんが立ち直れないかもしれないから。

「それに、涼音ちゃんって里久君と仲が良いから。一人の女の子として好きになっても不思議じゃないかなって」

「……先輩と水守さんの関係が気になったのは、ほんとです。だって学校のみんなが、十神里久は水守結衣に片思いしてる、なんて言うんですもん」

　確かに、あの頃はそんな噂もあったっけ。

「それに、先輩が水守さんと食事をしてるのも、マンションに出入りしてるのも知ってましたから。その……つ、付き合ってるのかなー、って」

　照れたように涼音ちゃんが言葉を継ぐ。

「でも、水守さんの言う通りですね。先輩が誰かと付き合うなんて何かやだな、って思って。電話の向こうで先輩が喋る度にどきどきして、思わず切っちゃいました」

「じゃあ、やっぱり涼音ちゃんは里久君のことを……？」

　ふっ、と。涼音ちゃんが浮かべるのは、困ったような微笑み。

「それは、多分違います。……先輩に対して恋愛感情はありませんよ？」

　その涼音ちゃんの答えを聞いた瞬間。

　ふっ、と。胸が軽くなった気がした。

「……そうなの？」

「先輩のことを男の子としてカッコイイなーって思ったこと、少しはありますよ？　初めての彼氏が先輩だったら結構素敵かも、なんて想像したり。……でも、いつの間にかそんな感情も消えちゃいました。ほら、先輩ってわたしのこと女の子として見てないですから」

　ライトアップされた幻想的な噴水。遠くで聞こえる誰かのはしゃぎ声。

「それでも、私は先輩と一緒にいたいんです。だって、先輩って何か放っておけないじゃないですか。頼りになる後輩が一人はいてあげなくちゃ」

「……そっか。確かに、私も涼音ちゃんみたいな後輩が欲しかったな」

「じゃあ、これからは水守先輩って呼ばなきゃですね。……なんて、先輩以外にこういう呼び方をするとあの人が寂しそうにするんで止めときます。先輩が名前を呼んでくれる女の子だってわたしだけですもん」

　それは、羨ましいなと純粋に思う。私も結衣って呼ばれたい。

「でも、もし好きじゃなくても、先輩に恋人が出来たらやっぱり寂しいですかね。先輩って、世話のやけるお兄ちゃんみたいなものですから」

「……そうなんだ」

　心の何処かで、胸を撫なで下おろしている自分がいた。もし私が里久君の恋人だと知っても、涼音ちゃんが立ち直れないくらい悲しむことはない。それについてはほっとしてる。

　……でも、それと同時に。

　里久君と交際していることを伝えるべきなのに、ひどく怯えている自分がいた。

　その理由は分かってる。

　私は里久君の恋人になる資格はないって、心の何処かで思ってるからだ。

「水守さん……？」

　いつまでも無言な私を心配してくれたのか、涼音ちゃんが顔を覗のぞき込こむ。

　まるで、不安が溢あふれるように。無意識に私は口にしていた。

「ねえ、涼音ちゃん。……私って、里久君と一緒にいてもいいのかな」
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　初めは冗談だと思っていたのに、来栖さんを口説こうとする男の人はかなりいた。

「ねーえ、良かったら俺らに付き合ってくれない？　近くで洒落たバーを経営してる先輩がいるんだけど、そこで飲もうよ」

「ごめんなさい、今日は弟と遊びに来てるから無理かしら。私、ブラコンなの」

　大体はその言葉が決め手で、二言三言話してチャラ男っぽい人は諦める。

　何が悲しいって、その人たちに本当に弟だって思われてることだ。

　確かに来栖さんは大人びてるから大学生に見えても不思議じゃない。いやけどさ、一歳しか違わないのにこんなすんなり姉弟って思われることなんてある？

「来栖さん、俺が何をしたっていうんですか。あの人たちが弟だって信じる度に、俺の自尊心は粉々になってるんですけど……」

「ふふ、気を悪くさせたかしら。けど、たとえ噓でも里久君を彼氏なんて言ったら結衣に悪いでしょ？」

　それは、そうかもしれないけど。

　ふと見ると、さっきのチャラ男っぽい人は他の女の子もナンパしていた。凄い行動力だな、俺には絶対無理だ。ほら、あの女の子なんて愛想が悪いし、あんな態度されたら俺なんて一瞬で心が折れる──。

　…………ん？

　あの女の子、何処かで見たことあるような気が。

「十神君が女の子を凝視するなんて珍しいわね。浮気は駄目よ？」

「そ、そんなんじゃないですってば。ちょっと、見覚えがある気がして」

　年齢は高校生くらいだろうか。染めた茶髪と派手なネックレスが特徴的な、ギャルみたいな容姿。俺の知り合いじゃないのは確かだけど、だとすれば何でこんなに引っかかるんだろ？

　……駄目だ、思い出せない。うー、なんだこの小骨が喉に刺さったみたいな感覚。

「いい加減うぜーよ。ナンパするならもっとまともな顔に生まれ変われっての」

　女の子はにやにやと笑い、男の人たちから去って行った。

　うわー、嫌な女の子……。

　さっきのチャラ男っぽい人たちも相当へこんだだろう、って思ってたら懲りずに別の女の子を口説いていた。鋼メンタルかよ。

「すみません、俺の勘違いだったみたいです。けど、未成年でも入れるナイトプールでもナンパ目的の人っているんですね。……はっ。そ、そういえば水守と涼音の帰りが遅いけど、もしかしてナンパされてるんじゃ……？」

「そんな心配そうな顔しなくても平気よ、涼音さんには結衣がいるんだもの。そこら辺の男が結衣をやり込めるなんて無理に決まってるわ」

　何でもないように、来栖さんがソフトドリンクを飲む。

「下心で迫ってくる男子生徒を、結衣は何度も拒んできてるんだから。それに比べたらナンパなんて可愛いものでしょ？」

「……それは、そうかもしれないですけど」

　思い出すのは、水守に近寄ろうと俺に馴なれ馴なれしく接してきた陽キャ生徒。

　きっと、水守の周りはあんな男子生徒ばっかりだったんだろうな。

「どうして、水守は噂を否定しないんですかね」

　その疑問が、思わず口に出た。

「もし水守が噂通りの女の子だったとしてもですよ。迷惑なら噓でもいいから否定すればいいのに。そうすればこんなに噂が広がることもないし、水守が孤立することもないのに」

「単純に考えて、結衣にそうしたくない理由があるんじゃないかしら」

　来栖さんの返答は、意外なくらい早かった。

　多分、来栖さんは俺の疑問をずっと前から考えていたんだろう。

「恐らく、結衣は噂を否定するわけにはいかないの。たとえば、周りの生徒が噂を信じてくれることが結衣にとってメリットになるから、かね」

　俺にとって、想像もしていなかった仮説だった。

「メリット？　あんなロクでもない噂を、水守が望んでるっていうんですか？」

「ずっと不思議だったの。結衣は男子生徒からの誘いを拒み続けているのに、どうして未いまだにビッチっていう噂が消えないのか。普通、簡単にヤれるって聞いてたのに誰も成功してないなら、噂は実は間違ってたって話題になると思わない？」

　確かに、来栖さんの言う通りだ。水守は一度も男子生徒の誘いに乗ったことはないのに噂はちっとも風化しない。

「でも、その理由なら見当がつくわ。結衣は自分自身の全ての噂を否定しないから、核であるビッチって部分が既成事実になってしまってるの」

「……どういうことですか？」

「他人の彼氏を奪うとか、教師と関係を持ってるとか、そんな最低な噂すら結衣は否定しない。そうなると、周りの生徒たちはそんなセンセーショナルな噂ばかり注目することになるの。すると、どうなるか。噂の前提である、水守結衣は誰とでも寝る女である、って部分を誰も疑わないようになるの」

　思わず、相あい槌づちも忘れて来栖さんの言葉に聞き入ってしまった。

「それで、これは私の憶測なんだけどね……その状況を意図的に作っているのは、結衣本人だと思うの」

「………………………」

「だって学生生活に支障が出るくらい酷ひどい噂なんて、真偽はどうあれ否定するのが自然でしょ？　でも、結衣は決して否定しようとしない。それは何な故ぜか──結衣は、自分がビッチだとかヤリマンだとか言われることを、自ら望んでいるんじゃないかしら」

　確かに、そう考えれば怖いくらい辻つじ褄つまが合う。

　初めて水守の家に泊まった夜、全ての噂が真っ赤な噓だって教えてくれたけど、その真実を周りに伝えることは拒んでいた。その時はどうしてか分からなかったけど、来栖さんの仮説が当たっているなら筋が通る。

　水守は、自分自身の悪い噂を必要としていたのか。

「来栖さんの言う通り、かもしれないですね。水守って、今まで一度も俺らに助けを求めたことがありませんし」
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「意外と平然としてるのね。十神君は不安にならないの？」

「不安、って？」

「結衣は何を考えてるんだろう、って。私には、どうして結衣が自分の評判を落とすような噂を容認しているか分からないの」

　その気持ちは痛いくらい共感出来る。水守は俺達には言えない隠し事があって、だからこそどんな女の子なのか時々分からなくなってしまうこともある。

　……けど。

「大丈夫ですよ。多分水守は、のっぴきならない事情でそういうことにしてるだけですから。少なくとも、好きで自分の悪い噂を容認しているわけじゃないと思います」

「どうしてそんなこと言えるの？」

「水守、言ってましたから。退屈な学園生活になることを覚悟してた、って」

　他人に距離を置かれて、男子から嫌らしい目で見られて。水守だって苦しかったはずなのに、それでも何か理由があって噂を一度も否定しなかった。

　その理由が何なのか俺には分からないけど、絶対に誰かを傷つけるためじゃない。

　だったら大丈夫。水守はきっと、優しいままの水守のはずだから。

　……ただ、水守が自分から不ふ憫びんな目に遭ってるってのは、ちょっと見過ごせないけど。

　他人を傷つけるのは嫌がるくせに、自分が傷つくことには平気なんだよ、水守って。見てるこっちの身にもなって欲しい。

「だから心配ないですよ。きっと水守なりの事情があるはずですから」

「……それが、十神君を裏切るような結末になっても？」

「絶っっっ対ないです。水守に限ってそんなこと、ありえないです」

　ぽかん、と来栖さんが呆あっ気けに取られたのは一瞬。やがて、くすくすと笑いだす。

「あはは、まさかきっぱり断言するなんて。恋は盲目ってよく言ったものね」

「そんなんじゃないです。水守は誰かを裏切るような奴じゃないって、それだけのことですから」

「ふ～ん。結衣のこと信頼してるのね。前々から思ってたけど、十神君って結衣に負けないくらい一途よね。……でも、一つだけいいかしら」

「何ですか？」

「のっぴきならない、なんて古い言葉、高校生はあまり使わないわよ？」

「べ、別にいいじゃないですか。そりゃ俺だって何か違うかなって思いましたけど、言い換えるのも違うしそのまま勢いで誤魔化したかったのに」

「あはは、照れちゃって可愛い」

　むぅ、これじゃ本当に姉さんに馬鹿にされる弟みたいだ。

「けど、それくらい結衣のことで頭がいっぱいだった、ってことね。……結衣のこと、よろしくね。十神君の言う通り、あの娘こはきっと良い子だから」
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「……ど、どうしたんですか水守さん？　先輩と何かあったんですか？」

　私って、里久君と一緒にいてもいいのかな。

　そう問いかけられた涼音ちゃんは、明らかに困惑していた。

「ごめんね、大したことじゃないんだ。ただ、私みたいな人が誰かの傍にいても迷惑にならないかなって思ったから」

　どうしてだろう。今日の私、何だかいつもより変だ。

　こんな弱いだけの言葉なんて、普段なら絶対に言わないのに。

「ほら、私なんてロクでもない噂ばっかりでしょ？」

「で、でも、水守さんって男子のお誘いは断ってるんですよね？　だったら問題ないですよ、いつか噂のことなんてみんな忘れますって！」

　違うの、涼音ちゃん。噂が消えることなんて、絶対にない。

　だって、私は自分自身のあらゆる噂を肯定しなければならないから。

　それが──私の親友との約束だから。

「それにね、私って自分勝手な人間だから。秘密にしてることだって多くて隠し事ばっかりだけど、里久君は話してくれるまで待つって言ってくれるの。

　……でもね、そうやって許してくれる度に、私みたいなずるい人間がこんなに良い人と一緒にいてもいいのかな、って思っちゃうんだ」

　初めは、こんなに里久君との関係が続くなんて思ってなかった。

　私が恋人なんて、もし他人に知られれば里久君まで白い目で見られるのは当然で。水守となんて関わるんじゃなかったって恨み言を言われて捨てられることも覚悟してた。

　だから、私がしたいことは全部したつもりだった。明日には私たちの関係がバレて、別れることになっても不思議じゃないから。

　でも、里久君は私を見捨てなかった。

　周りに関係がバレそうになって私が別れようって言っても、同級生の前で里久君に嫌われることをしても、あの人は一緒にいたいって言ってくれた。

　それが震えるくらい嬉しくて……けれど、心を蝕むしばむように怖くもなった。

　ヤリマンとかビッチとか中古とか、他人に言われても何も言い返さない私みたいな女が彼女でいいのだろうか。

　たまに、ほんの少しだけ考えてしまう。

　里久君の彼女になるべきなのは、私なんかじゃなくて、涼音ちゃんのような何処にでもいる女の子なんじゃないか──。

「……ごめんね。こんなこと言われても、涼音ちゃん困っちゃうよね」

　最低だな、って自分自身思う。

　こんなの、誰かに優しくされたいだけの自己満足だ。

　水守さんは先輩の傍にいてもいい。そんな言葉を言ってもらいたくて、不安を誤魔化したくて、無意識に涼音ちゃんを利用しようとしている。

　誰とでも寝る中古として高校生活を過ごすと決意したのは、私自身なのに。

「こんな言葉、忘れてくれるかな。ちょっとらしくないこと言っちゃったみたい。それより、そろそろ里久君たちのところに──」

「水守さんは先輩の傍にいて迷惑って言いましたけど、そんなことないと思います。だって水守さんは、先輩が心を許してる数少ない女の子の一人ですもん」

　思わず、言葉を失った。

　今まで見たことがないくらい、涼音ちゃんの表情は真剣。

「多分、それが全てだと思います。先輩は水守さんと喋ってるとほんとに楽しそうで、それだけで一緒にいてもいい理由になるはずですから。先輩が水守さんを必要としてるなら、それで良いと思います」

「……そっか。うん、ありがと涼音ちゃん」

　涼音ちゃんの善意の言葉は嬉しくて、だからこそ後ろめたさを覚えてしまう。

　結局、涼音ちゃんの優しさに甘えちゃったな。

　私が里久君に隠し事をしてる限り、問題は何一つ解決しないのに。明日にはまた同じ不安を抱えるっていうのに。

　そう、苦笑いをした時だ。

「でも、これって多分わたしが言っても仕方ないんですよね。先輩の傍にいても良いって言うべき人は、もっと他にいますから」

「もっと他に……？　それって、里久君本人、ってこと？」

「違います。先輩にだって、水守さんの心のもやもやは晴らせないと思います」

「じゃあ、誰なの？」

　私の問いに、涼音ちゃんがにこりと笑った。

「水守さん自身、ですよ。……水守さんが自分自身に、私は里久君の隣にいてもいいって言ってあげないと、ずっと前に進めないと思いますよ？」

「──、あ……」

　不思議なくらい、その言葉は私の胸にすとんと落ちた。

「水守さんは、自分のことがちょっとだけ嫌いなんですよね？　だから先輩と一緒にいてもいいのかなって悩んじゃう。でも、そんなの答えは一つだけなんですよ。先輩の隣にいても良いって、自分を認めてあげるしかないんです」

　涼音ちゃんの言葉一つ一つが、やけに鮮明に聞こえた。

　今まで、里久君と一緒にいる時だけあたたかい気持ちになれた。私の言葉や仕草で照れてくれるのが、嬉しくてたまらなかった。

　ああ、そっか。それだけじゃ満たされないのは当然だったんだ。

　だって、里久君が私のことを想ってくれてるのは痛いくらい伝わってくるから。

　本当に必要なのは、私の──。

「な、なんちゃってっ！　わたしってば何を言ってるんだろ、水守さんにこんな偉そうなこと言っちゃって……！」

　ぱたぱたと手を振る涼音ちゃんに微笑む。

「ううん、そんなことないよ。少しだけ、私がするべきことが分かった気がするから。涼音ちゃんに話して、ほんと良かった」

「そ、そうですか？　えへへ、水守さんの力になれたら光栄です」

　涼音ちゃんは頰を染めながらはにかむと、

「……えっと。水守さんに訊きたいことがあるんですけど、いいですか？」

　つい頰を緩めると、涼音ちゃんは急にそわそわしだした。

「実は、水守さんと二人きりになったのもそれが理由なんです。他の人、特に先輩には絶対に聞かれたくなかったので」
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　里久君には聞かれたくない質問。その一言に、ついこっちまで緊張してしまう。

　もしかして、涼音ちゃんが訊きたいことって……。

「あ、あのっ！　水守さんって、先輩のことが──」

　思わず、涼音ちゃんの言葉に身構えて……けれど、いつまで待っても無言のまま。

　涼音ちゃんは、愕がく然ぜんとした表情で立ち尽くしていたから。

「……涼音ちゃん？」

　どうしたんだろう。涼音ちゃん、何か様子が変だ。

　涼音ちゃんが見つめているのは、私の背後。気になって振り返ってみると、噴水を眺める人たちが目に映った。別段、おかしな光景じゃない。

　何かあったのかな、と涼音ちゃんに声をかけようとした、その時だ。

「あ、あの、水守さん。今すぐ先輩たちのところに戻りませんか？」

「……えっ？」

「ごめんなさいっ！　理由は後で話しますけど、急いで先輩に会わなきゃいけないんです」

　態度が急変した涼音ちゃんに、戸惑いが隠し切れない。

　ただ一つ分かるのは、今の涼音ちゃんが切羽詰まっているということ。きっと、相応の理由があるんだと思う。

「うん、分かった。涼音ちゃんがそう言うなら──」

「おっ、いたいた。零れい花か、お待たせー」

　焦った表情を浮かべる涼音ちゃんに頷うなずこうとした時だ。ふと聞こえてきた女の子の声に、言葉を吞み込んだ。

　待って。今のって──。

「み、水守、さん……？」

「……ごめん、涼音ちゃん。先に里久君たちのところに戻っててくれるかな？　ちょっと気になることが出来たから」

「えっ？　で、でも、それだと水守さんが一人に……」

「大丈夫。確認だけしたらすぐに戻るから。ねっ？」

「……は、はいっ！」

　涼音ちゃんはぺこりとお辞儀をして、去って行った。

　ふう、と一つだけ深呼吸して、さっき聞こえた声の主を探す。

「なぁ、零花。もうプールも飽きたしそろそろホテルに戻んない？」

「勝手なこと言うね。ナイトプールに行きたい、って駄々をこねたの梨り奈なだと思うけど？　まあ、別にいいけど。人が多くてうんざりしてたとこだから」

「そ、そうか？　付き合わせてごめんな。今度は予約制のとこにするからさ」

　…………やっぱりだ。

　何処かで聞いたことのある声音、梨奈っていう聞き覚えのある名前。

　声のする方を見れば、女子高生くらいの二人の少女がいた。その内の一人は、染めた茶髪に派手なネックレスが特徴的だった。

　その姿に、呆気に取られた。

　間違いない。記憶より見た目は少し変わってるけどあの娘は──中学時代に同じクラスだった、梨奈だ。

　もう一人の女の子が私の方に指をさすと、

「ねえ。さっきからあの娘、梨奈をずっと見てるみたいだけど」

「ん……？　はあっ!?　結衣じゃんか。マジかよ、こんな場所で会うなんて」

　梨奈の表情に、にやにやと笑みが浮かぶ。

「なあ、面白そうな奴見つけたからさ。少しだけ待っててくんない？」

「……へえ。梨奈、私のこと待たせるんだ？」

「ちょ、ちょっとからかうだけだって！　すぐ戻ってくるからさ、なっ!?」

　……梨奈、やけにあの娘の顔色を窺うかがってるような。

　梨奈は焦ったように女の子に頭を下げると、私の許もとへ歩み寄ってきた。

　面倒なことになっちゃったな。姿だけ確認出来ればそれで良かったのに、まさか声をかけてくるなんて。

「よぉ、久しぶり。こんなとこで会うなんて奇遇じゃん」

「そうだね。私も、まさか梨奈と再会するなんて思ってなかったよ」

「意外と元気そうだな。あたしはさ、結衣のこと心配してたんだよ？」

　笑いながら梨奈は口にする。

「名門校の聖女から逃げて、遠くに引っ越したんだもん。あたしなら情けなくて学校辞めるなぁ、なんてみんなで話してたからさ」

「大げさだね。私だって一応、楽しく暮らしてるんだけどな」

　肩透かしを食らったように、梨奈が不満そうな顔をする。

　何てことはない。いつも通り愛想笑いだけ浮かべて飄ひょう々ひょうとしていれば、相手は呆れて去ってくれる。こんな状況、何度も高校で遭遇してきた。

　……なのに。

「へえ、楽しくねえ。やっぱ中学の頃みたいに高校でも男遊びしてんの？」

　その一言に、動揺してしまった。

　梨奈が言葉に詰まった私を満足げに見つめると、

「聖女と違ってお淑しとやかなふりなんてする必要ないもんな？　いいねぇ、名門校をリタイアした人間は。こっちは毎日死に物狂いでお勉強してるっていうのに」

「……そうなんだ。茶髪にネックレスって、お嬢様って感じしないけどね」

「うっさいな、夏休みだけだっつの、この格好は」

　あぁ、もう。いつもなら平然としてられるのに。中学の同級生が目の前にいるだけなのに、こんなに心が乱されるなんて。

　……私は、こんなに弱い人間だったっけ。

　やっぱりあの人のせいだって、こんな時にも思ってしまう。

　あの人が、私を何処にでもいる女の子として見てくれるから──ありふれた幸せを、夢に見てしまったのかもしれない。
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　水守たちはまだかな、と心配し始めた頃。遠くから涼音が駆けて来るのが見えた。

「どうしたのかしら。涼音さん、急いでるみたいだけど」

　俺と来栖さんが首を傾げていると、涼音は弾んだ呼吸が落ち着くのも待たず俺にしがみついた。その表情は、今までにないくらい焦っている。

「涼音……？」

「せ、先輩っ！　その、そろそろプールを出ませんか!?　もう十分遊びましたし、もう帰ってもいいかなって！」

　つい目を丸くしてしまう。あんなに楽しそうだったのに、急に帰りたいだって？

「待った、ちょっと落ち着こう。プールを出たいってどうしてなんだ？」

「……それは──」

　なるほど、言えない理由があるのか。

　けど涼音の様子は明らかにおかしくて、一秒でもここに居たくないように見えた。

「分かった。涼音がそうしたいなら俺はそれでもいいよ。すぐに更衣室に行こう」

「……いいん、ですか？」

「涼音がそう言うなら余程のことがあったんだろ？　けど、理由は後でちゃんと話してくれ。来栖さんはどうですか？」

「私もそれで構わないわ。閉園も近いしそろそろかなって思ってたもの」

「じゃあ、残りは水守だな。そういえば水守は？　一緒にいたんだよな」

「そ、そうですけど、何か用事があったみたいで噴水に残ってます。すぐに戻るって言ってましたけど、どうしたんでしょう……」

「じゃあ、水守の様子を見に行ってみるか。もし合流出来るようならすぐに出よう」

　水守を探しに噴水まで歩きだそうとした俺の手を、涼音が取る。

「ま、待ってくださいっ！　あそこに行くのは絶対ダメです！」

「そこに、俺らがプールを出なきゃいけない理由があるからか？」

「…………はい」

　こくり、と力なく涼音が頷いた。

「だから、水守さんはわたしが連れて来ますから。先輩はここにいてください」

「でも、どっちにしろ十神君は噴水に行かなきゃいけないわよ？　更衣室に行くためには、必ず噴水を通らなければいけないもの」

　来栖さんの言葉に、涼音が俯うつむいた。

「あっ、そっか……じゃ、じゃあ、先輩と来栖さんも一緒に来てください。水守さんはわたしが声をかけるので、先輩は出来るだけ噴水に近寄らないってことで。合流出来たらすぐに更衣室に向かいませんか？」

「……ああ、分かった」

　どうしてそんなに、涼音は俺を噴水から遠ざけたいんだろう。

　噴水の辺りまで行くと遠くに水守の姿が見えて、涼音がぽつりと呟つぶやく。

「あれ、一緒に誰かいますね。水守さん、あの人に用事があったのかな」

　確かに、水守と向かい合うように別の女の子がいる。見覚えのある背丈に髪の色。あの娘、さっきキツい口調でナンパを断ってた女の子だ。

　どうして水守と一緒にいるんだろう……そう疑問を覚えた時だ。

　水守という単語が化学反応を起こしたように、唐突に記憶が蘇よみがえった。

　──この娘は校則で禁止されてるのに、他校の生徒と恋愛してたみたいだし。

「あっ……！」

　思い出した。何処かで見たことがある気がしたのも当然だ。

　あの娘、聖女の卒業アルバムに載ってた女の子にそっくりだ。

　ということは、あの娘は水守の知り合いなのか。でも、ぱっと見た感じ友好的な雰囲気じゃない。むしろ女の子の方は、人を小馬鹿にするような嫌な笑みを浮かべている。

　対して水守が浮かべるのは、まるで逃げ場を失っているような狼ろう狽ばいした表情。

　嫌な予感がした。

「あっ、先輩……っ！」

　じっとしてられなくて、涼音の呼び声を耳にしながらも水守に歩み寄る。

「水守、どうした？　心配して来たんだけど、何かあったか？」

「……里久君？」

　目をぱっちりと開いて水守がこちらを見る。その表情に、先程までの不安はない。

　茶髪の女の子は、何だこいつ、という顔をすると、

「何だよ水守、やけにほっとした顔してんじゃん。はーん、もしかしてこいつ、高校の同級生？　相変わらず男を誑たぶらかすの上手いねえ」

　思わず、むっとしてしまう。

　この人も水守の噂を知ってるんだろうけど、やっぱり嫌な女の子だ。

「水守、この人は？」

「……中学の頃の同級生、かな。梨奈っていうんだけど、偶然ここで会ったんだ」

「ほんと久しぶりだよなー、何しろあたしは水守の連絡先なんて知らないし」

　女の子──梨奈は薄笑いを浮かべたままだ。

「あたしら、中学の頃から大して仲良くなかったもんな。あたしは名門校についていけない落ちこぼれで、水守は生徒や教師に大人気の優等生なんだもん。天と地くらい差があったもんね」

「えっ!?　水守ってそんなに優秀な生徒だったのか？　初耳だけど……」

「……だって、改めて言うことじゃないから。中学なんて昔のことだもん」

「いいねー、その自分を過小評価してる感じ。謙遜してるみたいで点数高いよ？　そんな風に愛想が良いから、あんたにはいつだって友達がいた。同級生から尊敬されるくらい成績が良くて、水守と仲が良いのが一つのステータスですらあったよねー」

　知らなかった……。けど、不思議なくらい納得する自分もいる。頭の良さとか、会話の上手さとか、他人に優しいところとか。全部水守から感じてたことだ。

「お嬢様学校が気に入らなくて拗すねてたあたしとは大違い。良かったね、聖女で優等生気取れるなんて一生自慢出来るじゃん。……あんたのそーいうとこ、大っ嫌いだった」

　梨奈の瞳に怒りが滲にじむ。

「自分がカースト上位だからって、底辺のあたしらにまで優しくしてさ。どうしたの、って笑顔なんかで話しかけてきて……むかついた。同情されてるみたいで気に入らなかった。あたしとあんたは同じ聖女の生徒で、上下関係なんてないのに」

「そんな、同情なんかじゃ──」

「そう言うだろうねあんたは。どんな態度を取れば他人に好かれるか、手に取るように分かるもんね。そうでなきゃ、聖女で優等生なんてなれるはずないもん」

「……あの、横からごめん。水守はそんな女の子じゃないと思う」

「は？　なんだそれ」

　梨奈の睨にらむような眼まな差ざしに思わずたじろいでしまう。

　でも、ここは退ひけない。絶対に。

「水守は打算とかで他人に優しくする奴じゃないから。あなたに声をかけたのも、きっと善意だと思う。だから、周りに好かれるために優等生を演じてたって言い方は間違ってるんじゃないかな、って。……俺には、あなたが水守を羨んでるようにしか思えないんだ」

「なっ……！」

「ごめん、そろそろ俺たちは帰らないといけないから。水守、いいか？」

「あっ。う、うん。じゃあね」

　俺と水守は、くちびるを嚙かむ梨奈に背を向け歩き出す。

　緊張した……。知らない女の子に嚙み付くなんて、初めてかもしれない。

「……ごめんね、助けてもらっちゃって。中学時代の知り合いって苦手だから、正直ちょっと困ってたんだ」

「別にいいよ。あんなこと言われたら、俺だって黙ってられないし。……それとさ」

　何とか頑張って水守に笑いかける。

「ごめん、って言葉よりも、ありがとうの方が嬉しいかな。水守が謝る必要なんて、何処にもないんだから」

「……びっくりした。そんな女の子を口説くような言葉、どこで覚えたの？」

「俺、結構真面目に言ったんだけどなあ」

「あはは、ごめん。ただの照れ隠しだから気にしないで。……ありがと、里久君」

　良かった、いつも通りの水守だ。

　視線を移すと、少し離れたとこでは涼音と来栖さんが心配そうにこちらを見ていた。二人には後で事情を話さないと……そう、思った直後だ。

「へえ、里久って女の子とまともに喋れるようになったんだ。……学校の女子にびくびくしてた頃とは大違いだね」

　その背後から聴こえてきた声音に、足元が凍り付いたように動けなくなった。

　梨奈ではない、ましてや水守でもない。この少女の声は──。

「……里久君？　どうしたの？」

　水守がこちらを覗き込むが、返答なんて出来やしない。まるで心臓を鷲わし摑づかみにされたような錯覚。頭の中には、いつまでもさっきの少女の声が響いていた。

　そんなはずがない。噓であってくれ、と祈るように願いながら振り返る。けれど、そこにいたのは、願わくば二度と会いたくなかった少女の姿。

　霧島零花──中学の頃、俺が初めて告白して、そして無残に捨てられた少女だった。

「れ、零花ぁ。なんだよ、いきなりあたしらの間に入って来て」

「梨奈と同じ理由。私も、ちょっと面白そうな人を見つけたから。こんなところで会うなんて奇遇だね、中学以来かな？」

　忘れるはずがない。人形のように整った顔つきも、流れるような美しい髪も、脳が溶けるような甘い声も。全て、中学のあの頃とほとんど同じ。

「どうしたの？　幽霊でも見たような顔をして。……ああ、そっか」

　霧島の表情に笑みが浮かぶ。

　花のように可憐で、けれど他人の心を蹂じゅう躙りんする毒を持った、悪魔のような笑顔。

「あれから数年も経つのに、まだ私が怖いんだ？　それも仕方ないかもね、里久のことは散々玩具おもちゃにして遊んでたから」

「あれから数年……？　里久君。もしかして、中学の頃に付き合ってた霧島って──」

　水守が驚いたように口にしようとした時だ。俺と水守を庇かばうように、一つの人影が正面に躍り出る。

　涼音、だった。

「……久しぶりですね、霧島さん」

「えっと……あっ、思い出した。確か、里久に付き纏ってた下級生だよね。懐かしいなぁ、こんなところで会うなんて」

　やっと、涼音が俺をこの場所へと近づかせなかった理由を理解する。

　涼音は、ここに霧島がいることを知ってたんだ。だから俺と霧島を出会わせないために、一秒でも早くプールから出ようとした。

「わたしは二度と会わないと思ってましたけど。まさか、水守さんの知り合いの友達だとは思いませんでした」

「それって梨奈のこと？　梨奈とは高校で仲良くなったんだ。ほら、私って外部受験で聖女に進学したから」

　その言葉に、俺も涼音も顔を驚きに染めた。

　知らなかった。確かに霧島の家は資産家だけど、まさか聖女に在学してるなんて。

「けど、とても残念です。出来れば霧島さんには会いたくなかったですから」

「会いたくなかった、なんて酷いなぁ。私は思い出話をしたいだけなのに」

「調子の良いこと言わないでください……っ！　あなたのせいで、先輩がどれだけ傷ついたと思ってるんですかっ！」

　今まで聞いたことがないくらい、怒りが滲んだ涼音の声音。

　あの人懐っこい涼音が、俺のために怒っている。

「私のせい……？　それって、何のこと？」

「だって、霧島さんは先輩の気持ちを弄んだじゃないですかっ！」

「あっ、それって里久が色々プレゼントしてくれたこと？　でも、あれは私が命令したわけじゃないよ？　全部、里久が彼氏として好きでやってたことなの。もし嫌なら別れようって言ってくれれば良かったのに」

「で、でもっ！　霧島さんはいつの間にか他の生徒と付き合って、先輩を捨てたじゃないですか！　先輩は真剣に交際してたのに、そんなのあんまりじゃないですか！」

「そうだね。私はちっとも、里久に興味なんてなかったから。まあ、つまりは……私にとって、その程度の価値しかなかった、ってことかな」

　途端に、胸が苦しくなった。

　こんな女の子を、あの頃の俺は必死で好きになっていたのか。

「あー、そういうこと。こいつが零花の言ってた元彼氏クンか」

　それまで戸惑っていた梨奈が、にやにやと水守を見ると、

「話には聞いてたけど、こんなお人好しだったとはね。良かったね水守、こんな馬鹿な男だったら水守なら簡単に騙せたでしょ？」

「……待ってください。騙す、ってどういうことですか。水守さんのことまで悪く言うんですか？」

　涼音は梨奈を睨むように見つめ……ふと、気づく。

　涼音の肩が微かすかに震えていた。

　それなのに、涼音は俺たちを守ってくれようとしている。

「水守を知ってる奴なら、男を連れてたら誰だってそう思うっしょ。……ああ、そっか。あんた高校で知り合ったから水守のこと知らないんだ？　優等生の水守がどうして聖女を辞めたか、とかさ」

　俺も、そして涼音も息を吞んだ。

　それは、今まで頑かたくなに水守が口を閉ざしてきた秘密。

「その感じだと、やっぱり話してないみたいだね。そりゃそうか、あんな最低な出来事なんて誰だって隠してたいもんな」

　水守は何も言わない。ただ、梨奈を見つめるばかり。

　この場を離れないと。

　水守が過去を隠したいというなら、語ってくれるその日まで待ちたい。水守が望んでないのに誰かに真実を告げられるなんて、絶対に駄目だ。

　水守の手を取り駆け出そうとした、その時だ。ぽつりと水守の声。

「いいの、ここにいて。……私はみんなにも、そして里久君にも真実を知って欲しい」

「水守……？　水守はそれでいいのか？　本当に平気なのかよ、今まで誰にも知られたくなかったんだろ？」

「うん。だからこそ、ずっと不安だった。こんな隠し事ばっかりの私が里久君の傍にいてもいいのかな、って」

　ぎゅっと、水守が俺の手を握り返す。

「もう逃げない。これからも、里久君の隣にいたいから」

　──その一瞬。

　つい見惚れてしまうくらい、水守の横顔は決意に満ちていた。

「あんたらは知らないだろうけど、水守はさ──」

　薄笑いを浮かべたまま、梨奈は告げた。

「援助交際してたんだよ。それが学校にバレて、聖女を追い出されたんだ」

　その言葉は、俺が想像もしていなかった言葉だった。

　誰も、何も言わない。霧島も、涼音も、水守さえ沈黙していた。

「くく……はははははっ！」

　心底愉快そうな、梨奈の笑い声。

「最高だよな！　お嬢様学校の誰もが憧れた高たか嶺ねの花が、実はどうしようもないビッチだったなんて！　あれだけあんたに憧れてた連中があっという間に軽蔑するような目で見てたもんな、そりゃ名門校って名高い聖女にいられるはずないよなぁ!?」

「……水守。あの娘が言ってることは、本当か？」

　水守は俯くでもなく、怯えるでもなく、真剣な顔で頷いた。

「うん、本当だよ。……ごめんね。こんな大事なこと、今まで黙ってて」

　──あれね、全部噓。そんな経験したことないんだ。

　いつか水守は、自分自身に対する噂について、そう俺に教えてくれたことがある。だとすれば、援助交際ってこと自体おかしいのだけど、これは一体──。

　……いや、違うか。何が噓で、何が真実かなんて、今はどうだって良い。

　たった今、水守に伝えるべき俺の気持ちがあるとするなら、それは──。




「……何だ、そんなことか。その程度のことを、俺たちに隠してたんだな」




　──水守を信じる、ってことだけだ。

　驚いたように俺を見つめる水守の手を取ったまま、一歩前に出る。涼音は心配そうな顔をしながらも、俺たちの後ろへと下がっていった。

　梨奈は呆れながら、

「その程度、って何言ってんだよ。援交だぞ？　しかもお嬢様だから金が欲しかったわけじゃない。男なら誰だって良いヤリマンなんだよ、そいつは」

「もし、あんたの言葉通りだったとしてもさ。それがどうかしたのかよ」

「……はあ？」

　水守を貶おとしめる梨奈を、真まっ直すぐに見つめる。

「確かにさ、もし水守がビッチなら傷つくよ。水守が他の男に抱かれるところなんて想像もしたくないし、貞操観念が無いなんて胸が抉えぐられるくらい苦しいさ。だけど、だからって水守を嫌いになんてならないし、幻滅だってしない」

　それが、噓偽りのない俺の本心。

　水守が周りのみんなが噂するような女の子だったとしても、そんなの関係ない。

　だって、水守が優しい女の子だって知ってるから。そんな水守に惚れてしまったから。

　俺が好きになった水守を、信じるだけだ。

「中古だとか、援助交際とか。上等だよ──そんなので水守への想いが冷めるかよ」

「……なん、だよ。どうして平然としてんだよ」

　怯ひるんだように、梨奈が一歩下がる。

「援交なんて後ろ暗いこと、水守は今までお前に隠してたんだぞ？　お前は水守に騙されてたんだよ。どうしてそんな奴を庇うんだよ」

　ぎゅっと、手に仄ほのかなぬくもり。

　見れば、水守は照れくさそうに俯きがちに、しかし口元を緩めていた。

「──ふーん。そうやって、また良いように利用されるんだ？」

　砂糖のように甘く、しかし氷のように冷たい霧島の声色。

「その水守って女の子、遊び慣れてそうだもんね。援交してたってのも納得出来るな。里久とは別世界の人間って感じすらするよ。……普通、何か裏があるって疑うのが普通だよ？」

「っ、────」

「ほんと、里久ってあの頃とちっとも変わらないね」

　動どう悸きで胸が苦しくなるなか、愉たのしそうに霧島は口にした。

「里久は本当に優しいんだね──私が付き合ってあげてた時みたいに、その女に騙されてることに気づかないんだから」

「……あ、…………」

　まるで、心をずたずたにされたあの頃みたいだ。恐怖で言葉が出ない。霧島の顔を視界に入れるだけで嫌な汗が噴き出て、直視なんてまるで出来ない。

　心が折れそうになって目を閉じた、その時だった。

「大丈夫だよ、里久君。私がここにいるから」

　優しい声音がした。

　いつまでも耳にしていたいって思える、誰よりも愛いとおしい声。

「あの霧島って女の子に言ってあげて。私が里久君にとって、どんな存在なのか」

　胸の痛みが、消えた。

　──ああ、分かった。見ててくれ。

　ゆっくりと深呼吸をして顔を上げる。真っ直ぐに見つめるのは、薄笑いを浮かべる霧島。もう二度と会いたくないと願っていた少女だ。

　水守、俺一人じゃ駄目なんだ。

　涼音って後輩がいて、数年っていう時が経って。それでも心の傷を忘れることなんて無理だった。異性が怖くて仕方なかった。

　でも、水守となら。水守と一緒なら。

　なあ、水守。俺は──俺は。

　君のために強くなりたい。

「霧島。水守はさ……お前みたいな女の子じゃないんだよ」

　その瞬間、霧島の表情から笑顔が消えたのを、俺は確かに見た。

「……今、何て言ったのかな？」

「他人の心を踏ふみ躙にじる奴じゃない、って言ったんだ。水守は誰よりも一いち途ずなんだよ」

「一途、ってどういうことかな？　どうしてそんなの里久に分かるの？」

「分かるさ。だって──水守は、俺を好きだって言ってくれたんだから」

　その静寂は、世界が停止したみたいだった。

「水守の純粋さを、俺は誰よりも近くで見てきたから。何処までも健けな気げなとことか、寄り添ってくれる優しさとか。そんな一途な女の子だから、異性が怖くて逃げ続けてた俺でも一緒にいたいって思えたんだ」

　言葉を失う霧島に、躊躇うことなく言い放つ。

「だから、霧島。もう俺と水守に関わらないでくれ──俺は、水守が好きだから。水守のことを馬鹿にして欲しくないんだ」

　それは多分、今まで恐怖で口に出来なかった拒絶の言葉。

　霧島は絶句したように立ち尽くすのみ。けど、それも当然だ。

　ただの玩具だった俺が抵抗するなんて、きっと想像すらしてなかったに違いないから。

　その瞬間、やっと終わったのだという不思議な確信があって……しかし、

「……つまんないの。里久なら里久らしく、びくびくしてればいいのに」

　そう言うと、霧島はぱちぱちとくだらなそうに拍手をする。

「あー、はいはい。カッコイイね。そうやってまた女に捨てられるんでしょ？」

　心の底から見下すような、冷たい眼差し。

　俺を見捨てた時の目と、全く同じだった。

「里久なんて大した価値なんてないんだし、そこの彼女も他に良い男がいればそっちに乗り換えるよ？　援交するヤリマンなんて、どうせ貞操観念終わってるんだし」

「霧島……っ！」

　俺が詰め寄ろうとした、その刹那だった。ふっと、手から水守のぬくもりが消えて……やがて、ぱんっ、という軽い音がプールに響く。




　水守が、霧島の頰を叩たたいた音だった。




「…………み、水守？」

　そんな俺の声にも反応せず、水守は怒りを滲ませた表情で霧島を見つめるばかり。

「霧島さん。どうして里久君は、捨てられるまであなたと付き合い続けたと思う？」

　霧島は答えない。何が起こったか分からない、とばかりにぽかんとするだけ。

「それくらい、里久君があなたのことを本気で好きだったからだよ。だから、騙されても傷つけられても、心がぼろぼろになるまで霧島さんのことを信じ続けたの。

　その純情さは今でも変わらないよ。お人好しなくらい真っ直ぐな里久君だからこそ、こんな悪い噂ばかりの私のことも信じて傍にいてくれた。私はそんな里久君を、心から誇りに思ってる」

　水守は、美しいくらい真剣な表情で口にする。

「里久君の想いを利用したあなたを、私は許さない──もう二度と私の里久君を侮辱しないで」

　しん、と静寂が降りて……やがて、霧島がぽつりと口にした。

「………………はい。ごめん、なさい」

「ん、ちゃんと謝れて偉いね。叩いたりしてごめんね？　じゃあ、ばいばい」

　つかつかと俺の許に戻る水守を、その場の全員が啞然と見ることわずか数秒。

　大声で沈黙を破ったのは梨奈だった。

「はあっ!?　ど、どうしたんだよ、謝るなんてらしくないじゃん!?　っていうか今の暴力だよ、ぼーりょくっ！　零花のお父様に頼んでさ、あいつ潰してもらおうよ！」

　ぎゃーぎゃーと梨奈は叫ぶが、霧島にまるで聞こえている様子はない。ぽーっとしたような表情で、水守に叩かれた頰を撫でている。

「──水守さん、かあ」

「れ、零花……？」

　まるで夢見る乙女のように、霧島は水守を見つめ続けるのだった。




「お待たせ。時間を取らせちゃったね」

「……い、いや。全然構いませんよ？」

　水守って、あんなに激怒することあるんだ……今の迫力、怖すぎる……。

　けど、それくらい水守は俺のことで怒ってくれた、ってことなんだよな。

　水守は、俺の背後を見つめながら、

「涼音ちゃんも流花も、ごめんね。楽しい時間だったのに私のことに巻き込んじゃったね。……それに、隠してたこともバレちゃったし」

　振り返れば、おろおろと小動物の如く慌てる涼音と、そして毅き然ぜんとした来栖さん。

「えと、べ、別に気にしてないですよ!?　え、えんじょこーさいって、その、添い寝サービスみたいなものですよね！　そういうお仕事があるの聞いたことありますよ!?」

　涼音は衝撃の事実に現実が受け止めきれてないみたいだな……。

「……ううん、違うの。私がしてたのはそんな優しいものじゃなくて──」

「待って、結衣」

　水守の言葉を止めたのは、来栖さん。

「その援助交際って自分のためじゃなくて……誰かのため、じゃないの？」

　ほんの一瞬だけ水守の表情が驚きに染まり、諦めたように笑う。

「うん、そうだよ」

「そうなの。……なら、いいわ。結衣が話したくないなら、私は何も聞かない」

「……いいの？」

「気になることはたくさんあるけどね。でも、やっぱり結衣は結衣だって今の返事で確信したから。だったらいいかな、って」

　来栖さんが、茶化すような笑顔で俺を見る。

「それに、あんなに力強く結衣を庇った人が近くにいるんだし、ね」

「……ほんとに、そうですね」

　涼音の顔に浮かぶのは、優し気な微笑み。

「先輩も水守さんも、相思相愛だったんですね。……何となく、付き合ってるんじゃないかなー、って思ってましたけど」

　きょとん、と俺と水守が顔を見合わせて……先に顔が赤くなったのは、多分俺だった。

　言い訳なんて出来る訳がない、今のは公開告白みたいなものだ。涼音が見てるって頭では理解してたけど、言葉を選ぶ余裕なんて全然なかった。

　わずかに頰を染めて、水守が口にする。

「うん、実はそうなんだ。今まで黙っててごめん。涼音ちゃんは大切な後輩だからって里久君は打ち明けたがってたんだけど、私が無理を言って……」

「いいんです。水守さんが隠してた理由って、私を傷つけないためですもん。それくらい、わたしだって分かりますよ？　……ねっ、水守さん。一つだけいいですか？」

　まるで明日の天気でも話すように、涼音が口にする。

「水守さんは、先輩のことが好きなんですよね？」

「ちょ、待った待った！　それはいくらなんでも良くないんじゃないかな……！」

　それ本人が目の前にいるのに訊くかな普通!?

　ほら、水守だってぽかんとしてる……と思ったら、頰を緩めて頷いた。

「うん、好きだよ。こんなに誰かを好きになったの、初めてだと思う」

「水守さんっ!?」

　ちょっと待ってくれ、どうしてそんな堂々と言えるんだ。そして来栖さんは何で口元を押さえてぷるぷると震えてるんだ。

　もしかして、みんなで俺を辱めようとしてるの？

「そっか……。あの、わたしの我がままを聞いてください。少しだけ、先輩を借りてもいいですか？　二人きりで話がしたいんです」

「……うん、もちろん」

「ありがとうございますっ。じゃあ先輩、いいですか？」

「あ、ああ。分かった」

　小さく手を振る水守を一いち瞥べつして、涼音に連れられるように噴水を離れる。

　もう閉園も近くなり人も少なくなったけど、イルミネーションの輝きは色いろ褪あせない。幻想的な光景の中を、涼音と肩を並べて歩く。

「ごめんな。水守と付き合ってるって、涼音にはちゃんと伝えたかったのに。あんな形で涼音が知ることになるなんて」

「あはは、確かにびっくりでしたね。でも、恋愛アンチの先輩が誰かを好きって言うなんて、すごく嬉しいんですよ？　先輩もやっと変われたんだな、って気がしますもん」

「……本当に、それだけか？」

「それだけ、って？」

「俺には、涼音がちょっとだけ無理をしてるように見えるから」

「……そうですね。本心を言えば、やっぱり寂しいです。あ、もうわたしだけの先輩じゃないんだなーって実感しましたから」

　その言葉は痛いくらい分かる。

　もし涼音に彼氏が出来たら俺も心から祝福するだろうけど、別の気持ちだって抱くと思う。それはきっと、巣立ちをする家族を見送る感情に似ている。

「でも、いいんです。相手が水守さんですから」

　涼音の晴れ晴れとした表情。そこに、先程まであった翳かげりはもう無い。

「あんなにはっきり好きって言えるくらい、先輩に夢中みたいですから。……ちょっとだけ、水守さんが羨ましいです。わたしはそんな男の人いませんから。昔は、この人のこともしかしたら好きかも、って相手がいたんですけど」

「えっ、そんなの初耳だぞ。それって俺の知ってる生徒、とか？」

「それは秘密、です」

　涼音のいじわるな笑顔。まるで水守みたいだ、って少しだけ思う。

「わたしがいないと何にも出来ないって思ってたのに、先輩も成長したんですね。あーあ、もうわたしが守らなくても良くなっちゃったのかぁ」

「……もし俺が成長出来たなら、それは涼音のおかげだよ」

　歩いていた涼音の足が、止まった。

「涼音がいなかったら、俺なんて高校に進学出来たかも分からない。何もかも嫌になって何処か遠くに行ってたかもしれない。こうして先輩として隣にいられるのは、誰でもない、涼音がいてくれたからなんだ」

　少しでも誠意を伝えたくて、深く頭を下げる。

「改めて言わせてくれ。今まで、俺と一緒にいてくれてありがとう」

　どれだけ時間が経っただろう。涼音の言葉を待つように、俺は頭を下げ続けて……やがて、すんすん、と音がした。

　顔を上げれば、涼音がぼろぼろと泣いていた。

「あっ……す、涼音？　大丈夫か？」

「ぐすっ……ずるいです……しんみりしてる時に、そんな優しいこと言わないでくださいよぅ……！」

「……ごめんな。けど、本心だから」

　まるで子どものように涙を流す涼音が、やけに愛おしい。それは水守に抱く好意とは違っていて、けれど涼音だからこそ芽生える胸のあたたかさだ。

「……もう。女の子を泣かせるなんて、サイテーです」

　やがて涼音の泣き声が止やみ、涙を拭う。

「でも、約束してください。たとえ水守さんと付き合ったとしても、わたしは後輩のままですから。それだけは絶っ対に譲れません」

　そして、花が綻ぶような笑顔を見せた。

「だから──これからも、わたしの一番の先輩でいてくださいね？」

「……おう。もちろんだ」

　多分、それは俺も同じ。もしいつか涼音に彼氏が出来て、俺だけの後輩じゃなくなったとしても、きっと今の涼音と変わらない願いを抱くだろう。
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　いつまでも、一番の後輩でいて欲しい。

　それが、俺の純粋な気持ちだった。





◇　　　






　遠ざかる里久君と涼音ちゃんの姿を見送ってから、私は振り返る。もう更衣室に行ったのか、そこに霧島さんと梨奈の姿は無い。

　やっちゃったな、と思う。

　霧島さんを叩いてしまったのも大人げなかったし……何よりも、私は梨奈にやり残したことがあった。

　真ま里りは、元気にしてる？

　そう、梨奈に訊きたかったのに。

「浮かない顔をしてるわね。十神君が涼音さんと二人きりなのが、そんなに不安？」

　流花のその一言で、現実に引き戻された。

「そんなことないよ。まあ、里久君が他の女の子と一緒にいる、ってだけでちょっと心配はしちゃうけど。でも、相手が涼音ちゃんだから」

「そうね。……ねえ、結衣。最後にイルミネーションでもゆっくり見てきたら？」

「えっ、でも流花は？」

「私は疲れたしここでゆっくりしてるわ。……結衣、考え事してるみたいだから。一人で綺麗なものでも見れば、少しは悩みが消えるかもしれないわよ？」

「……そっか。うん、ありがと」

　私が落ち込んでるの、バレてたんだ。

　流花の気遣いに感謝しながら、ただ一人で光の海の中を歩く。水面に揺れる人工的な灯りを見つめて思うのは、過去のことだ。

　里久君は、私が援助交際をしてても関係ない、って言ってくれた。その言葉は震えるくらい嬉しい。だって、私には噓を言い続けるしかないから。

　援助交際をしてたなんて、噓だ。そんな事実なんて存在しない。

　ほんと、私って噓ばっかりだな。きっと里久君だって、私が過去に何があったか訊きたいはずなのに。

　本当は、男の人に抱かれたことなんて今まで一度だってないって、里久君に伝えたかった。里久君の恋人として胸を張れるように、真実を全部話したかった。

　でも、言えなかった。

　だってそれは、この世界の誰にも言えない私とあの娘だけの秘密で。

　いつも一緒にいたあの娘──真里と交わした、大切な約束だから。




　聖女にいた頃は、友達がたくさんいた。登校をすればみんながおはようって言ってくれて、話す言葉は尽きなくて時間が許す限り会話を楽しんだ。その頃のみんなの名前は、今でも覚えてる。

　お嬢様学校で堅苦しい規律も多かったけれど、そんなこと気にならないくらい、聖女で過ごす日々は充実していた。

　その中で一番仲が良かったのが、真里という女子生徒だった。

　少し裕福な家庭だった私と違って、真里は本物のお嬢様だった。誰もが名前を知ってる財閥の一人娘で、学校からも一目置かれてる存在。

　けど真里は、全国でも有数のお嬢様に見えないくらい、大人しい女の子だった。

　引っ込み思案で、自分はあまり喋らず他ひ人との話を笑って聞いてるような目立たない生徒。けど、真里が誰よりも温和で優しいことを、私は知っていた。

　そんな真里と、私は自然に仲良くなっていた。

　私たちは正反対で、だからこそ磁石の引力のように惹かれあったのかもしれない。楽しくてからかう私、顔を赤くしてからかわれる真里。他人と喋るのが好きな私、人見知りな真里。校則を気にしない私、秩序を誰よりも守ろうとする真里。

　気が付けば、いつも真里が傍にいた。真里は放っておけない妹みたいな存在で、隣にいると誰よりも心が落ち着いた。

　親友って、真里みたいな人のことをいうのかな。そんな風に思ったこともある。

　きっと、真里も同じことを思ってくれてたと思う。だってあの日、真里はしゃくりあげて泣きながら、助けを求めてきたから。

　真里は、援助交際をしていた。

　そして、その相手から学校に暴露すると脅迫されている、と涙ながらに語った。

　財閥の一人娘という、家族や周囲からの過度な重圧。努力をしても結果が出せず𠮟責される日々に耐えかねて、真里はお嬢様から逃げるために援助交際の背徳感にのめり込んでしまったと、涙ながらに話してくれた。

　どうしようもないくらい、真里はバカだ。そんな中途半端な気持ちで逃避しようとするから、お嬢様にもそれ以外の自分にもなれず、こうして泣いているのに。

　けど、本当のバカは私だった。

　目の前で涙を流している真里を、助けてあげたいと思ってしまったのだから。

　将来は名家との縁談も期待されている令嬢として、援助交際なんてあってはならないことだ。最悪、絶縁を言い渡されることだってある。

　真里みたいな優しい女の子なら、壊れちゃうことだって──だから、約束した。

　真里が犯した援助交際という罪は私が背負う、と。

　私は、真里ほど失うものなんてないから。

　私が傷ついても、真里には不幸になって欲しくなかったから。

　──ありがとう。結衣ちゃん。

　そう何度も何度も、真里が涙声で感謝していたのを覚えてる。

　私が売春の罪を被かぶるのは、難しいことじゃなかった。脅迫をした相手を騙して、一緒に警察に出頭するだけ。男性側は逮捕されるけど、未成年である私は補導で終わる。

　その事実は警察から学校へと伝わり、退学処分の代わりに卒業と同時に聖女を去るように言い渡された。

　それから卒業までの数ヵ月、私はずっと学校で一人ぼっちだった。

　名門と謳うたわれる聖女の生徒で、援助交際という汚名がついた私に話しかけようとする人なんていなかった。一度だけ、あの噂は噓だよね、とみんなが心配してくれたことはあるけれど、本当だよと肯定した翌日、誰も私に声をかけようとしなくなった。

　でも、それでも構わなかった。誰でもない、真里のためだから。

　真里だけは、毎日のようにスマホで連絡をくれた。もうすぐクリスマスだね。結衣ちゃんなら受験は絶対大丈夫。遠くの学校でも会いに行くよ──いつも送られてくる真里のメッセージには、一日に一度は必ず、ありがとうとごめんねが添えられていた。

　うん、私は間違ってない。だって、こうして真里と繫がっているんだから。

　そうして春が来て、私は新しい高校に入学して。そして……そして。

　真里と音信不通になった。

　電話も、メールも、アプリも、全てが真里に拒絶されていた。

　初めは戸惑いを覚えて、次に思ったのは真里の手違いなんだってこと。きっとスマホを変えたから連絡が出来ないんだ。そう信じて数日、数週間と過ぎて……ある日、突然分かってしまった。

　ああ、そっか──私は、真里に捨てられたんだ。

　私は真里の汚点を知る唯一の人間だから。お互いが遠く離れた今、不都合な事実から目を背けるように、さよならもなく絶交をされた。

　結局、私には何が残ったのだろう。

　売春という汚名を被って、聖女のみんなからも忌み嫌われて。そして、守りたかった親友にも裏切られて。笑ってしまうくらい無様だ。

　真里を思うと灼やきつくように胸が痛むようになったのは、それからだ。

　真里の写真が載ってることを忘れて、卒業アルバムを里久君に見せてしまったのは本当に失態だった。私と真里の関係は、誰にも知られたくなかったのに。

　私の中の大事な何かが壊れてしまった気がして、それからは他人を拒絶する日々を送っていた。周りの生徒が友達を作り始めるなか、私だけが世界から孤立したみたいだった。

　胸にぽっかりと穴が開いたような、そんなある日のことだ。

　私は一人の男子生徒から、質問された。

　──水守さんって、金さえ払えば誰にでもヤらせてくれるって本当なの？

　愕然とした。まさか、私のことを知ってる生徒が、この高校にいたなんて。

　彼には聖女の知り合いがいて、そこから私の噂を耳にしたらしい。

　違う、と否定しようとした。私は男の人と一夜を過ごした経験なんてなくて、好きでもない人に抱かれるなんて無理だ。……そう言いたかったのに、出来なかった。

　もしここで否定したら、真里の援助交際がバレてしまうかもしれないから。

　我ながら呆れてしまう。

　真里に捨てられて、裏切られて、こんなに胸が苦しいのに──私はまだ、真里のことが好きだった。

　真里のことは許せないのに、不幸になって欲しくないって願う自分もいた。

　真里を守る。そのために私に出来ることは、一つだけ。

　──うん、本当だよ。

　その日から私は。誰とでも寝るビッチとして高校で噂されることになる。

　下心を剝むき出だしにした男子生徒に言い寄られ、けれど遠回しに断り続ける日々。噂を否定しないから、水守結衣は中古である、って誰もが信じて疑わなかった。

　生徒や教師から白い目で見られても、別に構わなかった。その生き方を選んだのは、誰でもない私だから。

　あの時もそうだ。女子生徒からの嫌がらせで、体育の時間中に更衣室からスマホを盗とられ捨てられたあの日。

　誰の助けもなく、何処にあるか分からないスマホを一人で探していた。

　ほんの一瞬泣きたい気分になっても、いつものように押し殺した。私は他人に嫌われて当然の存在で、他人の支えが必要ないくらい強い人間でいたかった。

　だからこそ、だと思う。あの日のあの言葉を、今でも鮮明に覚えてる。

　最悪な噂ばかりの私に、探し物をしてるからって声をかけた、たった一人の男子生徒。




　──えっと……ごめん。もしかして、何か探し物とかしてる？




　もし、モノクロだった私の高校生活が色づいたというのなら。

　それはきっとあの人が、女の子が苦手なくせに私に手を差し伸べた、あの瞬間だ。





◆　　　






　閉園時間を迎え、俺たちはテーマパークを後にして帰りの電車に揺られていた。

　やがて車窓からは見慣れた風景が流れ始め、水守が降りる駅がアナウンスされる。

「ごめん。涼音と来栖さんには悪いんだけど、俺は次の駅で降りてもいいかな。その……野暮用がある、っていうか」

　とは言っても、俺がどうして次の駅で降りるか、二人は察してると思うけど。

　恥ずかしくて口に出来ないけど、水守を家まで送りたかったのだ。

　涼音は不満そうに頰をふくらませて、

「えー。こんなに可愛い後輩を置いて行っちゃうんですか？」

「うっ……悪い」

「……なんて、全然気にしなくていいですよ？　先輩ならそう言うと思ってましたから。でも、今度埋め合わせしてくださいね？」

「私も別に構わないわ。じゃあ、私は涼音さんを家まで送ろうかしら」

　来栖さんの、いつもと変わらない不敵な笑み。

　涼音が、名残惜しそうに水守を見ると、

「もう水守さんとお別れなんて残念だなぁ。……ねっ、水守さん。また誘ってもいいですか？　今度は水守さんが行きたい場所、とか」

「……うん、喜んで。私も、涼音ちゃんと二人で何処か行きたいなって思ってたから」

　やがて電車が停とまり、俺と水守は降りる。振り返れば、来栖さんと涼音は電車が動き出すまで、窓越しに小さく手を振ってくれていた。

「野暮用があるから次で降りる、かあ。里久君、良かったの？」

「良かった、って？」

「あの言い方だと、あー今夜彼女の家に泊まるんだ、って誤解されても仕方ないよ？　今って夏休みだし」

「っ!?　ま、マジで？　どうしよう、今からでも二人にスマホで説明した方が……」

「冗談だって。あの二人なら、里久君がそんな大胆なこと出来るわけないって考えるはずだもん。私を家に送るために降りてくれたんでしょ？」

　くすくすと水守は笑みを零す。ほんと、俺を弄いじってる時の水守って楽しそうだな。

　改札を出ると、ぽつりと水守が口にした。

「ねっ、里久君。お願いがあるんだけど……家まで、手を繫いで欲しいんだ」

「……いいのか？　付き合ってること、同じ高校の生徒に知られたくないんだろ？」

「一番隠していたかった涼音ちゃんには、私たちの関係をちゃんと伝えたから。夏休み中くらいなら、気にしなくてもいいかなって」

　上目遣いに、水守が俺を見つめる。

「それに、涼音ちゃんたちの前ではずっと友達同士だったでしょ？　家に帰るまでくらいは、里久君と恋人同士でいたいんだ。……ダメ？」

　答えなんて決まっていた。

　わずかな羞恥を覚えながら、俺はそっと指を絡めるように水守と手を繫いだ。

「ありがと。……やっぱり、里久君とこうしてる時が一番落ち着くな」

「……そ、そっか。だったら、俺も嬉しい」

　街の喧けん騒そうより、胸の鼓動の方がずっとうるさい。かあっと身体からだが熱くなって、隣で歩く水守の横顔もまともに見ることが出来ない。

　こうして周りに人がいるなかで水守と手を繫ぐなんて初めてで、俺って本当に水守と付き合ってるんだな、なんて間抜けなことさえ思ってしまった。

「今日はごめんね。まさか、聖女の同級生に会うなんて思ってなかったから。里久君には迷惑かけちゃったよね」

「そんなことないって。あの時さ、俺は嬉しかったんだ。今まで知らなかった過去のこと、水守が教えてくれたから」

「……私が里久君の恋人でいいのかなって、不安だったから」

　弱々しい言葉に、思わず水守を見る。

「涼音ちゃんが教えてくれたんだ。里久君の隣にいていいかどうかを決めるのは、私自身なんだって。だから、私の過去を知って欲しかったんだ。里久君に後ろめたい気持ちなんて抱えていたくなかったから」

　水守の顔に浮かぶのは、どこか自嘲めいた笑み。

「でも、ダメだね。……一番の秘密は、やっぱり里久君に隠したままなんだから」

　その一番の秘密が何なのか、言わなくたって分かる。

　援助交際──水守が聖女を辞めるきっかけとなった事件。

　でも、どうしても辻褄の合わないことがある。

「水守は俺に話してくれただろ？　周りの噂は全部噓で、そんな経験ないんだって」

　それは、水守が俺にだけ打ち明けてくれた真実。

　だからこそ、この世界で俺にしか気づけない矛盾が存在する。

「だとすれば、どう考えてもおかしくないか？　だって、水守は援助交際をしたから聖女を辞めたんだろ？　なのにそういう経験がないって、明らかに──」

　全てを口にするその直前、ぎゅっと、水守が俺の手を握る。

　その表情はまるで、必死で自分の痛みに耐えるように苦し気だった。

「ごめん、里久君。その先は言わないで。……私、喋り過ぎちゃったみたいだね。里久君にも知られちゃいけない秘密があるのに」

　そして、水守は無理に作ったような笑顔を浮かべた。

「私は、援助交際をして学校を追い出された。それで、今でも誰とでも寝るって最低の噂を否定しないロクでもない女なんだ。……それが、水守結衣っていう女子生徒の全て」

　そんな訳がない。明らかに言動が食い違っているし、何より水守は真剣に異性と交際するような純粋な女の子だ。

　でも、噂通りの人間だと思われることを水守が望んでることくらい、俺にでも分かる。

　だとしたら、俺は──。

「……分かった。水守がそう言うなら、俺は構わない。援助交際のことだってこれ以上追及しないし、噂のことも否定しない」

　その瞬間、水守は落胆したように、あるいは諦めたように口元を緩めた。

「……うん、そうしてくれると嬉しいな。ごめんね、里久君」

「でも、一つだけ訊かせて欲しい。どうしても話せない隠し事があるならそれでいい。だけど……水守の苦しみを、俺が失なくすことは出来ないかな」

　水守の足が、止まった。

　不思議と、胸の動悸は収まっていた。街の喧騒が遠くから聞こえ、けれど視界には水守しか映っていない。

「水守、来栖さんに言ったよな。その援助交際は自分のためじゃなくて誰かのためにしたんだって。何となくだけど、それが誰なのか分かる気がするんだ」

　卒業アルバムに載っていた、水守と仲なか睦むつまじそうに隣にいた一人の少女。

　あの写真を見た時、水守は今まで見たことがないくらい動揺していて。もしかしたら、水守の誰にも言えない隠し事に繫がってるのかもしれない。

　けど、あの娘が誰かなんて、今はどうだっていい。

　大事なのは、その娘のために水守が傷ついてるってこと。

「水守は、その誰かのために無理をしてるんだろ？　その誰かを守るために、中古なんて噂を囁ささやかれても、下心のある男子に迫られても、学校で孤立していても耐えてるんじゃないのか？」

「……そんな、ことないよ。他人のために周りのみんなから嫌われるなんて、そんな報われないことするはずないでしょ？」

「違う。初めて会った時から、水守は他人を庇おうとする女の子だった」

　思い出すのは、探し物をしている水守に声をかけた、夕暮れ時のあの日。

「水守は、探し物を手伝おうとした俺を断って夜までずっと一人ぼっちで探してたんだから。あれって、噂を知らない俺に迷惑をかけたくなかったからだろ。水守は他人の不幸より、自分の不幸を選ぶような女の子なんだよ」

　言葉を失ったように、水守が俺を見つめる。

　水守はいつだってそうだ。他人が傷つくのが嫌で、そのためなら自分が損な役回りをすることも厭いとわない。

「水守は傷つくことに慣れ過ぎなんだよ。少しくらい、自分のこと大切にしてもいいだろ。……こんなに優しい女の子なのに」

　いや、水守が優しいからこそ、他人に悪意を向けられても平気な顔をするんだろう。

　本当は、俺の傍にいてもいいのか、って怯えているのに。

「……大げさに考え過ぎだってば。私なんてそんな大した人間じゃないもん」

　まただ。また水守は、諦めたように笑ってる。

「里久君の言う通り、その誰かを守りたかったから強い人間でいようって思ったの。いつまでも秘密を隠したまま、他人に悪意を向けられても絶対に負けないって決めた。……でもね、里久君と出会ってから変わっちゃったのかな」

　今にも消えてしまいそうな、儚げな声色。

　その小さな肩は微かに震えていて、表情を見られたくないかのように水守は俯いた。

「一緒にいるとこんなに幸せな気持ちになるのに、そんな大切な人に真実を打ち明けることも出来ない──そんな自分が、嫌になるんだ」

　それはきっと、誰にも見せたことのない水守の脆もろい部分。

　この世界に二人しかいないって錯覚に陥るくらい、水守の姿はちっぽけだった。

「里久君は私のために変わってくれたのに、私は都合の悪いことを隠したまま。ずるいな、って自分でも思うけど……友達との約束だから。やっぱり里久君にも言えないんだ」

　そっか。水守は、ずっと自分自身と向き合ってたのか。

　俺と一夜を過ごしたあの夜も、プールで同級生に会ったあの時も、水守は俺に真実を話してくれたのに、それでも一番奥深くには誰にも言えない隠し事を秘めている。

　水守は、そんな自分自身を許せないでいる。

「……なあ、水守」

　水守のぬくもりを感じたまま、迷うことなく口にする。

「俺は、水守が好きだ」

「えっ──」

　俺に視線を向けた水守に、一つだけ深呼吸をした。

「水守の綺麗な髪が好きだ。水守の澄んだ瞳が好きだ。水守の柔らかそうな肌が好きだし、いつ見ても可愛い水守の顔も好きだ。匂いだって目め眩まいがするくらい好きだし、胸の大きさだって時々いやらしいことを考えるくらい好きだ。水守の笑顔は永遠に見てたいってくらい好きだし、水守の料理が上手なところは他の人に自慢したいくらい好きだし、水守の優しい性格なんて彼氏として誇らしいって思うくらい好きだ。水守の一途なところなんか理性を捨てて抱きしめたくなるくらい好きだし、水守のからかい好きなところもいつだってどきどきするくらい好きだ。

　好きって言葉じゃ足りないくらい、水守の全部が好きだ」

「……り、里久君？」

「水守が自分を好きになれないっていうなら、それでも良い。だけど──」

　胸の奥に、熱い何かが灯ともる。

　激情に身を委ねたまま、戸惑う水守にはっきりと告げた。

「俺が好きだって語る水守を、好きになって欲しい──俺は水守の隣にいたいから」

「──────」

　その瞬間、世界中の時間は止まったのだと思う。

　だって、ほら。水守は言葉もないまま、揺れる瞳で俺を見つめている。

　そんな水守が愛おしくて、胸に芽生えたのはある一つの衝動。

　夢を見ているような酩めい酊てい感のなか、けれど決意を持って口にする。

「水守、目を閉じてくれないか」

「えっ？　──あっ」

　水守の肩を抱き寄せて、互いの吐息を感じるくらい近い距離で見つめ合う。

　頰を染める水守に、そっと顔を近寄せて──。




　それは、生まれて初めて俺から求めた──水守との口づけ、だった。




　思い出すのは、いつか水守がからかうように口にした言葉。

　──二度目のキスは里久君から、って決めてるから。

　くちびるに柔らかい感触を残したまま、水守から離れる。

「家まで送るよ。行こう」

「────はい」

　蕩とろけたような表情をする水守の手を引き、夢見心地の中で歩き出す。

　その間、水守の顔は一度も見てない。見れるはずがない。

　羞恥と高揚と不安で頭がどうにかなってしまいそうなんだから。

「……ねえ、里久君」

　ぽつりと、背後から聞こえる甘い声色。




「ありがと──私も里久君のこと、大好きだよ」




　……そこから先のことは記憶にない。気が付けば、俺は家のベッドに転がっていた。

　水守のぬくもりだけは、覚えてる。
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エピローグ







　夏休みが終わって、二学期が始まった。

　教室の騒がしい空気が、やけに久しぶりに感じた。この教室に友達なんて呼べるほど仲の良いい人なんていないけど、それでも懐かしいと思うのは、何だかんだいってもこんな日々を悪くないと思ってるからかもしれない。

　そんな放課後の教室で、俺は来くる栖すさんと涼すず音ねを前に緊張していた。

　紙袋を手にしながら、弱音のように呟つぶやく。

「あの、本当にこれで大丈夫なのか……？」

「絶っ対にイケますよ！　だって、水み守もりさんから直接聞いたんですから。必ず喜んでくれるはずです！」

　言いながら、涼音は紙袋の中身を──水守へのプレゼントを覗のぞく。

　これは、水守は何をもらったら喜んでくれるか、と二人に相談して選んだものだ。来栖さんはもちろんのこと、先輩は乙女心が分からないですからね～、と涼音も楽しそうに協力してくれた。

　まだ不安そうな顔をする俺に、来栖さんが、

「私も結ゆ衣いにはリサーチ済みだから、成功するのは保証するわ。……でも、突然どうしたの？　夏休みの最後の日に突然、結衣にプレゼントをしたい、なんて」

「……まあ。水守とは、最近会ってませんでしたから」

　水守とキスをした、あの日。

　実は、あれから二週間以上も水守と会っていないのだ。

　何せ俺から求めるなんて人生で初めてのことだ。あれから数日は気が動転して家族ともまともに喋しゃべれなかったし、今でも思い出せば変な声が出そうになるくらいには恥ずかしい。

　けれど照れくさいのはお互い様のようで、水守もスマホでメッセージをくれるだけで、直接会おうって誘ってくれることもなかった。

　そして、今日。夏休みが終わったから、という理由で会う約束をしていた。急いでプレゼントを用意したのは、久々に会うから何か贈り物をしたかったからだ。

　……でも、実はもう一つだけ理由があるんだけど。

「俺、そろそろ行ってきます。このお礼は必ずしますね」

「あっ、じゃあわたしはユメダ珈琲コーヒーのかき氷が良いです！」

「私も涼音さんと同じ。結局、風紀委員長の引き継ぎが忙しくて行けなかったもの」

「了解です。じゃあ、今度みんなで行きましょう」

　涼音と来栖さんに別れを告げて、教室を出る。

　昇降口を出て、生徒たちが部活の準備をする校庭を横切り、今は使われていない寂れた部室棟へと到着した。

　もう使われていない部室の前に立ち、激しくなってきた心臓を落ち着けるために一呼吸。

「水守、いるか？」

「……うん。どうぞ」

　扉を開ければ、ベンチに座る水守はつんとした表情で俺を見ていた。

「な、なんか、久しぶり過ぎてちょっと変な感じだな」

「……そうだね」

　駄目だ、気恥ずかしくって全然水守の顔が見られない。

　身体からだが熱くなるのを感じながら明後日あさっての方向を向いていると、

「二週間会ってないだけなのに、何だかすごく懐かしい気がする。夏休みの頃なんて、会わない日の方が少なかったもんね。……やっぱり、私に会いづらかった？」

「……まあ、な。どんな顔で水守に会えばいいか、分からなかったし」

「気にしなくていいのに。初めてのキスなら、この部室でしたんだから。……なんて、私も里り久く君に会うのどきどきしてたんだけどね。里久君から求めてくれるなんて、夢にも思ってなかったから」

　くす、と水守の楽しそうな笑い声。

「里久君に会わない間、ずっと考えてた。私は、里久君と一緒に居てもいいって思えるくらい自分のこと認められるか、って。答えはね、多分出来ると思うんだ」

「そうなのか？　水守、あんなに自分のこと責めてたのに」

「うん。一つだけ、条件があるけどね」

　条件？　首を傾かしげる俺に、水守が柔らかい声音で言葉を継ぐ。

「これからも里久君が傍そばにいてくれたら、私は自分のことを許してあげられると思う。だって、里久君が好きだって言う私を好きになって欲しい、でしょ？」

　弾はじかれたように水守に視線を移す。

　水守が浮かべるのは、呼吸を忘れてしまうくらい優しい微ほほ笑えみ。

「里久君が好きって言ってくれるなら、私はあなたの彼女でいられるから。だから、里久君と付き合ってていいか、なんてもう言わない。……これからもよろしくね」

「……当たり前だろ、そんなの」

　全身が安あん堵どに包まれて、思わず口元が緩む。

「別れてくれ、って言われたってお断りだ。恋愛が嫌いだった俺を変えたのは、水守なんだから」

「……うん、そうだね」

　んーっ、と水守が身体を伸ばす。

「何か、久しぶりに里久君と話したらほっとしちゃった。……でも、たまには里久君に弱音を言うのも悪くないかも」

「悪くないって、なんでだよ」

「だって、そうでもしないとキスしてくれないでしょ？　里久君って、呆あきれちゃうくらい初う心ぶなんだから」

「……水守は、して欲しいのか？」

「だって私ばっかり、キスして、って甘えるなんて不公平だもん。たまには、里久君からしたいって言ってくれてもいいでしょ？」

「それもそうだな。ここなら誰も来ないし、丁度いいか」

「………………えっ？」

「水守、目を閉じてくれ」

　ベンチに座り、鳶とび色いろの瞳をじっと見つめる。

　水守は、おろおろと明らかに動揺しながら、

「ちょ、ちょっと待って。里久君、本気なの……？」

「水守は俺からするの、期待してたんだろ？」

「だって、本当にその気になるなんて思ってなかったから。いつもの里久君なら、戸惑ってくれるかなって……」

「どっちから、なんて今更別にいいだろ。俺からだって、もう初めてじゃないんだから」

「そ、それはそうだけど……っ！」

「水守、もう一度だけ言うぞ。……目を閉じてくれないか」

「…………っ」

　躊躇ためらいながらも、そっと水守が瞼まぶたを閉じた。

　まるであの夜と同じだ。お互いの吐息が分かるくらい近い距離。緊張しているのが分かるくらい、水守の頰は薄く赤くなっていて──俺は、紙袋からある物を取り出した。

　そして、それを水守の膝の上に乗せる。

「もういいぞ。水守、目を開けてくれ」

「えっ……？」

　ゆっくりと水守が瞼を上げ、その顔が驚きに染まる。

　水守の膝の上にあるのは──猫のぬいぐるみ、だった。

「これ、俺からのプレゼント。良かったら受け取ってくれないかな」

「……ぬい、ぐるみ？」

「これ、水守のお気に入りなんだろ？　水守ってこういう可か愛わいい系のグッズ好きだし、このデザインを欲しがってたって涼音も来栖さんも言ってたから」

　これが、二人に協力してもらって選んだ、水守のための贈り物。

「女の子にぬいぐるみをあげるなんて初めてだからさ。喜んでくれたら嬉うれしいな、なんて」

「……ねえ。キスは？」

「ん？」

「里久君、私にキスをするんじゃなかったの？」

「どうして？　だって俺、キスしよう、なんて一言も言ってないけど。……あぁ、もしかして、あれか」

　その瞬間、きっと俺はいつも水守が浮かべるような笑顔をしていたに違いない。

「俺にキスされるかも、って勘違いしたのか？」

　それは、ほんの数秒の沈黙。

　やがて、水守はぽかんとした表情で呟くように口にした。

「そっか、私って──里久君に、からかわれたんだ」

　そう、水守が理解した瞬間だ。

　かぁ～っ、と。水守の顔が真っ赤になった。

「～～っ！　もうっ、里久君のバカっ！」

「うおっ……！」

　猫のぬいぐるみを押し付けられるように、水守にベンチに押し倒される。

　まるで馬乗りみたいになった水守の潤んだ瞳が、俺を見下ろしていた。

「……もう、どうしよ。里久君の前でこんなに照れちゃうなんて」

「い、いや、たまにはこういうのも良いかなって。いつも水守にはからかわれてるし」

「それじゃ、やだ。私は、照れたり困ってたりする里久君を見てたいの」

　やばい。こんなに恥ずかしがってる水守、初めて見た。

「ねえ、里久君。目を閉じて。……誰も来ないから丁度良い、だよね？」

「えっ──ま、待った！　それは冗談だってば！　俺にだって心の準備があるし……！」

「そんなの知らない。私をからかった里久君が悪いんだから。……それに、やっと里久君から口づけしてくれたんだから、もう私からキスをしてもいいでしょ？」

　ゆっくりと、水守が顔を近寄せる。

　そして、くちびるを重ねるその直前。放心状態の俺に、甘あま嚙がみをするように囁ささやいた。

「覚悟してね──里久君のこと、離さないから」

　その瞬間、俺は呆ぼう然ぜんとしながらもわずかに口元を緩めていた。

　胸に芽生えたのは、ある一つの確信。

　──これからもきっと、水守は俺のことを構ってくるんだろうな。
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あとがき







　水み守もりさんという作品のそもそもの出発点は、『中古なのに実は恋愛に真面目な女の子が、童貞な彼氏をひたすらからかうお話』という一言で終わってしまうコンセプトからでした。

　物語もキャラクターも設定もあやふやで、しかし「俺はこんなボーイ・ミーツ・ガールが書きたいんだ、いやむしろ書くために生まれてきたのでは？」という熱意を原動力にここまで形にすることが出来ました。自分が書きたかったものを自由に書かせてもらい、無事に出版できたことを光栄に思います。講談社ラノベ文庫様、ありがとうございます。講ラしか勝たん。

　実は、水守さんが本当に初体験を終えているかどうか、最後まで悩みました。

　それくらい、ラノベを含めたサブカルコンテンツだと、ヒロインが中古かどうかって繊細な問題なんですよね。

　まあでも、ヤリマンってそんな悪いことかなって思うんですよね。誰を抱こうがそんなの個人の勝手なわけですし。恋愛感情がないなら他人を抱くべきでないっていうなら、風俗で働いてる方全てを否定してますし。

　けど、好きな女の子がビッチだったら悲しい、って気持ちも痛いくらい分かります。特に未成年である高校生にとって、片思いのあの娘に彼氏がいるってだけで死ぬくらい辛いのに、男遊びしてるなんて知った時の絶望は僕なんかには想像も出来ません。

　そんな色々な思いを抱えて、この作品だからこそヒロインがそういう女の子でも物語としてアリかな、と真剣に考えていました。

　そして、僕が選んだ答えは……最後まで読んでくれた読者さんには、ここで語るのも無粋ですよね。一切の未練なく、これしかないという二人の結末を書かせて頂きました。

　この企画が始まった頃から書きたかったイベントを九割方書けたので、やり切った思いでいっぱいです。

　編集のＳＳ様、イラストレーターの吉よし田だばな様、そして校正やデザイナーや営業や全国の書店などこの作品に携わった全ての方々へ感謝を。

　そして何より、最後まで読んで頂いたあなたへ。ありがとうございました。

　次に作品を出すのが講談社ラノベ文庫であっても、そうでなくても。また何処かで出会えたなら、幸いです。





弥生志郎
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本作品は、二〇二〇年一二月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







中ちゅう古こ（？）の水み守もりさんと付つき合あってみたら、やけに俺おれに構かまってくる２




二〇二一年二月一日発行

弥生やよい志し郎ろう
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